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（１．７．１～３）

特　　記　　事　　項項　　目

 ・　建築改修工事監理指針（令和元年版）　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

 ※　建築工事監理指針（令和元年版）　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

 ※　工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（平成３０年版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

 構内既存の施設　　・　利用できない　　・　利用できる

手すり先行専用方式により行う。

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置き方式又は（３）

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１

施工図及び施工計画書  提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

 ・　その他（　　　　　　　　　　　　　）

 ・　構造図 ： 杭、構造躯体等を表示する。

 ・　仕上表 ： 屋外、屋内（各階）の仕上表を表示する。

 ・　断面図 ： 階高、天井高等を表示する。

 ・　立面図 ： 外壁仕上等を表示する。

 ・　平面図 ： 室名、耐震壁（防火壁）、避難施設等を表示する。

 ・　案内図・配置図・面積表 ： 配置図には外構整備、屋外給排水系統図含む（ＢＭの表示）。

 完成図の種類及び内容

完成写真  下記のものを監督職員に提出する。

備考

　　場合は監督員の承諾を受ける。

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有す

 する。

 調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（資材（材料及び機材を含む）の梱包及び容器

 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づく環境物品等の

３）ホルムアルデヒド放散量の区分において、第三種とは次の①又は②に該当する材料を指す。

２）ホルムアルデヒド放散量の区分において、規制対象外とは次の①又は②に該当する材料を指す。

　① 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

１）本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、次の

　② 建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　① 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散

　　建築材料以外の材料

　　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　③ 接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない

　② 接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上げ塗材は、

　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

　④ ①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒド、アセ

　①から④を満たすものとする。

　　 ・　コンクリート塊　・　アスファルトコンクリート塊　・　建設発生木材

（５）　関係法令（条例を含む）の改正等により、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等につ

３１年版」（以下「改修標準仕様書」という。）による。

ただし、アスベスト成形板の処理等は、国土交通省官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成

　工事編）平成３１年版」（以下、「標準仕様書」という。）による。

 杭頭の中詰材料　  　※　コンクリート（基礎コンクリートと同仕様）　　・　構造図による

 杭の継手　　　　　　・　アーク溶接継手　　・　標準仕様書4.3.6による

　・セメントミルク工法

 杭頭の処理　　　　　・  切断しない　　・  切断する

                     ※　不要　　　・　要（構造図による）

 ネガティブフリクション対策

 先端部材形状　　　　・　開放形　　・　半解放形　　・　閉そく形　　・　構造図による

 特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとする。

 寸法、継手、性能等

　    ＳＣ杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０

  ・　外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）

  ・　プレストレス鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）

 種類

　                         試験の方法、報告書の記載事項等は構造図による。

                           位置、深さ、対象地盤及び最大載荷荷重は構造図による。

                       ・　行う　（　　　）箇所

 地盤の平板載荷試験　　※　行わない

　　  支持地盤の設計支持力度（　　　　）ｋN／㎡以上

 　　  試験杭　　　（　　　）本　　　位置は構造図による

 　　※　構造図による

　　 支持地盤の位置及び種類（基礎ぐいの先端位置含む）

 ・　直接基礎

 ・　杭基礎

 山留の存置　　・　行う（存置範囲　※　現場説明書の施工条件明示事項による）

 鋼矢板等の抜き後の処理　※直ちに砂で充填する

 ・　構内指示場所に堆積

 ・　構内指示場所に敷き均し

 ※　構外指示の場所に処分

 材料及び工法

 構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

 構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

　現場に設置する備品等は、現場説明書の施工条件明示事項による。

 ※　対象工事　　・　非対象工事

 ※　対象工事　　・　非対象工事

 ※　対象工事　　・　非対象工事

 ※　対象工事　　・　非対象工事

 鳥取県公共事業環境配慮指針　 ※　対象工事　　　・　非対象工事　　　　　　　 

 （保険の加入期間は、工事完成引き渡しまで（概ね工期＋２１日）とする。）

 工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する。

 ・　

 ・　

 ・　建築物の保守に関する説明書、指導案内書

 ・　官公署届出書類（保守に必要とするもの）

 ・　保証書

 ・　機器性能試験成績書及び取扱説明書

 ・　主な主要資材、機器等のメーカー及び施工者一覧表

ガラス施工

 ・　機器類のコンクリート基礎

 ・　コンクリート壁、床、梁貫通部

 ・　複写　縮小版Ａ３バラ焼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

 ※　原図の大型コピー（白焼）の２つ折製本　　　　　　　　　　　２　部

 ※　ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　式

 ※　原図Ａ１版又はＡ２版（設計図の第２原図訂正不可）　　　　　１　部

 積雪区分　平成１２年５月３１日 建設省告示第１４５５号　別表（　　　　）

 地表面粗度区分　・　Ⅰ　　・　Ⅱ　　・　Ⅲ　　・　Ⅳ

 基準風速　　Ｖｏ＝　　　ｍ／ｓ

 建築基準法に基づき定められた区分等

 ※　図示による　　・　（　　　　）

    測定対象室（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  ・パラジクロロベンゼンを追加して分析を行う

    し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告する。

　①３０分間換気

２）パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う。

１）測定対象室のホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンの室内濃度を測定

 また、その技能士はその者が技能士であることがわかる名札（下図参考）を常時着用する。

 （技能士：職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級の資格を有する者）

 下表により適用する技能士は、適用する工事作業中、１名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技

 能者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行う。

５）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

    とし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出して承諾を受ける

    ものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製造業者等は、次の①～⑥の事項を満たすもの

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

 材料・機材等の品質及び性能

 化学物質を放散させる建築材料等

 ・　再生資源化を図るもの

 ・　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・　引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を監督職員に提出す

 工事の施工に伴い必要な官公署、その他への手続き、検査並びにその費用は、本工事請負者の負担とする。

 ・　建築物解体工事共通仕様書（平成３１年版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　 準詳細図」という。）

 ※　建築工事標準詳細図（平成２８年版）　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（以下「標

 担当技術者の職務を補佐し、当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務を行うものとする。

 工事現場におく電気保安技術者は、鳥取県総務部営繕工事自家用電気工作物保安規定第５条に定める工事

 設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

 下記のものを監督職員に提出する。

　　監督職員から測定方法に関する注意事項等の指示を受ける。

　⑤その他

　　測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

　④分析

　　ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

　　　　となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する。

　　　　い場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が測定時間帯の中央

　　ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、２４時間測定が行えな

　　イ　②の状態のままで測定する。

　③測定

　　部分の扉は開放したままとする。

　　①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押し入れ等の収納

　②５時間閉鎖

　　分間換気する。

　　測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放し、３０

監督職員事務所等

　　※　構造図による

　　支持地盤の位置及び種類（ラップルコンクリートの底面位置含む）

（３．３．３）

山留めの撤去３

（３．２．５）

２ 建設発生土の処理

　　溶接材料　　※標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　・　構造図による

　　施工は評定等に記された施工管理基準による。

　　無溶接継手は評定等により定められた項目の検査を行う。

　※構造図による

・　無溶接継手　（　※　評定等を受けた工法）

　処理方法（切断にともなう補強方法含む）

　　監督職員が指示するものとする。

２．お願い表示板は平易な表現及び内容とし、

１．書体は角ゴシックとする。

記入要領

　令和○○年○月工事完成予定

　工事期間 令和○年○月から○年○月まで

１部

・　建築フィルム作業ガラス用フィルム施工

建具製作 ・　木製建具加工作業

（２級及びﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系仕上げ工事作業を含む）

・　ボード仕上げ工事作業

・　カーペット系床仕上げ作業

・　プラスチック系床仕上げ工事作業

畳製作

・　タイル張り作業

・　左官作業

・　樹脂接着剤注入工事作業

タイル張り

左官

樹脂接着剤注入施工外壁改修工事

・　畳製作作業

・　造園工事作業

・　加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・　溶解ペイントマーカー工事作業

・　建築配管作業

・　壁装作業表装

配管排水工事

路面表示施工舗装工事

造園植栽工事

・　建築塗装作業

・　ガラス工事作業

・　ビル用サッシ施工作業

・　金属製カーテンウォール工事作業カーテンウォール施工カーテンウォール工事

サッシ施工

塗装塗装工事

内装仕上施工内装工事

畳工事

パネル工事

　　防水工事作業

・　エーエルシーパネル工事作業エーエルシーパネル施工

　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得している。

　③ 安定的な供給が可能である。

　② 生産施設及び品質の管理を適切に行っている。

　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性がある。

　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられている。

る。

判断基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和２年２月７日変更閣議決定）」（環境省のホームページから

（２）　請負者は、建築基準法に基づく完了検査（中間検査含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料

等（報告書等）を用意する。

いて、監督職員と協議を行うものとする。

４
　
地
業
工
事

景観形成条例

省エネ法

 ・　照明器具・幹線等の吊りボルト用インサート（釘処理共）

まちづくり条例

鳥取県福祉の

建設リサイクル法

環境配慮

火災保険等

（１．７．３）

 スリーブ・箱入れ

保全に関する資料

耐荷重及び耐外力

設備工事との取り合い

 補強

設計ＧＬ

 ・　鉄骨造の開口及び補強

 ・　軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

 ・　埋込分電盤・端子盤・プルボックスの  仮枠

 補強 　　仮枠及び埋込部分の補強

 ・　ＯＡフロア・フリーアクセスフロアの切込み及び補強

 切込 ・　埋込型機器取付用の天井

 　　壁の切込加工、下地の補強  補強

 ・　自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及び

 　　ドアクローザ、フロアヒンジ

 ・　電気室、自家発電室などの基礎及びピット（蓋を含む）

 ・　テレビアンテナ  基礎

 アンカーボルト

 ・　天井点検口

 屋内・屋外設置

 屋上設備

・

・

※ ※

※

建 築 電 気 機 械

※ ・ ・

・

・ ※ ・

・ ※ ・

・ ※ ・

・・

・ ・

・ ※ ※

・・※

・ ・

・・

・

・ ・

・

※ ・ ・

・ ・

ｾｯﾄ数

 ※　縮小版２つ折製本（Ａ４版）　　　　　　　　　　　　　　　　２　部

９

９０ mm

５
５

 
mm

写真　(30×40)

名札の発行元

技能士本人の住所

技能士の級の別

技能士の種別

技能士の職種により色を変えることも可□ 技 能 士

 　○型

 　○○工務店

 　○山○夫

 　１級

 　建築大工

発行　　　○○○○○○○○会

自　宅

勤務先

血液型

氏　名

級　別

職　種

　《技能士名札参考図》

・　建築塗装作業塗装

・　とび作業とび

・　構造物鉄工作業

・　コンクリート圧送工事作業

・　型枠工事作業

・　鉄筋組立作業

・　とび作業

技能検定職種 技能検定作業工事種目

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

型枠施工

鉄筋施工

鉄工

とび

コンクリート圧送施工

（１．５．２）

技能士

・　自動ドア施工作業

・　ガラス工事作業

・　ビル用サッシ施工作業

・　左官作業

・　内外装板金作業

・　鋼製下地工事作業

・　スレート工事作業

・　内外装板金作業

・　大工工事作業

・　タイル張り作業

・　石張り作業

・　ＦＲＰ防水工事作業

・　改質アスファルトシートトーチ工法

・　シーリング防水工事作業

・　セメント系防水工事作業

・　塩化ビニル系シート防水工事作業

・　合成ゴム系シート防水工事作業

・　アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・　ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・　アスファルト防水工事作業

・　コンクリートブロック工事作業コンクリートブロック・ＡＬＣ

石材施工石工事

タイル張りタイル工事

建築大工木工事

建築板金屋根及びとい工事

スレート施工

内装仕上施工金属工事

建築板金

左官左官工事

サッシ施工建具工事

ガラス施工

自動ドア施工

防水工事

ブロック建築

防水施工

８

鋳鉄製ふた

既成調合目地材

ポリマーセメントモルタル

アルミニウム製建具

吸水調整材

軽量シャッター

重量シャッター

自閉式上吊り引戸機構

自動扉機構

クローザ類

錠前類

ステンレス製建具

鋼製軽量建具

鋼製建具

既成調合モルタル

ルーフドレン

乾式保護材

天井点検口

床点検口

煙突用成形ライニング材

エポキシ樹脂

トップライト

グレーチング

床型枠用鋼製デッキプレート

トイレブース

移動間仕切

可動間仕切

フリーアクセスフロア

現場発泡断熱材

防水剤

オーバーヘッドドア

無収縮グラウト材

鉄骨柱下無収縮モルタル

７

（１．４．２）

材料の品質等

（１．３．１１）

ダウンロード可能）による。

 ・　電子データ又はネガの提出[完成写真]　　　　（ ・　要　・　不要）

 ・　電子データ又はネガの提出[工事記録写真]　　（ ・　要　・　不要）

完成時の提出図書

 ・　

 ・　全紙　　箇所

 ・　半切　　箇所

 ・ 四ｯ切　　箇所 ２部 カラー ・　パネル

 ・　外部　　箇所 　部

　部 ・　内部　　箇所 カラーキャビネ判 ・　

 ※　完成写真  カラーサービス判

 ・　外部　　箇所

 ・　内部　　箇所

２部

２部

 ※　工事記録写真  カラーサービス判  各工種の工程毎

部数撮影箇所分類・規格区　　分

　　３．地 域 地 区　　都市計画地域（・内　・外）　市街化調整区域（・内　・外）

備考厚さ

（㎜）

下杭

中杭

上杭

及び種別

杭長（ｍ）

下杭

中杭

上杭

（㎜）

杭径

２ 既製コンクリート杭

地業

符号

本杭

共通仕様１

（４）　Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目を示す。

・印と※印のついた場合は共に適用する。

・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

（２）　特記事項は・印のついたものを適用する。

（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する。

Ⅰ．工　事　概　要

Ⅱ．建築工事仕様

　　４．建 物 概 要

　　　　　番号　　　　　名　称　　　　　工事種別　　　　　構　造　　　　　階数　　建築面積(㎡)　　延べ面積(㎡)

（１．５．９）

化学物質の濃度測定１
　
一
般
共
通
事
項

３
　
土
工
事

（３．２．３）

１ 埋戻し及び盛土

イメージアップ

工事現場の

工事用仮設物

７

６

５

４

工事用電力

工事用水

表示板３

                ※　工事表示板　　　　　　　　　　　　　　・　お願い表示板

　　簡単なパース、又は立面図を掲載する

建　築　工　事　中

 地色　白

5ＹＲ6.5/11
マンセル記号
 地色

 地色　白

 地色　白

 マンセル記号
 5ＹＲ6.5/11

 地色

 地色　白

1
,
6
0
0

1,200900

　工事名　○○○○○○新築工事

　構造・規模 鉄筋コンクリート造 ○階建

　　　　　　 延べ面積○○○○m2

　設計者 ○○○○○○設計

　　　　 ○○○○○○設計

　施工者　○○○○○建設

　　連絡先昼間　○○－○○○○

　　　　　夜間　○○－○○○○

　　現場責任者 ○○ ○○

御通行中の皆様へ

1
,
2
0
0

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

　　ご協力よろしくお願いします。

　　　　　連絡先　○○－○○○○

　事業の目的

　現在の進捗率○○％

　事業協力のお願い

　　　　　　　ＴＥＬ　○○－○○○○

　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　○○－○○○○
　施工者 ○○○○○○建設

　（拡大カラーコピーを張り付けてもよい）

２
　
仮
設
工
事

（２．３．１）

２

（２．２．４）

１ 足場その他

（３）　項目に記載の（　　　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。［　　　　］内表示番号は、改

修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を表す。

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築

　　２．敷 地 面 積　　　　　　　　　　　㎡

章

１ 適用基準等１
　
一
般
共
通
事
項

（３）　電気及び機械設備工事を本工事に含む場合、電気及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

１．共通仕様

２．特記仕様

建　築　工　事　仕　様　書

５

４ 工事安全計画書

発生材の処理等

（１．４．１）

（１．３．７）

環境への配慮

３

（１．３．３）

電気保安技術者

（１．１．３）

官公庁その他への手続２

　　１．工 事 場 所

（６）　材料及び製造所等の記載は順不同である。

試験杭

継手数

（Ｎ／ｍ㎡）

コンクリート強度

（ｋＮ／本）

長期設計支持力

　① 品質及び性能に関する試験データを整備している。

 下記のものをＡ４版ファイルに製本して監督職員に提出する。

６

　② 建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する

　　るものとする。

屋上緑化システム

（１．７．２）

　　　　　　　設備工事との取り合い

（４．２．２）

（４．３．１、３～６、８）

 ・　原図ケース・製本図面の背表紙に「施設コード・部局名称」ラベルを貼付ける。

　　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　・　１．０ｍ以上

　　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　　・　１．５ｍ程度

　・　セメントミルク工法

 施工方法

　 ・　（材料：　　　　　　　工法：　　　　　　　）

　　　　（品質：粗粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。））

     ・Ｄ種　適用場所（　　　　　）

     ・Ｃ種　適用場所（　　　　　）　土質（　　　　　）　受渡場所（　　　　　）

     ・Ｂ種　適用場所（　　　　　）

  　 ・Ａ種　適用場所（　　　　　）

   ※　標準仕様書 表3.2.1による種別

  

指定なし 指定なし

１ 新築 木造 １

１
　
一
般
共
通
事
項

 ・　その他　発生材は廃棄物処理法に従って場外に適切に処分する

４

２

設計図にある図面各図一式

 　境港市

　監理者 ○○〇〇〇〇課

　境港市○○○○○○局

　　　　　連絡先　　境港市○○○○○○局

　　　○○○○課　○○班

　　　　　　　○○○○課　○○班

　発注者 境港市

－ 01

大山中学校部室棟建替工事

鳥取県西伯郡大山町所子310

27439.59

86.12129.18部室棟

※

・

・

・

・

・ ・ ・

・

 ※　設ける　　　20㎡程度　　・　設けない



A2：100%　A3：71%

Ａ －

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号 浦川　英敏

堀江　司
一級建築士登録

第０３－３２３号 ―
特記仕様書２

16

15

14

13

12

11

10

11

10

（７．２．８）

（７．１０．３）

（７．１２，４）

　　　・  標準仕様書　表７．２．３による　　・　　

　　  アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格及び仕上げの程度

　・  建方用アンカーボルト

      セットの種類（JIS　B1220）    ・  ABR400  　　・  ABR490

      形状、寸法　　　※構造図による

　・  構造用アンカーボルト

（７．２．４）

アンカーボルト７

 仮組を行う範囲　　・  構造図による　　・　　　　　　

　　  ・  全てのダイヤフラムはH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること

      ・  「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

　※  標準仕様書７．３．３及びH12建告第1464号第二号イによる

　　　・　　

      補強方法

      通しダイヤフラムの許容誤差

  ※  標準仕様書７．２．９（b）　（１）から（４）による　　・　

 無収縮モルタルの材料及び調合

 モルタルの種別　　※無収縮モルタル

  ※　頭付スタッド（ＪＩＳ　Ｂ１１９８）

   耐火認定　　・  有り（耐火時間　  ※  図示による　　・　　　　　　  ）　　・  無し

 鉄骨部材への溶接方法　　※  構造図による

 材質、形状及び寸法　　※  構造図による

  ・  床型枠用　（適用箇所　  ※  構造図による　　・　　　　　　　　）

  ・  合成スラブ（適用箇所    ※  構造図による　　・　　　　　　　　）

 　床型枠を使用する場合において、受注者は施工に先立ち安全性を確認するものとする。

　・　　

 工法の種別

   建築用ターンバックルボルト　　※　羽子板ボルト　　・　

   建築用ターンバックル胴　　　　※　割枠式　　　　　・　

 ねじの呼び　　※構造図による

 種類

仮組

（７．３．１０）

（７．３．３）

製作精度

柱底均しモルタル

（７．２．９）

（７．１０．３）

適　用　箇　所

・ ８０　・ １００　・ １３０　・ １５０

・ ８０　・ １００　・ １３０　・ １５０

・ ８０　・ １００　・ １２０

長さ　（呼び長さ）　㎜径（呼び名）

スタッドボルト

２２φ

１９φ

１６φ

（７．２．７）

デッキプレート９

（７．２．６）

ターンバックル８

　    ・  ダイヤフラムをH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認有り

　※　行わない　　・　行う（試験方法等　　・　すべり係数試験　　・　すべり耐力試験）

 すべり係数試験

 高力ボルトの径　　※　構造図による

  ・　ＪＩＳ形高力ボルト　　　２種（Ｆ１０Ｔ）

  ※　トルシア形高力ボルト　　２種（Ｓ１０Ｔ）建築基準法に基づき認定を受けたもの

 区分

（７．３．２）

（７．２．２）

高力ボルト４

  ※　ブラスト処理（表面粗度５０μｍＲｚ以上）

 すべり耐力等の確認方法　※　構造図による

 摩擦面の処理

　※　１種（Ｆ８Ｔ相当）建築基準法に基づき認定を受けたもの

 セットの種類

 鋼材の材質

（７．２．３）

普通ボルト６

ボルト

溶融亜鉛めっき高力５

表７．２．１　

※　ＪＩＳ規格による

※　ＪＩＳ規格による

※　ＪＩＳ規格による

※　ＪＩＳ規格による

規格等使　用　箇　所種類の記号（７．２．１）

鋼材３

（７．６．４、７）

  ※　適用する　　・　適用しない

（７．１．４）

（６．８．２）

（６．８．1）

（６．２．５）

（６．１４．１）

（６．３．１）

（６．１０．１、２）

（６．３．２）

（６．２．１～４）

13

12

11

10

（５．３．７）

 耐震スリットの設置箇所　  ※　構造図による　　・　

 耐震スリット部詳細　　※　図示による　　・　

   仕様　　　　※　意匠図による　　・　

   適用箇所　　※　意匠図による　　・　　

 耐火、遮音、防水処理への配慮

 形状　　※　構造図による

 方式　　※　完全　　・　部分

　　　　　　　 （　※　全て　　・　構造図による　　・　　　　　　    　）

　　　　　　　 （　※　全て　　・　構造図による　　・　　　　　  　　　）

               （　※　全て　　・　構造図による　　・　　　　　　　　　）

               （　※　全て　　・　構造図による　　・　　　　　　　　　）

               （　※　全て　　・　構造図による　　・　　　　　　　　　）

  ・　構造図による

  ・　ＭＨ形　　図示による

  ・　Ｍ形　　　図示による

  ※　Ｈ形　　　構造関係共通事項　表１１．１による

 耐震壁　　　※　構造図による

             ・　構造図による

               （　※　全て　　・　構造図による　　・　　　　　　　　　）

             　（　※　全て　　・　構造図による　　・　　　　　　　　　）

             　（　※　全て　　・　構造図による　　・　　　　　　　　　）

　　　　　 　※　Ｂ形　　構造関係共通事項　表８．４による

 一般壁　　　・　Ａ形　　構造関係共通事項　表８．３による

  ・　ＳＰ形　　構造関係共通事項　図６．２（ａ）⑤ＳＰ形による

  ・　Ｗ－Ｉ形　構造関係共通事項　図６．２（ａ）②Ｗ－Ｉ形による

  ※　Ｈ形　　　構造関係共通事項　図６．２（ａ）①Ｈ形による

構造（耐震）スリット

梁貫通孔の補強形式

壁開口部の補強

９ 帯筋

（５．４．１０）

（４．６．２、５）

（４．６．２、３）

　・　構造図による

　　　　　　　　　　 　　　・　構造図による

 エンドタブの切除する範囲　　※　構造図による　　

 エンドタブの切除する箇所　　※　構造図による　　・　　　　　　　　　　　

 スカラップの形状　　　　　※　構造関係共通事項（６）５．鉄骨溶接施工（３）による

　　　　　　　　　　　　　 ・　構造図による

 フィラープレートの材質　　※　ＳＳ４００とする

 スプライスプレートの材質　  ※　鋼材の種別及び引張強さによる区分は母材と同等とする

溶接接合

高力ボルト接合

 開先の形状　　　　　　　　※　構造関係共通事項（５）３．溶接継手の種類別開先標準による

入熱、パス間温度の

溶接条件

 鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

  ※　構造関係共通事項による　　・　図示による

 適用箇所

  ※　柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶込み溶接部　　・　図示による  ・　監督職員の承諾する製作工場（標準仕様書７．１．１以外の適用範囲に限る）

      国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

      （株）日本鉄骨評価センター及び、（株）全国鉄骨評価機構（旧（社）全国鐵構工業協会）の

「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「（・J　・R　※M　・H　・S）グレード」として

  ※　建築基準法第７７条の５６第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

 製作工場の加工能力

　・  外装タイル後張り面の打増し処理

　・  打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

　・  床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

  ・  打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

 打増し厚さ

 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

 ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法　　※　図示による

 打継ぎの位置　　※　標準仕様書 ６．６．４(１)による　　・　構造図による

  ※　普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種､シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメントＡ種

  ・　高炉セメントＢ種　Ｇ

  ・　フライアッシュセメントＢ種　Ｇ

 セメントの種類

 スランプ　　※　１５又は１８　　・　

 設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／ｍ㎡）　　※１８　　・　

 適用箇所    ・  標準仕様書６．１４．１(４)(ア)  (ウ)による　　・　構造図による

　　　Ａ６２０２による膨張材とする。）

　　　Ａ６２０６による高炉スラグ微粉末、ＪＩＳ　Ａ６２０７によるシリカフューム又はＪＩＳ

　・　混和材（ＪＩＳ　Ａ６２０１に適合するフライアッシュのⅠ種、Ⅱ種若しくはⅣ種、ＪＩＳ

　　による防錆剤とする。）

　　　剤の塩化物イオン量による区分はⅠ種とする。また、防錆剤を併用する場合は、ＪＩＳ　Ａ６２０５

  ・　混和剤（ＪＩＳ　Ａ６２０４に適合するＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とし、化学混和

  ・　Ｂ　（　※コンクリート中のアルカリ総量 Ｒｔ＝３．０ｋｇ／ｍ　以下）

  ※　Ａ

　※　Ⅰ類（ＪＩＳ　Ａ５３０８「レディーミクストコンクリート」への適合を認証されたコンクリート）

  　　品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等　　※  構造図による

  　　カプラー等の接合部分の相互のあき、最小かぶり厚さ　　※  構造図による

　  　品質の確認方法、不良となった継手の修正方法等　　※  構造図による

　　  鉄筋相互のあき　　※  構造図による

　　  溶接継手の工法　　・（　　　　　　　　　　　　　）

  　　性能（Ｈ１２建告第１４６３号に適合するもの）　・　Ａ級　　・　　

　　  使用箇所　　※　構造図による

  　　機械式継手の種類及び工法　　・（　　　　　　　　　　　　　）

  　　性能（Ｈ１２建告第１４６３号に適合するもの）　・　Ａ級　　・　　

　　  使用箇所　　※　構造図による

  ・  機械式継手

  ・  溶接継手

 形状・支持地盤　　　　　　　※　構造図による

 防湿層の位置　　※　図示による

 施工範囲　　　　※　建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）  ・　

 施工方法　　　　※　ポリエチレンフィルム厚さ０．１５mm以上　　・　  

　　　　　　　　　　・　構造図による

  ※　構造関係共通事項による　　・　

 最小かぶり厚さは下表による。

  ※  無し    ・  有り

  ※　構造関係共通事項による　　　・　

　・　標準仕様書　表5.3.4の定着長さ　　・　

  ※　４０ｄと標準仕様書　表5.3.4の定着長さのうち、大きい値とする。

　・  有り　適用箇所（　　　　　）　　主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する。

　・  なし

  ・　

  ・  構造関係共通事項　表４．１による

 耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）

 柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

 最小かぶり厚さ（目地底よりかぶりを確保する）

 上記以外の鉄筋

 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋

  ・　構造関係共通事項　図５．４による（　※　全て　　・　構造図による　　・　　　　　　　　）

  ・　構造関係共通事項　図５．３による（　※　全て　　・　構造図による　　・　　　　　　　　）

  ・　構造関係共通事項　図５．２による（　※　全て　　・　構造図による　　・　　　　　　　　）

 型枠使用の有無　　　　　　　※　有り　　・　無し

 コンクリートの仕様　　　　　※　６コンクリート工事　６無筋コンクリートによる

 支持地盤の長期設計支持力　　・　（　　　　）（ＫＮ／㎡）

 　　　　・　深層混合処理工法　　適用範囲、仕様及び計測、試験は構造図による。

 工法　　・　浅層混合処理工法　　適用範囲、仕様及び計測、試験は構造図による。

 厚さ及び使用範囲

 コンクリートの仕様　　※　６コンクリート工事　６無筋コンクリートによる

　　　　  3m以下の間隔で、かつ1節につき３箇所以上入れ、リングと主筋との接触部を溶接する。

　　コンクリートの種類

 材料

　　鉄筋の種類　　　　　　※　５章鉄筋工事の鉄筋の種類による

　　　・　3Ｎ／ｍ㎡　　・　構造図による　　・　評定等の内容による

　　　（　　　　）Ｎ／ｍ㎡以上　　　　スランプ　　※　18cm　　・　

　　耐力壁の鉄筋　　　※４０ｄと標準仕様書　表5.3.2の重ね継手長さのうち、大きい値とする。

　　柱及び梁の主筋　　※４０ｄと標準仕様書　表5.3.2の重ね継手長さのうち、大きい値とする。

・

ひび割れ誘発目地、

打継目地

７

骨材

（６．３．１）

3

５

４

混和材料

無筋コンクリート６

鉄筋

セメント

（５．２．１）

１

・鉄筋格子

・溶接金網

使用箇所 呼び径・寸法・形状（㎜）種類の記号

　・　引張試験　　　　　試験方法は標準仕様書 5.4.10(ｲ)(b)による。

　※　超音波探傷試験　　試験方法は標準仕様書 5.4.10(ｲ)(a)による。

３ 圧接完了後の試験

（５．３．４）

４ 鉄筋の継手

 コンクリートの気乾

鉄骨の製作工場７
　
鉄
骨
工
事

１

（６．３．１）

３

型枠

　　※２０ｍｍ　　・　

　　・１０ｍｍ　　・２０ｍｍ　　・　

　　※２０ｍｍ　　・　

　　※１０ｍｍ　　・２０ｍｍ　　・　

９

　　プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行う

打増し厚さ

８ 表６．２．４　

・　Ｃ種

・　Ｂ種

・　Ａ種

種類 適　用　箇　所

コンクリートの仕上り

単位容積質量による
種類及び強度等

２

　・　Ⅱ類（ＪＩＳ　Ａ５３０８に適合したコンクリート）

（６．２．１）

地盤改良工法

・　基礎下　　・　基礎梁下　　・　土間コンクリート下　　・　土に接するスラブ下

　　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００ｍｍ　　・　

　　　・　杭径1.5m以下の場合は鋼板6×50(mm)、1.5mを超える場合は鋼板9×50～75(mm)の補強リングを

　　杭の精度

寸法、性能等

施工管理技術者２

８ 各部配筋

構造関係共通事項の値に加える寸法（㎜）

・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する面 ※１０

・２０　　・３０　　・図示・塩害の恐れがある部分

施工箇所

間隔（溶接金網含む）

鉄筋のかぶり厚さ及び７

（５．３．５）

（５．３．４）

鉄筋の定着長さ６

５ 基礎梁主筋の継手

　　上記以外の鉄筋　　※標準仕様書　表5.3.2の重ね継手長さ

　　　　　　　　　　　・標準仕様書　表5.3.2の重ね継手長さ　　・　　

・　重ね継手（Ｄ１６以下）　　・ガス圧接（Ｄ１９以上）

・　重ね継手（Ｄ１６以下）　　・ガス圧接（Ｄ１９以上）

※　ガス圧接（Ｄ１９以上）　　・　

※　ガス圧接（Ｄ１９以上）　　・　

※　重ね継手　　・　

※　重ね継手　　・　

溶接金網

（５．２．２）

２

９

８

７

６

５

※　５０

使　　用　　範　　囲厚さ

（４．６．４）

捨てコンクリート地業

※　６０

材料　　　　　　※　再生クラッシャラン　Ｇ　　・　切込み砂利及び切込み砕石

厚さ 使　　用　　範　　囲

厚さ及び使用範囲

砂利地業

　　帯筋　　　　　　※　構造関係共通事項６.２（ａ）⑥（ロ）による

　　　　　　　　　　・　行わない

　　　　　　　　　　　測定場所　　※　試験杭（　　　　）箇所及び本杭（　　　　　）箇所

　　　　　　　　　　　測定方法　　※　超音波測定器

　　孔壁測定　　　　※　行う

　　　　　　　　　　・　拡底杭工法　（　※　安定液使用　　・　　　　　　）

　　併用する工法　　・　場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　　　　　　　・　オールケーシング工法（孔内の水張　　・　行う　　・　行わない ）

　　　　　　　　・　リバース工法

　　掘削工法　　・　アースドリル工法（　※　安定液使用　　・　無水掘削　）

　　鋼管径・板厚・長さ　　※　構造図による

　　鋼管巻きの材料　　　　・ ＳＫＫ４００　・ ＳＫＫ４９０　　・　

　　セメントの種類　　　　※　高炉セメントＢ種　Ｇ

　　構造体強度補正値

（４．２．２）

拡底径

（㎜）

杭長

（ｍ）

表４．５．１　

施工管理技術者　　※　適用する

備考

本杭

（㎜）

軸径 セット数

（ｋＮ／本）

長期設計支持力

試験杭

符号

４ 場所打ちコンクリート

杭地業

５
　
鉄
筋
工
事

特殊な鉄筋継手

６
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

１

床下防湿層

表５．２．１　

ト地業）

（ラップルコンクリー

置換コンクリート地業

※　ＳＤ２９５Ａ

用棒鋼）

使用箇所

（鉄筋コンクリート

異形鉄筋

種類の記号 呼び径（㎜）規格の名称 備考

鉄筋の継手長さ

鉄筋の継手位置　　・　構造関係共通事項による　　・　構造図による

・　杭主筋

・　耐震壁

・　土圧壁など

・　梁主筋

・　基礎スラブ、耐圧スラブ

・　柱主筋

部位 継手工法と適用径の範囲

継手の工法

４
　
地
業
工
事

　　　※　構造図による

　　鉄筋かごの補強

コンクリートの種類

・基礎下　　・土に接するスラブ下

・　ベタ基礎下　　・　土間コンクリート下　　・土に接するスラブ下

（７．３．８）

（７．３．２）

（７．３．２）

　・  構造関係共通事項（鉄骨標準図）１－１縁端距離及ボルト間隔　　・　構造図による

  ・  構造関係共通事項による　　・　

 ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

      形状、寸法　　　※構造図による

      材質　　　・SS400　　・　

（７．３．２）

　※　ねじの呼び径＋１．０ｍｍ　　・　構造図による

 母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径

 ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

（７．７．８）

 座金　　※　標準仕様書 表7．2．3（d）による　　・　

 ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等　　・　構造関係共通事項による　　・　

　　　試験方法等　　※　構造図による

（７．４．２）

       ナットの種類を六角ナットｰCの鋼製とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸法は、ボルト径の値以下とする。）

　　   （JIS本体規格品による場合は、ボルトの種類を呼び径六角ボルト又は全ねじボルト、強度区分を4.6又は4.8の鋼製とし、

　・  標準仕様書　表7.2.3（JIS付属書品）又はJIS本体規格品（ISO規格）による

  ・  標準仕様書　表7.2.3（JIS付属書品）による

  ・　ブラスト以外の特別な処理　　・　構造図による

 ボルト及びナットの材料等

　・構造関係共通事項による　　・　

　・大臣認定を受けた内容による

 ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

 溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径

（６．８．１)

（７．１．３）

（6．9．1～5）

（６．６．４）

（５．６．３）

（５．５．２）

（４．５．１、４、６）

（４．４．３～６）

（４．３．８）

  ※　標準仕様書7.6.7(1)(ｶ)(b)②による

 切断面の仕上げ

　　　　　　　　　　　　　　　　 なお、切断面が交差する場合は、交差部をアール状に加工する。

　　　　　　　　　　　　　　 　　に切断する

　　　　　　　　　　　　　　 ・　エンドタブ、裏当て金等は梁フランジの端から５ｍｍを残して直線上

　・  行う

　・  行わない

 実施要領　　※  構造関係共通事項による　　・　

 コンクリートの単位水量測定

　・　使用しない

　・　使用する　　※　25㎜ 以下かつ熱抵抗値1mh℃／kCal 以上　　・　

 断熱材兼用型枠

　※　構造図による

 スリーブの材種・規格等

　・　床型枠用鋼製デッキプレート（施工範囲　　※　構造図による）

      強度、変形等について、事前に監督職員と協議する｡

      コンクリート及びグラウト打設時の充填性の確認のため、型枠の一部に透明型枠等を使用する場合は

　　　の備考３の表示にある合板型枠を用いる場合に限る）

  ※　メッシュ型枠（使用部位　※構造図による）

 せき板の材料及び厚さ

 目地寸法　　※　標準仕様書 ９．７．３(１)による　　・　図示による

 コンクリートの種類　　※　普通コンクリート　　・　

  ・　フライアッシュセメントＢ種　　Ｇ　　　　適用箇所（　　　　　　　）

  ・　高炉セメントＢ種　　Ｇ　　　　適用箇所（　　　　　　　）

      普通ポルトランドセメントの品質は、ＪＩＳ　Ｒ５２１０に示された規定の他、水和熱が７日目で

 種類

 構造体強度補正値　　※標準仕様書表6.3.2による　　・　構造図による

 構造体強度補正値　　※標準仕様書表6.3.2による　　・　構造図による

　※　普通コンクリート

 コンクリートの類別

  ・  構造関係共通事項による　　・　

　　　・　Ａ種　　※　Ｂ種

　　　　　　　　　　 処理方法（切断にともなう補強方法含む）　　※　構造図による

　　　　　　 　  ・　無溶接継手（※評定等を受けた工法 ）

 　　　　　　　　　　無溶接継手は評定等により定められた項目の検査を行う。

　　　　　　　　 ・　無溶接継手（※評定等を受けた工法）

 　　　　　　　　　　溶接材料　　・　標準仕様書7.2.5(a)(b)による　　・　構造図による

 杭頭の中詰材料　　※　コンクリート（基礎コンクリートと同仕様）　　・　

 杭頭の処理　　　・　切断しない　　・　切断する

　　　　　　　　 　  形状　　・　JIS A 5525による

 杭の現場継手　　・　溶接継手

　　　　工法　　                ・　中堀り拡大根固め工法　　・　

　　　   を採用できる工法

 　　・　Ｈ１３国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　　、β＝　　　、γ＝　　　

     ・　Ｈ１３国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法

  ・　特定埋込み杭工法

 施工方法

 先端部の補強（補強バンド等）及びその他付属品の材質

 先端部の補強　　　　・　標準仕様書図4.4.1、表4.4.2による

 先端部材形状　　　　・　開放形　　・　半開放形　　・　閉そく形　　・　

 寸法、継手、性能等

 種類の記号　　・　ＳＫＫ４００　　・　ＳＫＫ４９０　　・　

   杭の傾斜    ・　１／１００以内　　　・  評定条件または認定条件による　　・　

   水平方向の位置ずれ　　・　杭径の１／４かつ１００ｍｍ以下　　・　

 杭の精度　

　　     杭周固定液の使用　　    ・　する　　・　しない

　　     工法                    ・　プレボーリング拡大根固め工法　　・　中堀り拡大根固め工法

         を採用できる工法

　・　特定埋込み杭工法

　　 ・　構造図による

　　 ※　標準仕様書4.3.4(6)(ｺ)による

　　 根固め液及び杭周固定液の管理試験

　　　杭の傾斜　　　　　　　・　１／１００以内　　・　評定条件または認定条件による　　・　

　　　水平方向の位置ずれ　　・　杭径の１／４かつ１００ｍｍ以下　　・　

　　　・　評定等の内容による（場所打ち鋼管コンクリート杭工法及び拡底杭工法）

　杭の傾斜　　　　　　　・　１／１００以内　　・　評定条件または認定条件による　　・　

　水平方向の位置ずれ　　・　杭径の１／４かつ１００ｍｍ以下　　・　

　　　　　　　　　　・　ＳＳ４００と同等又はそれ以上　　・　

　　・　Ｈ１３国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　　、β＝　　、γ＝　　　

　　・　Ｈ１３国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法

打継ぎの位置、

（６．３．１）

　　　３５２Ｊ／ｇ以下、かつ２８日目で４０２Ｊ／ｇ以下のものとする

　　　Ａ種

 ・ 1類　・ 2類

　・　　・　

　・　※　21

　　　　種類 気乾単位容積質量(t/m3) スランプ(cm)

　・　

　※　軽量コンクリート

　 設計基準強度(N/㎜2)

　構造図による

       適用箇所

　・　

コンクリートの試験

　 設計基準強度(N/㎜2)

　・　

　　　重ね継手の長さ　　※　構造図による　　・　

　　組み立てた鉄筋の節ごとの継手　　※　重ね継手

　　　　　　　　　　　・標準仕様書　表5.3.2の重ね継手長さ　　・　　

　　　　　　　　　　　　鋼管巻き材料　　・SKK400　　　・SKK490　　　・　

　　コンクリートの設計基準強度

杭の精度

ｾｯﾄ数 備考

（ｋＮ／本）

長期設計支持力継手数板厚

及び種別の記号 （㎜）

下杭

中杭

上杭

杭長（ｍ）

下杭

中杭

上杭

（㎜）

杭径符号

本杭

試験杭

（４．２．２）

３ 鋼杭地業

 鉄筋相互のあき（機械式継手及び溶接継手を除く）

　※　普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又はフライアッシュセメント

  ※　合板(※　12mm　　・　　　　) Ｇ （但し、グリーン購入法基本方針における「合板型枠」

      スランプ(cm)

・ 標準仕様書 表6.2.2による
　2.3程度

 気乾単位容積質量(t/m3)       適用箇所

・ 土間コンクリート

・ 基礎　　・ 土間ｽﾗﾌﾞ

外周立上り

　・　21

02

・ １00

※　Ｄ１0以下

※　Ｄ１3以上※　ＳＤ２９５Ａ

・鉄筋格子

・鉄筋格子

大山中学校部室棟建替工事



A2：100%　A3：71%

Ａ －

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号 浦川　英敏

堀江　司
一級建築士登録

第０３－３２３号 ―
特記仕様書３

（１８．３．２）

　※　発泡ポリエチレンシート　　・　

 試験方法

 １）寸法の測定方法

  （厚さ）供試体の周辺から20mm以上内側の四隅を0.05mmまで測定できる測定器で測り、4点の平均値を

   求めてパネルの厚さとする。

  （幅）供試体を平らな台に置き、供試体のほぼ中央１箇所の幅寸法をJIS B 7512「鋼製巻尺」に規定する

 ２）曲げ強度試験は、JIS A 1408「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法」による。試験体は3号試験体

 ３）吸水率試験は、JIS A 5430「繊維強化セメント板」に準じて行う。

 ４）難燃性試験は、JIS  A 1321「建築物の内装材料及び工法の難燃性試験方法」に準じて行う。

 ５）吸水による長さ変化率試験は、試験体(幅４０mm×長さ１６０mm×素材厚さ)を乾燥機に入れ、その

   する塩化カルシウム又は JIS K 1464「工業用乾燥剤」に規定する品質に適合するシリカゲルで調湿し

   たデシケータに入れ、常温まで冷却する。次に、試験片の標線間隔が140mmになるように標線を刻む。

   その後、1/150mm以上の精度をもつコンパレータを用いて標線間の長さを測定し、それを基準（Ｌ1）

   とする。次に試験片の長さ方向を水平にこば立てし、その上端が水平下約30mmとなるように保持して、

　 とする。幅及び厚さは製品寸法とし、支持スパン長さは400mmとする。試験方法は試験体の表面からスパ

   温度を６０±３℃に保ち24時間経過した後取り出してJIS K 8123「塩化カルシウム（試薬）」に規定

の適用箇所

・無　・有

 塀の厚さ　　※　塀の高さが２ｍ以下の場合１２０ｍｍ、塀の高さが２ｍ超える場合１５０ｍｍ

　　構法の種別

節 ・ ・ ・ ・

検査水準 ・ ・ ・ ・

溶接部の試験

※　全て

※　第６水準

表７．６．２～４　７
　
鉄
骨
工
事

押出成形セメント板４

パネルの種類

・外壁パネル

表面形状

・Ｆ(ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ)

・間仕切壁パネル

・Ｔ(ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ)60

・Ｄ(ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ)

・Ｆ(ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ)

・Ｄ(ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ)

・Ｔ(ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ)

・50　・60 

・50　・60 

・50　・60 

・50　・60 

　60 

厚さ（㎜） 　幅（㎜）

600

工法の種別

・ Ａ種

・ Ｂ種

備考

　パネル開口の限度

・開口

・切り欠き

短辺

長辺

短辺

長辺

・

・

・

・

開口の大きさ 切断後のパネルの残り部分の幅

・

・

・

・

防水層の下地のモルタル塗り　　・　適用する（施工範囲　・　図示　　・　　　　　　　　　　　）

アスファルトの種類　３種アスファルト防水１

（９．２．２～５）

９
　
防
水
工
事

・ Ｂ種

・ Ｃ種
600

（品質・性能）

分類・規格
・　窯業系パネル ・　窯業系パネル

・　金属複合板
Ⅰ類(寒冷地仕様) Ⅱ類(一般地仕様)

厚さ(mm)

幅(mm)
寸法(mm)

寸法の許容差

出荷時の含水率 ー

　厚さ：+10％、-5％、幅：±1％

　出荷時において10％以下

550以上 450以上 300以上標準時

凍結融解完

了時 （試験

サイクル数） 

400以上 (300) 320以上 (200) 250以上 (300) 

吸水率（％）

吸水による長さ変化率(％)

難燃性

20以下

0.07以下

不燃

20以下

0.07以下

不燃

1以下

0.01以下

表面材は不燃

耐凍結融解性能 曲げ強さ、曲げモーメントの凍結融解完了時の試験サイクル

後、著しい割れや剥離がなく、外観上異常がないこと

耐衝撃性能 質量500g（窯業系パネルⅠ類は

1,000g）のおもりを高さ1.0mから試験

体の弱点部に落としたとき、裏面に

達する穴があかないこと。

質量500gのおもりを高

さ1.0mから試験体の弱

点部に落としたとき、裏

面に達する穴があかな

いこと。残留変形量

1/100以下かつ加圧時の

最大変形量4/100以下

80,000N・cm2以上ーー

剛性(E×I)

（スパン40cm幅30cmの中央曲げ時に荷重

720Nの時、たわみ4mm以下となる剛性）

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

　　※　行う　　　・　行わない

工場溶接の場合

　ＡＯＱＬ　　※　４．０％　　・　２．５％

工事現場溶接の場合

　ＡＯＱＬ　　※　４．０％　　・　２．５％

　割れの疑いのある表面欠陥においては、浸透探傷試験及び磁粉探傷試験を行う

突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

　独立行政法人建築研究所監修「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

　　・　抜き取り検査１　　※　抜き取り検査２

耐火被覆

材料・工法種別

・

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

・

・繊維混入けい酸カルシウム板

・

・高耐熱ロックウール

・

材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする

－・ ラス張りモルタル塗り

・　耐火材巻付け

・　耐火板張り

・　耐火材吹付け

適用箇所

（部位・部分）

性能

（耐火時間）

種別及び性能

建方精度

（７．１０．２）

※　（社）日本建築学会「ＪＡＳＳ　６鉄骨工事」付則６［鉄骨精度検査基準］

アンカーボルトの保持

及び埋込み工法

（７．２．４）

（７．１０．３） 種別　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

※標準仕様書　表７．１０．２（※Ａ種[モルタル厚さ５０]　　・Ｂ種[モルタル厚さ３０]）による

　付表５［工事現場］による

※図示による

錆止め塗装

亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料（７．８．２～４）

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

建方用アンカーフレームの保持及び埋込み工法

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

塗料の種別

　　　※　行わない

耐火被覆材の接着する面への塗装

　　　・　行う

　　　　　適用箇所　　　※　図示による　　・　　

　　　　　塗装の種別　　・標準仕様書18.3.2表18.3.1（　　）種

　　　　　　　　　　　　・標準仕様書18.3.2表18.3.2（　　）種

　　　・　ＥＰ－Ｇの適用箇所は標準仕様書　表１８．３．２のＣ種

　　　・　標準仕様書　表１８．３．２のＢ種

　　　※　標準仕様書　表１８．３．２のＡ種

溶融亜鉛めっき工法

（７．１２．１～６）

種別等

亜鉛めっきの種別

最小板厚6.0mm以上の形鋼、鋼板 ※図示による

・Ｂ種(HDZ45)

・Ａ種(HDZ55)

・Ｃ種(HDZ35)

最小板厚3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

最小板厚1.6mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

材　料 適用箇所

表１４．２．２

梁貫通孔の補強 補強方法　　・補強プレート法　　・補強トラス法

適用箇所　　・構造図による

８
　
コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

１ 補強コンクリート

ブロック造

ブロックの種類

　による区分

※空洞ブロック-16

正味厚さ

(mm)

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

高さ長さ

・無　・有

・無　・有

化粧の有無 適用箇所 備考

・

　表８．２．２

ＡＬＣパネル

ブロックの種類

正味厚さ

(mm)

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

高さ長さ

・無　・有

化粧の有無

２ コンクリートブロック

帳壁及び塀 （表8.3.1）以外
備考

・無　・有

３

・ 外壁パネル

・ 間仕切壁パネル

・ 屋根パネル

・ 床パネル

単位荷重

(Ｎ/㎡)

厚さ

・100

・

・100

・

・100

・

・100

・

(mm)

長さパネルの区分

　表８．３．１

表８．４．２～４

 モルタルの調合（容積比）

  ※　標準仕様書表8.2.1による　　・　（セメント（　　　）　　・砂（　　　））

 各部の配筋　　※　図示による　　・　

 モルタル又はコンクリートで充填するブロックの範囲　　※　図示による　　・　

　・空洞ブロック-16

　・型枠状ブロック-20　　

　・　　

　断面形状及び圧縮強さ

　断面形状及び圧縮

　強さによる区分

 各部の配筋　　※　図示

・Ａ種　・Ｂ種

 壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状　　※　図示　　・　

・Ｅ種

・Ｃ種　・Ｄ種

・Ｆ種

・平

・意匠

・平

・意匠

　平

　表面

　加工

　　耐火性能

　有（１）時間

　・有（１）時間

　・無

　有（0.5）時間

　・有（１）時間

　・無

　 幅

  (mm)   (mm)

 外壁、屋根パネルの工法

 外壁パネルの工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　　・1.15　　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

 出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm)　※15　　・　　

 パネルの相互の目地幅(mm)　※長辺8、短辺15

 やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分を考慮した強度の確認

 のうえ、施工計画書を提出する。

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

 パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合　　・　　　　　

 外壁、間仕切パネルの出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材との取り合い部の目地

 外壁、間仕切パネルの伸縮調整目地への耐火目地材の充填　　・　適用する　　・　適用しない

表９．２．３～６　

・　Ａ－２

・　Ａ－１

施工箇所

屋根保護防水

種別

・　Ｂ－２

・　Ｂ－１

・　ＡＩ－１

・　ＡＩ－２

・　ＢＩ－１

・　ＢＩ－２

・　Ａ－３

・　Ｂ－３

・　ＡＩ－３

・　ＢＩ－３

立上り部の保護絶縁用シートＧ

※　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

　厚さ

　0.15ｍｍ以上

・

　基づく押出法ポリスチレンフォ

　JIS A 9521（建築用断熱材）に

　－ム断熱材3種bA（スキン層付き）

　※　ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

　　　70ｇ／㎡程度

　※　乾式保護材

　・　ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

　・　れんが押え

（スパン40cmにおける

 曲げ強さ・曲げモーメン

 ト(N・cm)

 単位幅1cmあたりの曲げ

 モーメント）

断熱材

 材質

 厚さ　※　25mm　　・　50mm

　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　※標準仕様書表9.2.3から表9.2.6による　・　

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　※標準仕様書表9.2.5から表9.2.6による　

　平場の保護コンクリートの厚さ

　　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　　・　

　　床タイル張り　※水下　60mm以上　　・　

　断熱材は、原則としてグリーン購入法における特定調達品目を使用すること

　屋根保護防水断熱工法の断熱材（オゾン層破壊物質を含まないもの。また、長期的に断熱性能を保持し

　つつ、可能な限り地球温暖化係数の小さい物質が使用されていること）　Ｇ

　　厚さ　　※　２５㎜　　・　５０mm　　・　　　

　防水立上がり部の保護

　※　乾式保護材

　　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ養生し

　　たもの。

　　金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの。

　 吸水による長さ変化率（ΔL）は、次式によって求める。

   常温の水中に浸せきする。

   24時間経過した後、試験片を水中から取り出して湿布で表面に付着した水を拭き取り､再び標線間の長

   さ（Ｌ2）を測る。

  （ΔＬ）＝ （Ｌ2 － Ｌ1）/ Ｌ１×１００ΔＬ：吸水による長さ変化率（％）

 ６）耐凍結融解性能試験は、JIS A 5422「窯業系サイディング」の気中凍結水中融解法によって行う｡

   100、200、300各サイクル完了時の曲げ強度測定及び外観の状態を観察する。（窯業系パネルⅡ類は

   200サイクルまでとする。）－２０±３℃の気中で約2時間の凍結、２０±３℃の水中で約1時間の融解

　 を行う約3時間を1サイクルとする。

　　Ｌ1：乾燥時の標線間の長さ（mm）　　　Ｌ2  ：吸水時の標線間の長さ（mm）

 ７）耐衝撃性能試験は、JIS A 1408「建築用ボード類の曲げ及び衝撃試験方法」の衝撃性試験に準じて

   行う。試験体の支持装置は、記号S２対辺単純支持方法による。

   試験体の大きさは、4号（長さ400mm，幅300mm）とする。おもりは鋼製のなす形おもりとし、記号（

   W-1000）、質量1000gとする。試験体を支持装置で支持して、堅固な床に水平に置き、おもりを試験体

   の中央の鉛直上１．０ｍから試験体の弱点部に自然落下させ、裏面に達する穴の「有・無」を確認する。

   金属複合板の残留変形量は、最大くぼみ深さを測定する。

・ＡＳ－Ｔ２

２

シート防水

改質アスファルト

種別

防水層の種別

・ＡＳ－Ｔ１

・ＡＳ－Ｊ１

・ＡＳ－Ｔ３

・ＡＳ－Ｔ４

・ＡＳ－Ｊ２

・ＡＳＩ－Ｔ１

・ＡＳＩ－Ｊ１

Ｇ断熱材

　※　設ける

　・　設けない

高日射反射率

防水の適用Ｇ

・　　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

仕上げ塗料

種類 使用量

・　製造所

　よる

・　　

防湿層

シート

・　

　の仕様に

(改質ｱｽﾌｧﾙﾄ製造

所の仕様による)

施工箇所

　・　

 厚さ　※　25mm　　・　50mm

　　　 ・　

　※　標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　　

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※　標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※　標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による

押え金物の材質、形状及び寸法

　※　アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　　・　

脱気装置の種類　　※　改質アスファルトシートの製造所の仕様　　・　　

脱気装置の設置数量　　※　改質アスファルトシートの製造所の仕様　　・　

　　　　　　　　表９．３．１～３　

種別 施工箇所 種別 施工箇所

・　Ｅ－２・　Ｅ－１

屋内防水 表９．２．９　

Ｅ－１の場合で工程３を行う部位（　※　貯水槽、浴槽等常時水に接する部位　　・　　　　　　）

　保護層　　・設ける（　※　図示　　・　　　　　　　）

防水層の下地の立上り

　※　コンクリート打放し仕上げ　標準仕様書表5.2.4［打放し仕上げの種別］のB種

押え金物の材質及び形状寸法

防水層の下地のモルタル塗り

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　　・　

　・　

屋上排水溝　※　図示　　・　　　

　※　適用しない　　・　適用する（施工範囲　※　図示　　・　　　　　　　）

屋根露出防水

種別

表９．２．７～８　

・Ｄ－１

・Ｄ－２

・Ｄ－３

・Ｄ－４

・ＤＩ－１

施工箇所 高日射反射率

防水の適用Ｇ

Ｇ断熱材

・　　

・　

・　

・　

・ＤＩ－２

      仕上げ塗料

   種類   使用量

　・　

 ※製造所の　・　

 厚さ　※  25mm    ･  50mm

       ・　

保護層　　・　設ける（図示）

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ周り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

　※　図示　　・　　

脱気装置の種類　　※　アスファルトルーフィング類の製造所の仕様　　・　　

脱気装置の設置数量　　※　アスファルトルーフィング類の製造所の仕様　　・　

施工箇所

・ＳＩ－Ｍ２

・ＳＩ－Ｍ１

・ＳＩ－Ｆ２

・ＳＩ－Ｆ１

・Ｓ－Ｍ３

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｆ１

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

Ｇ防水の適用

高日射反射率

・　

（９．４．２～４）
種別

防水層の種類

フィングシート防水

合成高分子系ルー３

（表９．４．１～３） ・ 製造所の

仕上げ塗料

使用量種類の材種

絶縁用シート
Ｇ断熱材

・ 製造所の

・ 製造所の

・ 製造所の

　指定による

・　

 ＳⅠ－Ｆ１、ＳⅠ－Ｆ２、ＳⅠ－Ｍ１及びＳⅠ－Ｍ２における防湿用フィルム

　※　設けない　　・　設ける

 ＳⅠ－Ｍ２の絶縁用シートの材種

 Ｓ－Ｍ２及びＳⅠ－Ｍ２の立上り部の工法

　※　接着工法（立上り面のシートの厚さ　※1.5mm　　・　　　　　）　　・機械的固定工法

表９．４．１～３　

・ 

・ 

・ 

・ 

　※　標準仕様書9.4.2(3)(ｴ)(b)による

　　断熱材2種1号又は2号

 種類　※　硬質ウレタンフォーム

　　断熱材2種1号又は2号

 種類　※　硬質ウレタンフォーム

　※　標準仕様書9.4.2(3)(ｴ)(a)による

　仕様による

　仕様による

　仕様による

 厚さ ※　25mm　　・　

 厚さ ※　25mm　　・　

（９．５．３）

塗膜防水４ 防水層の種類

・　Ｘ－１ Ｇ

高日射反射率

防水の適用Ｇ

・　Ｘ－２ Ｇ

・　Ｙ－１

・　Ｙ－２

※　地下外壁防水

※　屋内防水

施工箇所
仕上げ塗料

種類 使用量

 ・製造所の指定による

 ・　

 ・　　  ・　

 ・　

 ・製造所の指定による

 ・製造所の指定による ・製造所の指定による

保護層種別

 Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の設置数量　　※　主材料の製造所の仕様　　・　　　個

 Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の種類　　※　主材料の製造所の仕様　　・　

 Ｙ－１、Ｙ－２の工程数及び各工程の使用量

固定金具の材質及び寸法形状　

ルーフィングシートの種類及び厚さ

　※標準仕様書表9.4.1から表9.4.3による　　・　

絶縁用シートの材質　　※　発泡ポリエチレンシート　　・　

　※　防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは両面に樹脂を積層加工

　　　したもので、厚さが０，４ｍｍ以上のもの

　・　

接着工法の場合の脱気装置の種類　　※　ルーフィングシートの製造所の仕様

接着工法の場合の脱気装置の設置数量　　※　ルーフィングシートの製造所の仕様

プレキャストコンクリート部材下地の目地処理（接着工法の場合）

　　・　行う（・　図示　　・　　　　　　　　　）　　・行わない

　　・　行う（・　図示　　・　　　　　　　　　）　　・行わない

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

屋内防水

防水層の種別

施工箇所種別 平場のモルタル塗り

屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合の厚さ　・　

保護層

・・S-C1 　・　

塗厚(mm) 工法

　・　床塗り

　・　下地モルタル塗り

　・　

立上り部の保護

モルタルの塗厚

　※　7mm以下

　・　

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別Ｓ－Ｆ１、ＳⅠ－Ｆ１の場合）

施工箇所
種石の

大きさ(mm)

※大理石

・花こう岩

※1.5～12

・　　

種石の

種類

テラゾタイル

備考寸法による区分

・300型

・400型

表面仕上げ

施工箇所 備考

テラゾブロック

寸法

(mm)
仕上げ面

種石の

大きさ(mm)

※大理石

・花こう岩

※1.5～12

・　　

・平もの

・役もの

種石の

種類
形状

・片面

・両面

２ 石材等

（１０．２．１、３）

天然石

施工箇所 備考
(mm)

厚さ

１ 施工

（１０．１．３、５） 粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ　　　　・図示　・　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

　
石
工
事

石材の割付け　　※　図示　　・　　

屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ　　　・行う（適用場所　※すべて　　・　　　　　）

仕上げの種類形状及び寸法（mm）　 等級岩石の種類

 　･　床石

　（1枚の面積　0.8㎡以下）

 ※ 正方形に近い矩形

 ・

仕上げの種類

取付け用モルタル、既調合の目地モルタル、石裏面処理材、裏打ち処理材、金物の固定に使用する充填材料

　※　専門工事業者の指定する製品　　　・　　　

脱気装置６

D-1 D-2 D-3 D-4

DI-1 DI-2 AS-T3 AS-T4

AS-J1 ASI-T1 ASI-J1

X-1

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の仕様による

・　

・　

※防水層の主材料の製造所の仕様による

７ シーリング 下表以外は、標準仕様書表9.7.1による

ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォールの場合のシーリングは

17章による

施工箇所

表９．７．１　

シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)～(ｳ)による　　・　　

接着性試験　　※　簡易接着性試験　　・　引張接着性試験

防水種別

シーリング材の種類（記号）

脱気装置の種類・設置数量

５ ケイ酸質系塗膜防水

（９．６．１～３） 種別 施工箇所

　※　Ｃ－ＵＩ

　・　Ｃ－ＵＰ

 壁及び天井部の防水層の下地

　※　コンクリート打放し仕上げ（標準仕様書表6.2.4　B種）

 コンクリートの打継ぎ箇所の下地処理

　　　材料を充填

　※　打継ぎ部分に対し、幅30mmにＶ形にはつり、水洗い清掃した後、防水材の製造所の指定する

　・　

 型枠締付け材にコーンが使用されている部位及び防水材の塗布面以外の下地処理

表９．６．１～２

※標準仕様書表9.5.2による　　・主材料の製造所の仕様　　・　

　※　図示　　・　

17

18

19

20

21

22

23

（７．６．１２）

（７．９．２～８）

（８．２．２、３、５）

（８．３．２、３）

（ＥＣＰ）

（８．４．２～５）

（８．５．２～５）

（表９．２．３～９）

（９．３．２、３）

（表９．３．１～３）

（表９．５．１、２）

（表９．６．１、２）

（９．２．３）

（９．３．３）

（９．５．３）

（９．７．２、３、５）

（表９．７．１）
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（表１０．２．１、２）

 基づく発砲ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材

 パネルの相互の接合部に充填する耐火目地材

　※　パネル製造所の仕様　　・　

 パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合　　・　図示による　　・　

　幅　　※１０～２０ｍｍ　　・　

　 　

　　※　JIS R 1250

　　・　

　　 　・　

 JIS A 9521（建築用断熱材）

 に基づく発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ断熱材

 種類

　※　硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種

　　　1号又は2号

 仕様による

 ※硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号

 又は2号

 ・　

 種類

 JIS A 9521（建築用断熱材）に

 耐火構造以外の目地及び隙間の処理　　※パネル製造所の仕様　　・　

   目量が1mmの１級コンベックスルール又は、JIS B 7516「金属製直直尺」に規定する目量が1mmの１級直

　 尺を用いて測定する。

　 たわみ量について、変位計を用いて測定する。測定項目については、凍結融解試験前、同試験100、200、

   なお、荷重を加える前の平均速度は１～３分間で予想最大荷重に達する程度とする。

   ン中央全幅に集中荷重を載荷し、試験体が破壊した時の最大荷重を測定する。同時に破壊時の中央部の

   300サイクル完了後の合計４項目にわたって測定する。（窯業系パネルⅡ類は200サイクルまでとする。）

図示
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A2：100%　A3：71%

Ａ －

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号 浦川　英敏

堀江　司
一級建築士登録

第０３－３２３号 ―
特記仕様書４

　　　（試験体の作製）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛けタイル」とも、各々 ニ）標準

　　　　　シ樹脂接着剤で鋼製アタッチメントを接着し、引張試験機を用いて接着強さ試験を行う。な

　　　　　お、接着強さの測定箇所は、試験体の中からまんべんなく５箇所を選び抜き取る。（全てが

　　　　　0.6N/mm2以上）

　　　　　モンドカッターを用いて、タイル周辺に沿って下地板に達するまで切り込みを入れ、エポキ

　　　２　適用タイルが「小口タイル・二丁掛けタイル」の場合

　　　　　推奨仕様Ｂ－１に規定する普通平板N-300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く

　　　　　ちにJIS A 5209「セラミックタイル」に規定する外装壁モザイクタイルで乾式成形のⅠ類（施

　　　　　ゆう）「小口タイル（108mm×60mm×12mm）」を4枚2列、計8枚を圧着する。その後、28日間、

　　　　　温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。

　　　　（試験方法）「モザイクタイル」の場合と同様に行う。

　　　　「建築用仕上塗材」の7.10温冷繰返し試験に準じて行う。

　　　　試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18時間浸せきした後、直ちに-20±2℃の恒温器中で

　　　　3時間冷却し、次いで50±2℃の別の恒温器中で3時間加温し、この24時間を１サイクルとする

　　　　操作を10回繰返した後、試験室に2時間静置し、ひび割れ及び膨れの有無を目視によって調べる。

　　　（温冷繰返し後の接着強さ試験方法）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛けタイル」

　　　　とも、各々温冷繰返し試験完了後の試験体を標準状態で2日間静置養生した後、標準時の接着

　　　　強さ試験方法と同様に行う。（全てが0.4N/mm2以上）

　　　　に準ずる。

　　　　　研磨した後、水湿しを行い直ちに イ）で調製した試料を厚さ7mmになるように塗付ける。直

　　　　時の接着強さの試験方法の「試験体」と同様とする。

　　長さ変化率：0.2%以下

　　接着強さ：標準時　0.6N/mm2以上、温冷繰り返し後　0.4N/mm2以上

　　単位容積重量：1.8kg/L以上

　　保水率：７０％以上

　品質性能等３ 外壁湿式工法

（１０．２．２、３）

（１０．３．２、３）

　　　　　　　形状及び寸法　　・L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm

　　　　　　　　　　　　　　　・L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm

アンカーの材質及び径　※SS400　M12　・　　

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　）

ドレンパイプの材質　・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

石裏面処理　　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　・適用しない

下地ごしらえ　※流し筋工法　・あと施工アンカー工法　・あと施工アンカー、横筋横流し工法

　　　　　　　　　　　　　　　・　

　　　　　　　　　　・　

目地　　　　　一般目地　　目地幅(mm)　※6以上

　　　　　　　　　　　　　シーリング材　・適用する　・適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示

　　　　　　　伸縮調整目地　　位置　※標準仕様書表11.1.1による　　・図示

受金物　　　　材質　※SUS304

　　　　　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による

４ 内壁空積工法

（１０．２．２）

（１０．４．２、３）

　　　　　　　形状及び寸法　　・L-75×75×6(mm)の加工　L=100mm

　　　　　　　　　　　　　　　・L-75×75×6(mm)の加工　L=150mm

　　　　　　　　　　　　　　　・　　

アンカーの材質及び径　※SS400　M12　・　　

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　）

石裏面処理　　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　　・適用する　・適用しない

目地　　　　　一般目地　　目地幅(mm)　※6以上

　　　　　　　　　　　　　シーリング材　・適用する　・適用しない

　　　　　　　伸縮調整目地　　位置　※6mごと　・図示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・図示

受金物　　　　材質　※SUS304

下地ごしらえ　※あと施工アンカー工法　・横筋流し工法　　・あと施工アンカー工法

　　　　　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法　※標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による

５ 乾式工法

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　）

外壁の工法

　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

６ 床及び階段の石張り

（１０．６．２、３）

７ アーチ、上げ裏等の

石張り

　　吊金物及び化粧吊ボルト

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　）

だぼ用の穴の位置　※　標準仕様書10.5.2(2)(a)による　　・　図示

取付け方法　　・　スライド方式　　・　ロッキング方式

アンカーの材質及び径　　※　ステンレス(SUS304)　M10　　・　　

裏打ち処理　　・　適用する　・　適用しない

　　※　適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法）

　　・　適用しない

目地　　目地幅(mm)　※　8以上　　・　

シーリング材　※　標準仕様書9.7による　　・　図示

床石張りの裏面処理　　※　適用する　　・　適用しない

階段張りの裏面処理　　※　適用する　　・　適用しない

目地　一般目地　目地幅(mm)　※　屋外の場合は4以上、屋内の場合は3～6　　・図示

　　　　　　　　　　　　シーリング材　・　適用する　　・　適用しない

　　　　　　　シーリング材の目地寸法　※　標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　図示

　　　　　　　伸縮調整目地　位置　　　※　床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び他部材との取合い部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　図示

取付け金物　※　標準仕様書10.2.2(3)による　　・　　

　  　　　　　　　　　　吊りボルト　※　ステンレス(SUS304)M10化粧ナット付き　　・ 

　　　　　　・　設ける　吊金物　※　ステンレス(SUS304)径6mm長さ80mm（加工物）　・　

　　　　　　・　設けない

　　引金物、だぼ、かすがい及び受金物　※　標準仕様書10.2.2(1)による　　・　　

　　ファスナー　※　標準仕様書表10.2.4のスライド方式に準じる　　・　　

石裏面処理　・　適用する　　・　適用しない

裏打ち処理　・　適用する　　・　適用しない

目地　　　　　一般目地　目地幅(mm)　※　6以上　　　・　　

　　　　　　　伸縮調整目地　位置　※　他の部位との取合い部　　・　図示

　　　　　　　シーリング材の目地寸法　※　標準仕様書9.7.3(1)(ｳ)による　　・　

石張り

笠木、甲板等の石張り８

あと施工アンカーの材質及び寸法（　　　　　　　　　　　　）

取付け金物　※　標準仕様書10.2.2(c)による　　・　　

　　引金物、だぼ、かすがい及び受金物　※　標準仕様書10.2.2(ｱ)による　・　　

　　ファスナー　※標準仕様書表10.2.4のスライド方式に準じる　　・　　

石裏面処理　・　適用する　　・　適用しない

乾式工法の場合の取付け代　※　標準仕様書10.5.3(2)による　　・　　

石裏の補強用モルタル　　・　適用する　　・　適用しない

　　　　　研磨した後、水湿しを行い直ちに イ）で調製した試料を厚さ5mmになるように塗付ける。直

　　　　JIS A 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」に準ずる。

　　　　製造業者の定める、正味質量と標準練り上がり量より換算し、所定量の試料とする。

　　　　　温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。

　　　　　ゆう）「50角ユニットタイル（外のり寸法約300mm×300mm）」を圧着する。その後、28日間、

　　　　　推奨仕様Ｂ－１に規定する普通平板N-300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く

　　　１　適用タイルが「モザイクタイル」の場合

　　　　試験は３回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求める。

　　　　に直角な方向の長さをノギスを用いて、1mmの単位まで測定する。

　　　　ようにして静置する。60分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた方向とこれ

　　　　その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて上下を逆さまにし、ろ紙部分が上部になる

　　　　た試料を平滑に詰込む。

　　　　中心部に真ちゅう製リング型わく（内径50mm、高さ10mm、厚さ3mm）を設置し、（１）で調製し

　　　　りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し、3分間練り混ぜて試料とする。

　　イ）試料の調製

　試験方法

　品質性能等

　　単位容積質量：1.8kg/L以上

　　吸水量：50g以下

　　長さ変化率：0.2%以下（収縮）

　　保水率：３０％以上

　　イ）試験の条件

　　　　試験室は、温度20±2℃、湿度65±5% RHの標準状態とする。また、試験に使用する材料、器具

　　　　などを、予め24時間以上標準状態に置いた後使用する。

　　　　正味質量と標準練り上がり量より、1.0～1.2Lの試料を練り上げるのに要する材料に相当する量

　　　　を計算して用意し、さらに標準加水量より用意した材料に相当する量の繰り混ぜ水を計算して用

　　　　練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し3分間練り混ぜて試料とする。

　　ハ）保水性（ろ紙法）

　　　　JIS R 3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定する磨き板ガラス（縦200mm、横200mm、

　　　　厚さ5mm）の上にJIS P 3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5種Aろ紙（直径18.5cm）をのせ、

　　　　試料を金べらで平滑に詰め込む。その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当て上下を逆さに

　　　　し、ろ紙部分が上部になるようにして静置する。10分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大

　　　　保水率（％）＝50／平均値×100　注）50:リング型わくの内径(mm)

　　　　する方法で求める。

　　ホ）長さ変化率

　　ロ）試料の調製

　試験方法

　　　　その中央部に真鍮製リング型わく（内径50mm、高さ10mm、厚さ3mm）を設置し、ロ）で練り混ぜた

　　二）単位容積質量

　　　　ロ）で練り混ぜた試料を、JIS A 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」の6.3に規定

　　　　ロ）で調製した試料を用いてJIS A 1171の7.6長さ変化率試験に従って行う。

　　　　ロ）で調製した試料を用いてJIS A 1404「建築用セメント防水剤の試験方法」10.に規定する

　　　　意する。練り混ぜは、JIS R 5201「セメントの物理試験方法」10.1に規定する練り混ぜ機を使用し、

　　　　と認められた方向とこれに直角な方向の長さをノギスを用いて1mmまで測定する。試験は3回実施し、

タイル張り

有機系接着剤による

（１１．３．２～４、７）

３

タイルの形状、寸法等

主な用途

による区分

施工

箇所 （㎜）

形状寸法 吸水率による区分 うわぐすり 役　物 色

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう無ゆう あり なし 標準 特注

・　 ・　 ・　 ・　 ・　 ・　 ・　 ・　 ・　

・　 ・　 ・　 ・　 ・　 ・　 ・　 ・　 ・　

再生材の

適用 Ｇ

・　

・　

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　・行う　　・行わない

見本焼き　　・行う　　・行わない

４ 陶磁器質タイル型枠

先付け 耐凍害性

あり なし

・　 ・　

・　 ・　

滑り
抵抗
性

備考

・　

・　

種類

・タイルシート法

・目地桝法

・桟木法

適用タイル

・小口タイル

・二丁掛けタイル

・大形タイル

タイル型枠先付け面のせき板の種類

※標準仕様書6.8.3(b)(2)

・金属製タイル先付け用パネル

・　　

タイル型枠先付けの種類

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

　打継ぎ目地　※ポリウレタン系シーリング材

　ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系シーリング材

　伸縮調製目地　※変性シリコーン系シーリング材

　その他の目地　※変性シリコーン系シーリング材

試験張り　・　行う　　・　行わない

見本焼き　・　行う　　・　行わない

目地のシーリング材

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の処理

　・目荒し工法（高圧水洗処理）　　・　ＭＣＲ工法　　

木
工
事

１

表１２．１．１　

・Ａ種

・Ｃ種

・Ｂ種
 機械加工

 手加工
・Ｈ－Ａ種

・Ｈ－Ｂ種

表面仕上げ

・Ｈ－Ｃ種

２ Ｇ製材

・　

 ･ ･

※Ａ種    ･Ｂ種※２種　

表面仕上げの種別 施工箇所

施工箇所 樹種 寸法(mm) 等級 形状 含水率
保存

処理

間伐材等

の利用

 見え掛り面

 見え掛り面以外

・　

・　

 ･

 ･

 ※上小節

 ※小節以上

      ･ 

  ･ 

※Ａ種    ･Ｂ種

※Ａ種    ･Ｂ種

間伐材等

 の利用

保存

処理
含水率形状等級寸法(mm)樹種施工箇所

・　

  ･ 

 ※10%以下　・Ａ種

 ・Ｂ種　　

 ※１等

施工箇所 樹種 寸法(mm) 等級 形状 含水率
保存

処理

間伐材等

の利用

　

造作材の場合

(※A種 ・B種)

（　　　　　　）・適用する ・適用する ※A種

・適用しない・適用しない ・B種

・

・　

間伐材等

の利用
含水率難燃処理防虫処理材面の品質寸法(mm)樹種施工箇所

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

・「製材の日本農林規格」以外の製材

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

３

（１２．２．１）

造作用集成材Ｇ

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　　

・　 ※１等　　・２等

間伐材等の適用見付け材面の品質寸法(mm) 見付け材面数樹種施工箇所

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

※１等

・２等

 化粧薄板 :

 芯材     :

・　

施工箇所 樹種 寸法(mm)
化粧薄板

の厚さ(mm)

見付け

材面数

見付け材面

の品質

間伐材等

の適用

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

間伐材等の適用
寸法(mm)施工箇所

化粧薄板

の厚さ(mm)

 化粧薄板 :

 芯材     :

見付け材面

の品質

・　

樹種

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

間伐材等の適用含水率見付け材面の品質寸法(mm)樹種施工箇所

・　※１５％以下　・　

 化粧薄板 :

 芯材     :

 ※１５％以下　・　 ・　

間伐材等の適用含水率
見付け材

面の品質

化粧薄板

の厚さ(mm)
寸法(mm)樹種施工箇所

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

 化粧薄板 :

 芯材     :

 ※１５％以下　・　 ・

施工箇所 樹種 寸法(mm)
化粧薄板

の厚さ(mm)

見付け材

面の品質
含水率 間伐材等の適用

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱

・無し（　　　　　　　　　　　　）

・有り

・適用しない

・適用する

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　　

・　

・　・適用する

・適用しない

 ※ 14%以下

 ・　

・有り（加工　・天然木加工   ・塗装加工）

（加工　・天然木加工　 ・塗装加工）

・無し（等級：　　　　　　      ）

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　　

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

※5.5

・ ・２類

※１類 広葉樹

針葉樹

※C-D以上　・　　

※2等以上　・1等 ・適用しない

・適用する

・　　

※12

・ ・1級

※2級以上 ※１類

・特類

※C-D以上 ・適用する

・適用しない

・適用する

（　　　　）

・適用しない

・

 ※１類　　※特類

・適用しない

・適用する

・・

・

・適用する

・適用しない

・

・

・適用しない

・適用する

 ※13タイプ

 ・　　  ・　　

 ※15

 ・

 ・ １級　　・ ２級　　・ ３級　　・ ４級

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　　

接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の

可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

施工箇所
厚さ

(mm)

単板の

樹種名

接着の

程度
防虫処理 難燃処理 防炎処理

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用
強度等級防虫処理

有効断面

係数比
板面の品質

接着の

程度

単板の

樹種名
等級

厚さ

(mm)
施工箇所

施工箇所 厚さ(mm) 単板の樹種名 接着の程度 防虫処理
間伐材等

の適用

間伐材等

の適用
防虫処理接着の程度厚さ(mm)施工箇所

化粧板に使用する

単板の樹種名

厚さ(mm)施工箇所 接着の程度 表面性能 防虫処理
の適用

表裏面の状態

による区分(mm)
施工箇所

施工箇所 厚さ(mm) 等級

施工箇所
(mm)

による区分

曲げ強さ 耐水性

による区分

難燃性

による区分

厚さ

間伐材等

厚さ 曲げ強さ

による区分

表裏面の状態

による区分

接着剤

による区分 による区分

難燃性

の適用

間伐材等

板面の品質

 ※１類　　・２類

 ※１類　　・２類

 ※Ｐ又はＭ

施工箇所 厚さ(mm) 表面の化粧加工 防虫処理 間伐材等の適用

間伐材等の適用含水率防虫処理表面の品質厚さ(mm)施工箇所

※標準仕様書12.3.1(ｲ)(b)①～④による

・　Ｋ２　　・　Ｋ３　　・　Ｋ４

保存処理性能区分適用部材

適用部材 処理の方法

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・防腐、防蟻処理を省略できる樹種による製材

　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　曲げ強さ：4.0N/mm2以上

　　　　　　保水率＝50／平均値×100　　（注）　50:リング型わくの内径　　mm

　　　　JIS A 6203「セメント混和用ポリマーディスバージョン及び再乳化形粉末樹脂」9.9長さ変化率

　　　　JIS A 6916「建築用下地調整塗材」7.11曲げ強さ試験に準ずる。

　　　　JIS R 3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定するみがき板ｶﾞﾗｽ(縦150mm、横150mm、

　　　　練り混ぜは、JIS R 5201「セメントの物理試験方法」の9.1に規定する練り混ぜ機を使用し、練

　　　　厚さ5mm)の上にJIS P 3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5種Aろ紙(直径11cm)をのせ、その

　　　　　ちにJIS A 5209「セラミックタイル」に規定する外装壁モザイクタイルで乾式成形のⅠ類（施

　　　　（試験方法）JIS A 6909「建築用仕上塗材」の7.9付着強さ試験に準じて行う。試験体をダイヤ

　　　　（試験体の作成）JIS A 5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」の附属書Ｂ（規定）及び

　　　　（試験体の作成）JIS A 5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」の附属書Ｂ（規定）及び

　　　（温冷繰返し試験）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛けタイル」とも、各々JIS A 6909

既製調合目地材

　　へ）吸水量

　　ロ）保水率

　　ハ）単位容積質量

　　二）接着強さ（標準時）

　　ホ）接着強さ（温冷繰返し後）

　　へ）長さ変化率

　　ト）曲げ強さ

施工 主な用途

による区分箇所

形状寸法

（㎜）

吸水率による区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう無ゆう

うわぐすり 役　物

有 無 標準 特注

色 再生材の 耐凍害性

有 無
備考

適用 Ｇ

タイルの形状、寸法等

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　 ・　

・　 ・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

有機系接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※　規制対象外　　・　

施工箇所 品名
曲げ強度

（強度等級）
種別

強度性能

（使用環境）
樹種 寸法(mm)

 間伐材等

 の利用

４ 直交集成板

（１２．２．１）

８

（１２．３．１、２）

防腐・防蟻処理

接着剤７

６ 床張り用合板等

（１２．２．１）

４

（１２．２．１）

・普通合板　Ｇ

・直交集成材（ＣＬＴ）

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

・構造用合板 Ｇ

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 Ｇ

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板 Ｇ

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板 Ｇ

・パーティクルボード Ｇ

・ミディアムデンシティーファイバーボード（ＭＤＦ） Ｇ

・構造用パネル

（１２．２．２、３）

(表１０．２．４)

(１０．５．２、３)

(１０．２．２)

(１０．２．２)

(１０．７．１、２)

(１０．２．２)

(１０．７．１、３)

タ
イ
ル
工
事

11 伸縮調整目地及び

ひび割れ誘発目地

１

位置　※標準仕様書表11.1.1による　　・図示

・　

２ タイルの形状、寸法等セメントモルタルによ

　モルタル下地としたタイル工事に使用する貼付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等を

　予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

るタイル張り

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　・行う　　・行わない

見本焼き　　・行う　　・行わない

壁タイル張りの工法

　外装タイル　　・密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り

　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

既成調合モルタル

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の処理　・MCR工法　・目荒し工法（高圧水洗処理）

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　 ・　

・　 ・　

・　

・　・　・　・　

・　 ・　 ・　 ・　

・　

・　

・　

・　

・　

施工

箇所

主な用途

による区分

形状寸法

（㎜）

吸水率による区分

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

うわぐすり

施ゆう無ゆう あり なし

役　物

標準

色

特注

再生材の

適用 Ｇ

耐凍害性

あり なし
備考

（１１．１．３）

（表１１．１．１）

（１１．２．２、７）

（１２．１．４）
（表１２．１．１）

12

（１２．２．１）

（１２．４．１）

（１２．５．１）

（１２．６．１）

（１２．７．１）

造作用単板積層材　Ｇ

金物の種類、形状、寸法等　　※　標準仕様書表10.2.4による　　・　

取付け工法　・　内壁空積工法　　・　乾式工法

取付け工法　・　外壁湿式工法　　・　乾式工法

耐滑り性：JIS A 1509-12（セラミックタイル試験方法－第12部：耐滑り性試験方法）で規定する

C.S.R値は0.4～1.0とする。

　　　　方法で24時間の吸水量を求める。試験体数は3個とし、その平均値とする。

　　　　その平均値を用いて次式により保水率を求める。

り性

耐滑

化粧加工の方法

石裏面処理　　・　適用する　・　適用しない

木材のうち、桧、杉及び松は、「鳥取県産材産地証明制度」の認証を受けたものを使用すること。

木材の含水率　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　（垂木、および破風・鼻隠下地、広小舞を除く）

代用樹種の仕様　　※　認めない　　・　認める（監督員との協議が必要）
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A2：100%　A3：71%

Ａ －

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号 浦川　英敏

堀江　司
一級建築士登録

第０３－３２３号 ―
特記仕様書５

鋼管製といの防露巻き　・適用する（工法：　※　標準仕様書表13.5.4による　　・　　　　　　　　）

JIS A 5208に基づく凍結試験等　・　行う　　・　行わない　

とい受け金物及び足金物の材種、形状及び取付け間隔

といの材種　　・配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管

　　　　　　　　　　　※　標準仕様書表13.5.2により、溶融亜鉛めっき行ったもの

板及びｺｲﾙの種類施工箇所

１ 長尺金属板葺

（１３．２．２、３）

※JIS G 3322の

　屋根用ｺｲﾙ

塗膜の耐久性、めっき付着

量等の種類及び記号

厚さ

(mm)

屋根葺形式

・心木なし瓦棒葺

・立平葺　・蟻掛葺

屋
根
及
び
と
い
工
事

　　　　　　　（・一般タイプ　・複層基材タイプ　・粘着層付タイプ）

下葺材料　　・アスファルトルーフィング940

　　　　　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

工法

　　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

　　※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び

　　　　　　　　積雪荷重に対応した工法）

　　・適用しない

雪止め　・設置する（図示）

２ 折板葺

耐火性能

る区分

材料によ 厚さ

(mm)

※鋼板製

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

合金板製

軒先面戸板

・有り

・無し

・30分

・無し

山高、山ﾋﾟｯﾁ

による区分

山高 山ﾋﾟｯﾁ

・重ね形

・はぜ締め形

・かん合形

・　　

形式 耐力によ

る区分

（　）種

施工箇所

備考

工法

　　　　・無し

断熱材　・有り（種別：　　　　　　　　　厚さ(mm)：　　　　防火性能：　時間）

材料

　　板及びコイルの種類（　　　　　　　　　）

　　塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号（　　　　　　　　　）

　　タイトフレームにJIS G 3302以外の鋼材を直接外気の影響を受けない屋内で使用する場合の表面処理

　　　※　標準仕様書表14.2.2のF種

　　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・ 1　　・ 1.15　　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

    折板のけらば納め　　※　けらば包みによる方法　　・　

種類

製法に

　よる区分 　よる区分

形状に

　よる区分

寸法に

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

の種類

役物瓦
産地大きさ 雪止め瓦施工箇所

３ 粘土瓦葺

（１３.４.２、３）

　　　　　　　寸法　※　幅40×高さ30(mm)以上　　・　　

瓦桟木　　　　材質　※　杉又はひのき　　・　　

　　　　　　　寸法　※　幅21×高さ15(mm)以上　　・　　

棟補強用心材　材質　※　杉又はひのき　　・　　

　　　　　　　　　　　　　形状、寸法及び留付け方法　※　図示　　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　・　

棟補強等に使用する金物等　材質　※ステンレス製又は溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製　　

下葺材料　　　　　　※　改質アスファルトルーフィング下葺材

　　　　　　　　　　　（・一般タイプ　・複層基材タイプ　・粘着層付タイプ）

工法

　　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・ 1　　・ 1.15　　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

瓦桟木の留付け工法　　※図示　・　　

棟の工法　　※図示による　　・標準仕様書13.4.3(d)(1)～(3)による

４ とい

　　　　　　　　　　　・　

・バルコニー中継用

・バルコニー用

・ろく屋根用（・縦型　・横型）

施工箇所種別

ルーフドレン

　　　　　　　　　　　・適用しない

多雪地域　　　　　　　・　運用する　　・　運用しない

３

施工箇所（手摺、タラップ以外）

電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

・Ｆ種

・Ｅ種

・Ｄ種

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

種別表面処理方法

鉄鋼の亜鉛めっき 表１４．２．２　

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　　・三次電解着色

　・ 標準色（　　　　　）　・ 特注色（　　　　 ）

　・ 標準色（　　　　　）　・ 特注色（　　　　 ）

　　　　　　　　　　　色合等　　 種別

金
属
工
事

（成形板、笠木、建具以外）

施工箇所

施工箇所（手すり、タラップ、建具以外）

・No.2B程度

・鏡面仕上げ

※ＨＬ程度

種類

２ 表１４．２．１　アルミニウム及び

表面処理

アルミニウム合金の

ステンレス１

表面仕上げ

軽量鉄骨天井下地

（１４．４．２～４）

４

野縁等の種類

工法

　屋外（ ※  25形　 ・  19形）　 屋内（ ※  19形 　・  25形）

　野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　・ 図示　・　　

　周辺部の端からの間隔　・ 図示　・　　

　野縁の間隔　・ 図示　・　　

・  屋外の軒天井、ピロティ天井等

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・ 1　　・ 1.15　　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

・  吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

　  補強方法  ※  図示  ・　　

・  天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

  　補強方法　※  標準仕様書14.4.4(8)による　・図示

・  天井  のふところが3.0mを超える場合

　  補強方法　※  図示　・　　

左
官
工
事

１ モルタル塗り

　　　　　　・設けない

工法

仕上げ塗材仕上げ５ 建築内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量　※　規制対象外　　・　　

表１５．５．１～２　

　・適用する

　・適用する

工法

・薄付け仕上げ塗材

・薄付け仕上げ塗材

仕上げの形状

仕上げの形状

吸放湿性

　・適用する

　・適用する 　・適用する

　・適用する

・複層仕上げ塗材

仕上げの形状 工法 上塗り材の種類

水系溶媒　※　

　　　　　・　

外観　※　つやあり

樹脂　※　アクリル系

　　　　　・　

※　耐候形

　　３種

・　

・軽量骨材仕上げ塗材

呼び名

上塗り材

耐候性

防火材料

防火材料

防火材料

防火材料

・　

・　

　・　 ・　

・　

・　

・　

・　

吸放湿性

呼び名

内部目地部の形状　※Ｖ形目地付き　・　　

ＡＬＣパネルの場合の

下地処理

マスチック塗料塗り

種別　・　Ａ種　　・　Ｂ種

６

７

防露材のホルムアルデヒド放散量

　　　　　　 　　　　 ※　規制対象外　　・　

・  天井下地材における耐震性を考慮した補強

　　補強箇所　※　高さが６ｍを超える天井、それ以外は図示　　・　

　　補強方法　※　「特定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構造方法を定める件」（平成25年 国土

　　　　　　　　　交通省告示第771号）第3第2項第二号に適合させる。

　　　　　　　・　図示

スタッド、ランナーの種類

出入口及びこれに準ずる開口部の補強　※　標準仕様書14.5.4(5)による　　・　

　※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　・　図示

スタッドの高さが５．０ｍを超える場合　※　図示

表面処理（標準仕様書14.2.1による）

表１４．２．１　

軽量鉄骨壁下地５

６ 金属成形板張り

（１４．６．２、３）

・　

取付け用下地　※　標準仕様書14.4による　　・　図示

伸縮調整継手　・　設ける（施工箇所　・　図示　　・　　　　　　　）　・設けない

ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形・押出し

・ロール

・プレス パネル形

・　

・　

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

色合等種別

板厚

(mm)(mm)

寸法
形状製法種別

・標準色（　　　　）　・　

・特注色（　　　　）　・　

　　　　　・　鋼製　　（表面処理　※　溶融亜鉛めっきC種　　・　　　　　　）

アルミニウム製笠木

（１４．７．２、３） 表１４．７．１　種類　・250形　・300形　・350形　・　　　

表面処理　種別（　　　）種

　　　　　色合等　・　無着色　　・標準色（　　　　　）　　・　特注色（　　　　　）

笠木の固定金具の工法等

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・ 1　　・ 1.15　　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法

手すり及びタラップ

手すり　　・　ステンレス製　SUS304（表面処理　※　HL程度　　・　No.2B程度　・　　　　　　　）

　　　　　・　鋼製　　（表面処理　※　溶融亜鉛めっきC種　　・　　　　　　　）

タラップ　・　ステンレス製SUS304（表面処理　研磨なし　・　　　　　　　）

７

８

モルタル　　※現場調合材料　　・既調合材料（材料　　　　　　　　　）

床の目地　　・設ける（目地割り　※２㎡程度（最大目地間隔３ｍ程度　　・　　　　　　）

透水比

　　　　　　・設けない

外壁タイル張り下地モルタル塗り及び下地調整材塗りの接着力試験　・　適用する　　・　適用しない

混合割合

凝結及び安定性

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

セメント重量の5%以下

防水剤の種別

（品質・性能）

（試験方法）JIS A 1404「建築用セメント防水剤試験方法」による。

建具廻りの等の充填モルタルに使用する防水剤

 （凝結時間）始発：1時間以上　　終結：10時間以内

 （安定性）収縮性、膨張性のひび割れ及びそりの有無について確認する。

曲げ及び圧縮強度比

吸水比

防水剤を混入したもの、しないものの曲げ強度比及び圧縮強度比 70％以上

防水剤を混入したもの、しないものの吸水比 95％以下

防水剤を混入したもの、しないものの透水比 80％以下

　・　直張り工法ラスモルタル下地（材料　・　　　　　　）

２ ラス系下地 ラス系下地の種類及び材料

　・　通期工法二層下地（材料　※　２種防水紙付きリブラス800　　・　　　　　　）

　　　　換気口部の措置　※　木造標準仕様書11.4.3(2)(ｹ)による

　・　通気工法二層下地（材料　※　２種波形ラス700　　・　　　　　　）

　・　直張りラスシートモルタル下地（材料　・　　　　　　）

建築基準法に基づく耐力壁、防火構造、準耐火構造等の指定（　　　　　　　　）

床コンクリートの

直均し仕上

３

　

　ａ種

　ｂ種

　ｃ種

標準仕様書表6.2.5による

平たんさの種別

合成樹脂塗床、ビニル系床材張り、床コンクリート直均し

カーペット張り、防水下地、セルフレベリング材塗り

合仕上げ、フリーアクセスフロア（置敷式）（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

タイル張り、モルタル塗り、フリーアクセスフロア（支柱調整式）

種類及び品質　・　せっこう系　　・　セメント系

標準塗厚（mm）　※　図示　　・　

４

　　　　　　　　　　（種類　※押し目地　　・　　　　　　）

　ただし、透水試験における水圧は、3.0×10 Paとし1時間行う。
5

項目 品質・性能

材料塗り

セルフレベリング

施工箇所

仕上げの平たんさは、図示及び標準仕様書15.4.2(ｱ)(ｲ)による以外は下記による。

呼び名

呼び名

Ｇ

※　規制対象外　　・　　

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

　表面材の合板の種類

・フラッシュ戸

・紙張り障子

　　　　・Ｃ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　・Ｂ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　・Ａ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　外部に面する建具の種別（コンクリート下地及び鉄骨下地）

５ 網戸等

（１６．２．３） 線径種類 網目

ステンレス製（ＳＵＳ３０４）線材

・　防虫網

・　防鳥網

※　合成樹脂製

・　ガラス繊維入り合成樹脂製

・　ステンレス（ＳＵＳ３１６）製

※0.25㎜以上 ※16～18メッシュ

・ ・

網目寸法15mm1.5mm

６ 樹脂製建具

材質

性能値等

　・　耐風圧の等級（　　　　）、気密性の等級（　　　　）、水密性の等級（　　　　）

　※　標準仕様書表16.3.1による種別

枠の見込み寸法　※　建具表による　　・　

表面色　※　標準色　　・　特注色

水切り板、ぜん板　※　図示　　・　

ガラス　※　複層ガラス　　・　

　防音ドア、防音サッシ　　　　遮音性の等級　・　Ｔ－１　　・　Ｔ－２　　・　

　断熱ドア、断熱サッシ　Ｇ　　断熱性の等級　・　Ｈ－４　　・　Ｈ－５　　・　Ｈ－６　　・　

　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　　　）

７ 鋼製建具

性能等級（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　）

　外部に面する建具の耐風圧性の等級　・　Ｓ－４　　・　Ｓ－５　　・　Ｓ－６

　防音ドア、防音サッシ　　　　遮音性の等級（　・　　　　　　　）

Ｇ　断熱ドア、断熱サッシ　　　　断熱性の等級（　・　　　　　　　）

　耐震ドア　　　　　　　　　　面内変形追随性の等級（　・　　　　　　　）

鋼製軽量建具８

（１６．２．２） 性能等級（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　　）

　防音ドア、防音サッシ　　　　遮音性の等級（　・　　　　　　　）

　断熱ドア、断熱サッシ　　　　断熱性の等級（　・　　　　　　　）

　耐震ドア　　　　　　　　　　面内変形追随性の等級（　・　　　　　　　）

Ｇ

鋼板の材料　※　亜鉛めっき鋼板　　・　ビニル被覆鋼板　　・　カラー鋼板　　・　ステンレス鋼板

鋼板類の厚さ　※　標準仕様書表16.5.1による　　・　

召合せ、縦小口包み板の材質　※　鋼板　　・　

鋼板類の厚さ　※　標準仕様書表16.4.2による　　・　

ステンレス鋼板の材料　※　SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

ステンレス鋼板の材料　※　SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

ステンレス製建具

（１６．２．２）

９

性能等級（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　　）

　外部に面する建具の耐風圧性の等級　・　Ｓ－４　　・　Ｓ－５　　・　Ｓ－６

　防音ドア、防音サッシ　　　　遮音性の等級（　・　　　　　　　）

Ｇ　断熱ドア、断熱サッシ　　　　断熱性の等級（　・　　　　　　　）

　耐震ドア　　　　　　　　　　面内変形追随性の等級（　・　　　　　　　）

ステンレス鋼板の材料　※　SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

表面仕上げ　※　ＨＬ仕上げ　　・　鏡面仕上げ　　・　　

ステンレス鋼板の曲げ加工　※　普通曲げ　　・　角出し曲げ（　・　a角　　・　b角　　・　c角）

　簡易気密型ドアセット　・　適用する　　

　簡易気密型ドアセット　・　適用する　　

　簡易気密型ドアセット　・　適用する　　

備考合板の種類

表面の樹種

規格等

　生地、透明塗料塗り

　　（※ラワン程度　・　　　　　）

　　（※しな程度　・　　　　　　）

　不透明塗料塗り

板面の品質（　　　）

接着の程度（・1類　・2類）

・普通合板

樹種名（　　　　　　　　）

接着の程度（・1類　・2類）

接着の程度（・1類　・2類）

・特殊加工　化粧合板

・天然木　化粧合板

表面板の厚さ　※標準仕様書表16.7.6による

・かまち戸

　かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　）

　見込み寸法　※36mm　・建具表による　・　　

・ふすま

　張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型）

　上張り（押入等の裏側以外）　・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度

  見込み寸法　※  30mm  　・建具表による　　・　

　見込み寸法　※  30mm　  ・建具表による　　・　　

・戸ぶすま

　見込み寸法　※19.5mm　  ・建具表による　　・　　

　縁仕上げ　・塗り縁　・生地縁（無地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

枠、くつずりの材料　・建具表による　　・　　

※取付け調整は、１名以上の技能士が自ら作業するとともに、他の技能者に対して、施工品質の向上を

　図るための作業指導を行うこと。

化粧加工の方法

（・オーバーレイ　・プリント　・塗装）

表面性能（　　　　　　）タイプ

建具材の加工、組立時の含水率　※Ｂ種　・　　（１６．７．２～４）

木製建具

枠の見込み寸法　※　建具表による　　・　　

　　　　　　　　　　　着色　※　標準色（　　　　　）　　・　特注色（　　　　　）

　　屋内の建具　　　　種別　・　BC-1種　　・　BC-2種　・　　

　　外部に面する建具　種別　・　BB-1種　　・　BB-2種　・　　

　　　　　　　　　　　着色　※　標準色（　　　　　）　　・　特注色（　　　　　）

　　結露水の処理方法　※　図示　　・　　

　　水切り板、ぜん板　※　図示　　・　

※製造所　建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿に記載されている製造所

表面処理

ステンレス鋼板の材料　※　SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　　・　

建
具
工
事

１ 防火戸

（１６．１．３）

２ 建具見本の製作

（１６．１．４）

３ 防犯建物部品

　・　適用する　適用箇所（　※　建具表による　　・　　　　　　　）

　・　適用する　適用箇所（　※　建具表による　　・　　　　　　）

　※　製作しない　　・　製作する（　・　納まり等が分かる程度のもの　　・　　　　　　　）

　防音ドア、防音サッシ　　　　　　　遮音性の等級（　・　　　　　　　）

４ アルミニウム製建具

（１６．２．２、４、５） 性能等級

　・　耐風圧の等級（　　　　）、気密性の等級（　　　　）、水密性の等級（　　　　）

　　　外部に面する建具の種別（コンクリート下地及び鉄骨下地）

　※　標準仕様書表16.2.1による種別

　　　外部に面する建具の種別（木下地）

　　　　・Ａ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　・Ｂ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　・Ｃ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　・Ｄ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　・Ｅ種（建具符号：　・　全て　　・　建具表による　・　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　　　）

　断熱ドア、断熱サッシ　Ｇ　　　　　断熱性の等級（　・　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　・　建具表による　　・　　　　　　　　）

　耐震ドア　　　　　　　　　　　　　面内変形追随性の等級（　・　　　　　　　）

８ せっこうプラスター

塗材塗り

（１５．７．２）

（１５．６．４）

（１５．６．２）

（１５．２．４）

（１５．３．２、５）

下塗り及び中塗り

　※既調合プラスター（下塗り用）又は現場調合プラスター（下塗り用）

　・　

上塗り

　・既調合プラスター（上塗り用）

　・しっくい塗り

ロックウール吹付け

仕上げ吹付け厚さ(mm)　・　図示　　・　25

ロックウールのホルムアルデヒド放散量　※　規制対象外　　・　　

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　※　規制対象外　　・　　

しっくい塗り

１０ こまい塗り のりの種類

　土壁用ののり　※　つのまた　　・　

材料　※　現場調合材料　　・　既調合材料（種類等　　　　　　　　　）

　※　現場調合材料　　・　既調合材料（種類等　　　　　　　　　）

下地

　・　せっこうボード（調合及び各層の塗厚　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　・　せっこうラスボード（調合及び各層の塗厚　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　砂壁用ののり　※　ふのり　　　・　

色土の種類

　土物仕上げに用いる土色　・　

　大津仕上げに用いる土色　・　

色砂の種類

　天然砂と岩石の砕砂　　・　人工的に着色・製造したもの

下塗りの調合　※　標準仕様書表15.11.2による

　・　木ずり下地（調合及び各層の塗厚　標準仕様書表15.10.1による　　・　　　　　　　　　）

　・　こまい土壁下地（調合及び各層の塗厚　標準仕様書表15.10.2による　　・　　　　　　　）

塗厚

　※　標準仕様書表15.11.8による　　・　

　・　建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合（　　　　　　　　）

　・　

こまい壁塗りの工程種別　※A種　　・　

　　　　　　　　　　　　　　・　水ごね土物１工法　　・　水ごね土物２工法

　　　　　　　　　　　　　　・　のりさし土物工法　　・　のりごね土物工法

土物仕上げの工法の種類　・　土物仕上げ工法

　　　　　　　　　　　　・　砂壁仕上げ工法

　　　　　　　　　　　　・　切り替え仕上げ工法

大津仕上げの工法の種類　・　普通大津仕上げ工法　　・　大津みがき仕上げ工法

９

１０

（１５．１２．２、３）

（１５．１０．２、３）

（１５．１１．２～５）

（１５．１１．７、８）

（１３.２.２）

（１３.３.２、３）

（表１３.２.１）

（１３.５.２、３）

（表１３.５.５）

（１４．２．１）

（１４．２．３）

（１４．２．２）

（表１４．２．１）

（表１４．２．２）

（表１４．４．１）

（１４．５．３）

（表１４．５．１）

（表１４．２．１）

（表１４．２．１）

（表１４．７．１）

（１４．８．２、３）

（６．２．５）

（１５．４．２）

（１５．５．２）

（表１５．５．１）

（１５．８．３）

（１６．１．６）

（表１４．２．１）

（表１６．２．１）

（１６．３．２～５）

（１６．２．５）

（表１６．３．１）

（１６．４．２～４）

（１６．２．２）

（表１６．４．２）

（１６．５．２～４）

（１６．４．２）

（１６．６．２～５）

10

13

14

15

16

※ 塗装溶融55% ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金
   めっき鋼板及び鋼帯
   (CGLCCR-20AZ150)

・ 図示

・　ゴムアスファルトルーフィング

・ 製造所の仕様による

・ 複層塗材Ｅ ・ 凸凹模様

・ 凸部処理

・ ゆず肌状

・ ﾛｰﾗｰ

・ 吹付け

05

・横葺　　・金属葺　　

既製目地材　・設ける　施工箇所（外部立ち上がり）　形状（※図示　　・　　　　　　）

大山中学部室棟建替工事



A2：100%　A3：71%

Ａ －

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号 浦川　英敏

堀江　司
一級建築士登録

第０３－３２３号 ―
特記仕様書６

材料板ガラスの種類による名称

　・　

　・フロート板、フロート板合わせガラス

　※　下記以外は建具表による　　・　

　・Ⅰ類　　・Ⅲ類

　・　

　・　

　・フロート板ガラス

　・　

　・フロート強化ガラス

　※　下記以外は建具表による　　・　

　・グリーン　　・　　・１種　　・２種

　・熱線吸収網入り磨き板ガラス

　・熱線吸収フロート板ガラス

　・３種

　・２種

　・１種

　・空気　　・アルゴン　　・　 ・Ｇ　　・Ｓ

　　　　　　　乾燥気体の種類

　・空気　　・アルゴン　　・　　・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６

　　　　　　　乾燥気体の種類

反射被膜面　・　内面　　　　・　外面

映像調整　　・　行わない　　・　行う　

　・Ａ類　　・Ｂ類

 色調（・ブルー　　・グレー　　・　　　　　）

　※　下記以外は建具表による　　・　

　・Ⅰ類　　　　・Ⅱ－１類

　・Ⅱ－２類　　・Ⅲ類

熱線吸収板ガラスの材料板ガラスによる種類、厚さによる種類及び性能による種類

強化ガラスの形状による種類、材料板ガラスの種類による名称及び特性による種類

合わせガラスの材料板ガラスの種類、厚さの組合せ、合わせガラスの合計厚さ及び特性による種類

複層ガラスの材料板ガラスの種類、厚さの組合せ及び複層ガラスの厚さ

　　　　　 日射取得性、日射遮蔽性による区分

　Ａ類

　Ｂ類

材料板ガラスの種類、組合せ  落球衝撃はく離特性及びショットバック

 衝撃特性による種類

　衝撃特性による種類

　破片の状態及びショットバック材料板ガラス

色調性能による種類材料板ガラスによる種類

断熱性による区分

材料板ガラスによる種類 日射熱遮蔽性による区分 耐久性による区分

        規格等金属系材料の種類

製品及び取付位置の寸法許容差　※　標準仕様書表17.3.1～2による　　・ 

  ・　深さ（h）=-1～+2、溝幅及び底幅（W1及びW2）=±1 　　・　

 映像調整

カーテンウォールの材料

※アルミニウム製 ・行う 

２ メタルカーテン

ウォール

３ ＰＣカーテンウォール

　コンクリート　※　標準仕様書17.3.2(1)(ｱ)～(ｳ)による　　・ 　

　補強鉄線の径(mm)　※　3.2　　・　4.0　　・　5.0　　・　6.0 　

　配筋　※　図示 

カーテンウォールの材料 　

先付けの材料　・　建具枠　　・　ゴンドラ用ガイドレール 

表面仕上げ材　・　磁器質タイル 

 　　　　　　 ・ 　

　　　　　　　・　石材（　・　花こう岩　　・　大理石　・　　）

ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差(mm) 　

※標準仕様書16.2.3による 

・ 

・ 

・行わない 

製品及び取付位置の寸法許容差　※標準仕様書表17.2.1～3による 

ガラス溝の寸法、形状　※　カーテンウォールの製造所の仕様による　　・ 

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

   (℃)

耐温度差性

水平方向(kH) 垂直方向(kV)

・80 

・60 

・70 

支点間距離(h) 　　　状態

4mを超える

部材の脱落、ガラス

の破損及び主要部材

に有害な歪みが起こ

らないこと。

4m以下

・たわみ量が±(1/150)×h かつ絶対量20mm以下であること

　　　　　　　　　　耐風圧性能

・

・

・

層間変位追従性

   建築物の構造種別 層間変位量（h=支点間距離）             変位後の状態

鉄骨鉄筋コンクリート造 

・±(1/200)×h以上 

・

・±(1/300)×h以上鉄筋コンクリート造 

鉄骨造 部材の脱落、ガラスの破損及び主要部材

に有害な歪みが起こらないこと。 

シーリングは補修程度の損傷であること。 

被着体の組合せ
シーリング材の種別

主成分による区分記　号

金属 ガラス

石、タイル

ガラス ガラス

カーテンウォール板間目地

シーリング材

下表以外は標準仕様書表 9.7.1 による

主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

耐風圧性

性能

取付方法　・　層間方式　　・　柱、梁方式　　・　方立方式　　・　スパンドレル方式　　・　

　　　　　 耐震性   水密性   気密性   遮音性   断熱性

・30分 

・1時間 

・1.0  

・ 

・0.5  

・ 

耐火性

構造用ガスケット

    　寸法(mm)　ガラス板厚（　　）、支持枠の厚さ（　　）、ウェブの寸法（　　） 　

断熱材 Ｇ

耐火材料

          種別               規格帯      施工部位

・取付けブラケット

・パネル目地部

・層間ふさぎ

・　

・ファスナー部

  ・　適用する　（施工箇所　・　図示　　・　　　　　　） 　　　

    　材質　・　クロロプレン系　　・　EPDM系　　・　シリコーン系

 　 　形状　・　H型　　・　Y型　　・　C型 　　　

  ・　適用しない 

  施工箇所　・　図示　　・ 

  厚さ(mm)（　　　　　　　　） 　

  種類（　　　　　　　　　　） 　

ガラス用フィルム

・正方形・125×125

・160×160

・200×200

※8～15

・15～25

・

外側

※15以下

・

※6mm以下

ごとに幅10～15

・図示

・

※無し

・有り・95

・125

・95

・125

・ ・

・ ・

・・

・320×320

・250×125

・320×160

・

・

・ ・

・

・

・

※6以上

内側

 80

 95

 80

 95

・長方形

ガラスブロック積み

軽量シャッター

耐風圧強度　（　　　　　）Ｎ／㎡

開閉形式の種類　　　※手動式　　・上部電動式（手動併用）

ガラス

障害物感知装置を設けた電動式シャッターの設置個所　※図示　　・　

 ・ステンレス鋼板

 　めっき鋼板

 ※溶融亜鉛

 ・バーチカル形

 ・ハイリフト形

 ・ローヘッド形

 ・スタンダード形

 ・電動式

 ･チェーン式

 ※バランス式

 ・50(500)

 ・75(750)

 ・100(1000)

 ・125(1250)

 ・175(1750)

 ・アルミニウムタイプ

 ※スチールタイプ

 ・ファイバーグラスタイプ

　　の材料

　　ガイドレール

　　による区分

　　収納方式

　による区分

　開閉方式

　区分（Ｐａ）

　耐風圧性能　　セクション材料

　　による区分

オーバーヘッドドア

－－－

(中心吊り込み両

戸の開閉位置

緩衝油の流動点は、JIS K 2269(原油及び石油製品の流動点並びに石油製品曇り点

ること。

その時間の調整が可能であ

が10秒以上確保でき、また、

ｱｸｼｮﾝ解除角度までの時間

開扉90°の位置からﾃﾞｨﾚｰﾄﾞ

み適用)

能を有する機種の

(ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ機

角度(60～75°)

ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ解除

(秒)

ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ性能 －－

－－

ること。

時間は0.8秒以上としてい

から更に20°まで開く間の

)ﾊﾞｯｸﾁｪｯｸ開始角度(70～85°

を開扉50°から負荷する。

ドア開扉方向に荷重60N/㎡

 種のみ適用)

 機能を有する機

(バックチェック

ス
ト
ッ
プ
力（

注
２）

但しｺﾝｼｰﾙﾄﾞ型は200N･m以下

常温(5～35℃)無風状態において、開扉(70°)から全閉(0°)までの時間を5～8秒に

10N･m以上

100N･m以下

45以上

45以上

40以上

35以上

30以上

30以上

45以上

35以上

25以上

15以上

10以上

5以上

③フロアヒンジ

効率(％)閉じﾓｰﾒﾝﾄ(N･m)

能(秒)

バックチェック性

力

ストップ解除

ストップ入力

温度依存性(℃)

閉じ速度(秒)

６

５

４

３

２

１

閉
じ
力
及
び
効
率
に
よ
る
区
分(

注
１)

初
期
値

Grade2 番手

性能試験項目

（品質・性能）

・クローザー類

閉じﾓｰﾒﾝﾄ(N･m) 効率(％)閉じﾓｰﾒﾝﾄ(N･m) 効率(％)

①ドアクローザ ②ヒンジクローザ

5以上

10以上

15以上

25以上

35以上

45以上

30以上

30以上

35以上

40以上

45以上

45以上

5以上

10以上

15以上

25以上

35以上

45以上

30以上

30以上

35以上

40以上

45以上

45以上

調整できること。

試験方法)により測定し、-15℃以下であること。

60N･m以下 100N･m以下

8N･m以上 3N･m以上

自由のみに適用)

　　　　　　 　区分

               区分 ②ヒンジクローザ①ドアクローザ

性能試験項目

③フロアヒンジ

　する。

2)試験ﾄﾞｱの質量は､1番手は25kg､2番手は40kg､3番手は60kg､4番手は80kg､5番手は100kg､6番手は120kgと

　ジクローザ）に規定する試験方法による。

1)性能試験は、JIS A 1510-3（建築用ドア金物の試験方法-第3部：フロアヒンジ、ドアクローザ及びヒン

（試験方法）

Grade1を選定する場合は、図示による。

注2　ｺﾝｼｰﾙﾄﾞ型は右記の閉じﾓｰﾒﾝﾄの50%程度までとする。

注1　ﾊﾟﾗﾚﾙ取付けは、右記の閉じﾓｰﾒﾝﾄの70%程度までとする。

耐久試験後も上記初期値を満足していること。

30万回10万回20万回

開閉回数）

回数（繰返し

耐久性の試験

耐久試験後±16mm以内

戸閉鎖位置(mm)

繰返し開閉後の

（秒）

ﾃﾞｨﾚｰﾄﾞｱｸｼｮﾝ性能

繰返し開閉後の

（秒）

ﾊﾞｯｸﾁｪｯｸ性能

繰返し開閉後の

閉じ速度(秒)

繰返し開閉後の

－

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

満足していること。

耐久試験後も上記初期値を

G

r

a

d

e

2

－

－ －

－－

(％)

後の効率

繰返し開閉
G

r

a

d

e

2

G

r

a

d

e

2ﾒﾝﾄ(N･m)

後の閉じﾓｰ

繰返し開閉耐
久
性

        同試験に用いる試験体は片引戸とし、開口内法有効高さ2,000mm、幅は最大寸法とする。 　

　      適用戸総質量の区分毎に試験を行う。自閉装置、制御装置は10万回以上の時点で1回のみ調整を行

      　えるものとし、また、その他の制御装置についてはメーカーの耐久性能試験成績書において2万回

      　以上の耐久性能を確認することで、試験に代えることができるものとする。 

（２）耐衝撃性試験 

　　　　落下高さ17cmにて、ドアの中央部にドアが外れる方向に衝撃を与える。

　      耐衝撃性試験に用いる試験体は片引戸、開口内法有効寸法は高さ2,000mm、幅900mmとする。

　      適用戸総質量の区分毎に試験を行う。 

（３）気密性能試験

　　 　 JIS A 1516「建具の気密性試験方法」による。 

スラット及びシャッターケース用鋼板

管理用シャッターのシャッターケース　・設ける　　・設けない

　鋼板の種類　　　　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　          　　　　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

重量シャッター シャッターの種類　　・管理用シャッター　耐風圧強度（　　）N/㎡

　　　　　　　　　　・外壁用防火シャッター　耐風圧強度（　　）N/㎡

　　　      　　　　・屋内用防火シャッター

　　　　　　　　　　・防煙シャッター

性能値等　※標準仕様書表16.10.1による

　　　　置までの作動を確認できる試験を行う。 　

　　　　開閉については外力によらず、試験体の自閉装置及び制御装置のみにより戸の開端位置から閉端位

（１）耐久性（開閉繰り返し）試験

（試験方法） 

（１６．１０．３）

自閉式上吊り引戸装置

鍵

（１６．８．４）

自動ドア開閉装置

（１６．９．２、３）

マスターキー　　・製作する（　　　組）　　　　　・製作しない　　・既存に組込む

鍵箱　　　　　　・設ける　（　　　個用　　組）　・設けない

鍵の製作本数　　※各室３本１組（室名札付き）

　めっきの付着量　　　※Z12又はF12を満足するもの　　　・　　

スラットの材質の種類

　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼板）

座板の材質（屋外の場合）　※ステンレス製既製品　・　

シャッターケース　　※設ける　　・設けない

　　めっきの付着量　※Z06又はF06を満足するもの　　・　　

　　めっきの付着量　※AZ90を満足するもの　　・　　

スラットの形状　　　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

　・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼板）

ガイドレール（中柱共）の材質　※ステンレス鋼板（SUS304）厚さ1.0㎜　　・　

壁用金属枠及び補強材の材質・形状　　※図示　　・　　　　　）　　　・設けない

      寸法　※径5.5mm　　･ 

　　  形状　※はしご形状複筋及び単筋　　・ 

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　）

                  寸法　※図示　　・　

                  形状　※図示　　・　

力骨  材質　※ステンレス鋼（SUS304）　　・ 

金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　　・アルミニウム製

工法 　 建築基準法に基づき定まる風圧力の（・１　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

目地部の横力骨の納まり

　※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示　　・　

防火性能
伸縮調整目地

位置(mm)

目地幅(mm)

平積み 曲面積み

色調

クリア 乳白

厚さ

（㎜）

呼び寸法

(mm)

表面

形状

品質　JIS A 5759による

種類 記号

12

13

14

15

16

17

18

19

20

17

（表１６．９．１）

（表１６．９．２）

（１６．１１．２、３）

（１６．１２．２～４）

（１６．１３．２、３）

（１６．１４．２～４）

（１６．９．７）

（表１６．１４．１）

（１６．１４．５）

　※　建具表による　　・　

下記のガラス以外の品種、厚さの呼びによる種類等

ガラスの留め材及び溝の大きさ

 防火戸のガラス留め材は、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けた条件による。

　　・　

　　・グレイジングチャンネル形

　・ガスケット

　

　※シーリング材

　※シーリング材

　※シーリング材

 樹脂製

 ステンレス製

 鋼製及び鋼製軽量

　・　

　※建具の製造所の仕様による

　・　

　※建具の製造所の仕様による

　・　

　※建具の製造所の仕様による

　・　

　※建具の製造所の仕様による

　　・　

　　・グレイジングチャンネル形

　・ガスケット

　※シーリング材 アルミニウム製

熱線反射ガラスの材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

　　・　

建具の種類 ガラスの留め材 ガラス溝の大きさ（mm）

引き戸用駆動装置

　性能値

　　・　

　　※標準仕様書表16.9.1による

　　　種類　・SSLD-1　　・SSLD-2　　・DSLD-1　　・DSLD-2

多機能トイレ出入口 引き戸用駆動装置

　性能値

　　・　

　　※標準仕様書表16.9.2による

　　引き戸用検出装置の種類は、多機能トイレスイッチとする

引き戸用検出装置

　性能値

　　・　

　　※標準仕様書表16.9.3による

　種類　・光線（反射）センサー　　・熱線センサー　　・音波センサー　　・光電センサー

　　　　・電波センサー　　・タッチスイッチ　　・押しボタンスイッチ

戸の開閉方式　※建具表による　　・　

防錆　・適用する　　・適用しない

凍結防止措置　・適用する　　・適用しない

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置　・　建具表による　　・　

木製建具に使用する戸車及びレール丁番　※　標準仕様書表16.8.5による　　・　　

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※　標準仕様書表16.8.4による　　・　　

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※　標準仕様書表16.8.3による　　・　　

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ　※　標準仕様書表16.8.2による

　※　標準仕様書表16.8.1及び適用は建具表による　　・　　

金物の種類・見え掛り部の材質等

（１７．３．２～５）

　鉄筋　※　SD295A（　・　D13　　・　D10） 　

　　　　　　　表面処理

　種別（　　　　）種

　色合等　　・標準色（　　　　）

　　　　　　・特注色（　　　　）

１

（１７．１．３）

（１７．２．２）

（１７．３．２）

取付方法、性能等

建
具
工
事

建具用金物

開閉方式の種類　※　上部電動式（手動併用）　　・上部手動式

二重チェーン、急降下制御装置、急降下停止装置を設けた電動シャッターの設置箇所

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構の設置個所

　※図示　　・　

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置個所

　※図示　　・　

　※図示　　・　

（性能）

　使用頻度による性能

　1)（シリンダ箱錠のみ）ラッチボルトの開閉繰り返し試験(40万回)を行った後、ハンドルでの開閉操作

　　力及びラッチング力が試験前の2倍未満であり、動作に支障がない。

　2)キーによるデッドボルトの施解錠繰り返し試験(10万回)を行った後、試験前の回転トルクの2倍未満で

　　あり、施解錠操作に支障がない。（シリンダ本締り錠のみ）シリンダ単体の施解錠繰り返しの評価は、

　　シリンダだけの回転トルクが10N･cm以下とする。

　3)キーによる施錠機構の施解錠繰り返し試験(10万回)を行った後、試験前の回転トルクの2倍未満であり、

　　施解錠操作に支障がない。

　4)キーの抜き差し繰り返し試験(10万回)を行った後、キーの抜き差しに要する荷重は10N以下である。

　　また、未使用の合鍵でシリンダが回転でき、かつ、1箇所1段差浅い刻みをもつ異なるキーでは、シリ

　　ンダが回転しないこと。（キーに加えるトルクは、150N･cmとする）

　外力に対する性能

　1)デッドボルトの押込み強度試験(10KN)を行った後、荷重を除いたときのデッドボルトの出寸法は8mm

　　以上であること。

　2)デッドボルトの側圧強度試験(10KN)を行った際、加圧板がデッドボルトを通過しない。

　3)デッドボルトの押込み強度(衝撃荷重)試験(58.8J)の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態（デッドボルト

　　の突出量が8mm未満）にならないこと。

　4)デッドボルトの側圧強度(衝撃荷重)試験(58.5J)の衝撃荷重を加えたとき、解錠状態(加圧板がデッド

　　ボルトを通過した状態)にならないこと。

　5)(シリンダ本締り錠はグレード3以上の彫込錠の場合）ストライクプレートの厚さ1.5mm以上のステンレ

　　ス鋼製とする。

　使用扉の質量に対する性能（シリンダ箱錠のみ）

　1)ラッチボルトの側圧強度試験(4KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドル操作及びラッチングに支障が

　　ない。

　2)レバーハンドルのねじり強度試験(3.5KN･cm)を行った後、トルクを除いたとき､ハンドルが正常に作動

　　していること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に

　　ること。また、施錠時握り玉が固定される錠は、施錠状態が維持され､かつ､施解錠操作に支障がない。

　4)ハンドルの引張強度試験(2KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。また､

　　施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。

　　また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がない。

　3)握り玉のねじり強度試験(3KN･cm)をおこなった後、トルクを除いたとき、握り玉が正常に作動してい

　　支障がない。

　5)ハンドルの垂直荷重強度試験(2KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。

　鍵

　1)かぎ（鍵）数は、1.5万以上とする。ただし、異なるキーウェイ形状であっても、共通のキーセクショ

　　ンが存在する場合は、有効かぎ（鍵）違い数とみなさないものとする。

　2)同一タンブラーの使用数は、60%以下とする。また、6本タンブラーにおいては、キーの同一刻みは、

　　最大2連続までとしていること。

　試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物-錠-第1部：試験方法）による。

　ストラクションキーなどのキーシステムが構築できるものとする。

　デッドボルトの出寸法は17mm以上とする。鍵付きのものはマスターキー、グランドマスターキー、コン

（品質）

錠前類

シリンダ箱錠及びシリンダ本締り錠

（性能）

　に支障がないこと。

　ねじり強度

　作動していること。また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作

レバーハンドル

　レバーハンドルのねじり強度試験(3.5KN･cm)を行った後、トルクを除いたとき、ハンドルが正常に

　引張り強度

　施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。

　また、施錠時ハンドルが固定される錠は、施錠状態が維持され、かつ、施解錠操作に支障がないこと。

　試験方法は、JIS A 1541-1（建築金物-錠-第1部：試験方法）による。

　垂直荷重強度

　ハンドルの引張強度試験(2KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。また、

　ハンドルの垂直荷重強度試験(2KN)を行い、荷重を除いたとき、ハンドルが正常に作動していること。

内張り用 外張り用

その他性能等

日射遮へい性能による区分

熱貫流率による区分

・ＳＣ－１ ･ＳＣ－２

・ＬＥ

・ＧＩ－１ ・ＧＩ－２

・ＧＤ－１ ・ＧＤ－２

・ＳＦ

・日射調整フィルム　Ｇ

・低放射フィルム

・衝撃破壊対応ガラス

・層間変位破壊対応ガラス

・ガラス貫通防止フィルム

　飛散防止フィルム

　飛散防止フィルム

ガラスの貫通防止性能による区分

・Ａ　・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ　・Ｅ

・Ａ　・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ

・Ａ　・Ｂ　

16 11

（１６．８．２、３）

（表１６．８．１）

（１７．２．２、３、５）

（表１７．３．１、２）

　※　下記以外は建具表による

　※　下記以外は建具表による

・ 製造所の仕様による
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A2：100%　A3：71%

Ａ －

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号 浦川　英敏

堀江　司
一級建築士登録

第０３－３２３号 ―
特記仕様書７

（表１９．７．１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施工箇所

構法

・３０００Ｎ　　・５０００Ｎ※３０００Ｎ　　・５０００Ｎ耐荷重性能

・１．０Ｇ　　　・０．６Ｇ・１．０Ｇ　　　・０．６Ｇ耐震性能

パネル寸法

高さ（㎜）

※タイルカーペット床表面仕上げ材の材質 ※タイルカーペット

・帯電防止ビニル床タイル・帯電防止ビニル床タイル

※メーカー仕様　・図示ボーダー部及びスロープ

・置敷式 ・支柱調整式

±0. 5mm

1. 0mm 以下

19章による 。

)　 ・

2. 0mm 以下

仕上げ： 　 　 　 　(

※メーカー仕様　・図示

（性能）

（１）耐荷重性能　変形5.0mm以下　残留変形3.0mm以下 

（２）耐衝撃性能　残留変形3.0mm以下及び損傷がないこと 

（４）耐震性能 　　

　　　所定荷重1,000Nによる繰り返し試験後、残留変形3.0mm以下 

①　ベースプレート又はアンカーが耐力に達した

②　上記①以外の部分が耐力に達したとき

以上

水平荷重の1/2が下記の＜適用地震時水平力＞

水平荷重の1/1.5が下記の＜適用地震時水平力＞

以上

③　適用地震時水平力を加力した

    時の支柱頂部の変位

   　　　　　　　　　項目

    とき又はコンクリート接着面が剥離したとき

　イ）固定台試験による耐震性能 

 ・　

表面仕上材の品質、性能は、標準仕様書

構成材の材質　・アルミニウム製　・鋼製

配線用取り出しパネル

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　・20～30パーセント

　　　　　　　　　　・パネル1枚につき、40mm×80mm程度の開口１箇所以上

　　　　　　　　　　・　

寸法精度

　※標準仕様書20.2.2(b)(5)(a)～(c)による

厚さ　

平坦度　パネル周辺部　

　　　　図心と各頂点を結ぶ線上部　

性能

（３）ローリングロード性能（3,000Nの場合の試験の適用は任意）

構造床面からの高さの1/50以下 

＜適用地震時水平力＞ 

　3,000N 0.6Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+3,000N)/㎡当りの支柱本数}×0.6

　3,000N 1.0Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+3,000N)/㎡当りの支柱本数}×1.0 

　5,000N 0.6Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+5,000N)/㎡当りの支柱本数}×0.6 

　5,000N 1.0Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+5,000N)/㎡当りの支柱本数}×1.0 

    振動台試験において、パネルの脱落や使用上支障をきたす損傷、せり上がり、隙間及び水平移動がない。

（５）耐燃焼性能 　

      建築基準法第２条第９号の規定に基づく不燃材料又は燃焼終了後の残炎時間が0秒 

　　  0.6以上 

（７）感電防止性能 　

　    漏えい抵抗(R)≧１×１０ Ω
6

（８）歩行感 　　

      通常の歩行において空洞音やがたつきがなく、歩行感に違和感がない 

（９）メンテナンス性 　　

      交換が必要な部品については交換できるよう設計されている。 

　ロ）振動台試験による耐震性能（設計床高さ≦300mmの場合のみ） 　　　

（６）帯電防止性能評価値（Ｕ） 

12.5（・不燃　・準不燃）

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）

          　　　・行わない

 ・ 8  ・　

９

 ・12　・　

 ・　

 ・　

 ・　

 ・　

　 15　※ なら　　・　　・接着工法

　　ブロック１等

　・フローリング

フローリングボードの大きさ　※標準仕様書表19.5.1,3,5

　※ なら　　・　

　※ なら　　・　

　※ なら　　・　 　 15

　・接着工法

　・釘留め工法（直張り）

　・釘留め工法（根太張り）　・フローリング1号

フローリングボードの大きさ　※標準仕様書表19.5.2,4,6

県産材の活用　・適用する（樹種　　　　　　　　）　・適用しない

接着工法の場合の裏面緩衝材　※合成樹脂発泡シート　

　                  ※ウレタン樹脂ワニス塗り 　

現場塗装仕上げ　・行う（施工箇所　　　　　　　　　　　）

 ※C種

 ・B種

 ※C種

 ・B種

 ・A種

 ・A種

 ・　

 ・　 ・15　・　

 ・12　・　

 ・12　・　

 ・12　・　

 ・12　・　

 ・12　・　

　・接着工法

　･　

　※ なら

　･　

　※ なら

　・釘留め工法（直張り）

　・釘留め工法（根太張り）

　  フローリング

　・天然木化粧複合

種類 工法 樹種  厚さ（mm）
間伐材等

の適用

間伐材等

の適用
 厚さ（mm）種別樹種工法種類

　　ボード１等

フローリング張り　Ｇ

単層フローリング

複合フローリング

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量    ※ 規制対象外 　　・　

　                  ・オイルステインの上、ワックス塗り

　                  ・生地のままワックス塗り

８

JIS K 5970に基づく塗料のホルムアルデヒド放散量　※規定対象外　　・　 

仕上げの種類　※　平滑仕上げ　　・　防滑仕上げ　　※標準色　　・　

工法　製造所の指定する工法とする。

材料　水性アクリル系樹脂塗材とし、製造所の指定する製品とする。

防じん用塗床

　下地の種類　・標準仕様書表12.6.1による床組 　　　　　　

　種別　・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N） 

           　  ・  

　             ・ ポリ スチレ ンフ ォ ーム床下地（ ノ ンフ ロン     ）  　 Ｇ 　 　 　 　 　 　

畳敷き

タイルカーペットの敷き方　　平　　場　※市松敷き　・模様流し　　・　　  　　

(表 19.3.1)

・適用する 

・適用しない 

備　考

  備考

 ・適用しない 

パイル形状 種別 施工箇所 寸法 総厚さ（mm）

※ 6.5

・

※ 6.5

・

※ 6.5

・・

※ 500×500

・

※ 500×500

・

※ 500×500※ 第一種

・ 第二種

・ 第一種

・ 第二種

・ 第一種

・ 第二種

・ カット・ループ併用

・ カットパイル

※ ループパイル

ﾊﾟｲﾙ長さ（mm） 　　 工法 　　　　 帯電性  　　パイル形状

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ 

・ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ 

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用 

・5～7　・ 

・4～6　・ 

・  

　・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ 工法  

　※全面接着工法 

   帯電性

 ・適用する 

 ・適用しない 

  備考 色柄等

 ・無地 

 ・柄物 

 (標準品) 

     織り方

 ・ウィルトンカーペット

 ・ダブルフェースカーペット

 ・アキスミンスターカーペット

　　パイル形状

 ・カットパイル

 ・ルーフパイル

 ・カット、

　 ループ併用 

種別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

塗
装
工
事

塗料４

　　 工程の種別 　塗料の種別

       －

       －

       －

・　

・　

・　

・　

 ※1種　・2種

 ※1種　・2種

 ※B種　・A種  ※1種　・2種

 ※1種　・2種

 ※B種　・A種 

 上塗り等級（  ）級

 上塗り等級（  ）級

 ・クリヤラッカー塗り(CL) 

 ・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD) 

 ・耐候性塗料塗り(DP)  鉄鋼面 

 亜鉛めっき鋼面 

 コンクリート面及び

 ※B種　・A種 

        － 

        － 

Ｇカーペット敷き

合成樹脂塗床

　※平滑仕上げ　 

　　　　　　　　　下地面等              種別

          木部
不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合

※A種　・B種

※B種　・A種

※C種　・A種　・B種

・A種　・B種　

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※A種　・B種

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

モルタル面及びプラスター面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ＡＬＣﾊﾟﾈﾙ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面（DP塗装除く）

せっこうボード面及びその他

ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※規制対象外　・ 

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 　　　　　　

            ・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　　　） 

１ 材料

（１８．１．３）

素地ごしらえ２

（１８．２．２～７）

３ 錆止め塗料塗り

（１８．３．２、３） 下地面等

　鉄鋼面

　亜鉛めっき鋼面

　見え掛り部分

　見え隠れ部分

　鋼製建具 

　鋼製建具以外 

  ※A種　・B種

  ※B種　・A種 

  ※A種　・B種　

  ※B種　・A種　

　・A種

　EP-Gの場合　※B種　・A種

　・A種　　※B種

　EP-Gの場合はC種

　B種

　EP-Gの場合はC種

　　　　　　　　　　塗装 　　　種別 　 　塗料の種類
高日射反射率

塗料の適用 Ｇ

・合成樹脂調合

 ペイント塗り(SOP) 

 木部屋外 

 木部屋内 

 鉄鋼面 

 亜鉛めっき鋼面 

 ※A種　・B種 

 ※B種　・A種 

      － 

      － 

      － 

      － 

      － 

        － 

        － 

        －  ※B種　・A種 

 ※B種　・A種 

 ※B種　・A種 

 ・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

 ・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

 ・C種

 ・オイルステイン塗り(OS) 

        －         －  ※B種　・A種  ・木材保護塗料塗り(WP)

        －        －
　（塗料　・水性　　・油性）

　高日射反射率塗装 Ｇ を適用する場合の適用箇所は、屋上・屋根面の金属面とする。

 ・つや有合成樹脂

   エマルションペイ

   ント塗り(EP-G)

 コンクリート面、モル

 タル面、プラスター面、

 せっこうボード面

 その他ボード面等

 屋内の鉄鋼面

 ※B種　・A種 

 ※B種　・A種 

 ・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

      － 

      － 

      － 

      － 

      － 

      － 

      － 

      －         － 

 押出成形セメント板面  ・B種 

 ・A種  上塗り等級１級

 上塗り等級２級

 上塗り等級３級

塗料のホルムルデヒド放散量　※規制対象外　　・　

          仕上げの種類　　   工法       種別   施工箇所 

・厚膜型塗床材 

　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床 

・厚膜型塗床材 

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床 

・薄膜型塗床材 

・薄膜流しのべ 工法 

・厚膜流しのべ工法 

・樹脂モルタル工法 

　※平滑仕上げ　 

・防滑仕上げ 

・平滑仕上げ 

　・防滑仕上げ 　・つや消し仕上げ 

GB-D 

GB-NC 

せっこうボードその他

のボード及び合板張り

 HW 

 MW 

 NW 

 HF 

 NF Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

0.8FK 

1.0FK 

 DR 

RW-B 

GW-B 

GB-R 

GB-S 

GB-F 

GB-L 

（木目）

GB-D 

 MDF

 HB  

  IB 

・現場発泡断熱材 

　（品質性能等）

　　難燃性　　　下記のいずれかによっていること

　　　　　　　　１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験方法」による難燃2級表面加熱

　　　　　　　　　　試験又は難燃3級表面加熱試験に適合していること。

　　　　　　　　２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している発熱性試験（コーンカロリー

　　　　　　　　　　試験）に適合していること。

項目 品質・性能

　　発熱性　　　準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時間は5分において次の１）～

　　　　　　　　　３）に適合していること。

　　　　　　　　１）総発熱量が8ＭＪ／㎡以下であること。

　　　　　　　　２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。

　　　　　　　　３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200ＫＷ／㎡を超えないこと。

（試験方法）

　　　　　２）試料の状態調節は、JIS A 9526の6.2.2による。また、試験片の作成はJIS A 9526の6.2.3

　　　　　　　による。

　　　　　３）試験片の状態調節及び試験場所は、JIS A 9526の6.2.4による。

　　　　イ．原液試験（原液粘度試験）

　　　　　粘度計による見掛け粘度の測定方法」による。

　　　　　JIS K 7117-1「プラスチック－液状、乳濁状又は分散状の樹脂－ブルックフィールド形回転

　　　　　４）圧縮強さ試験は、JIS A 9526の6.2.5による。

　　　　　５）熱伝導率試験は、JIS A 9526の6.2.6による。

　　　　　６）接着強さ試験は、JIS A 9526の6.2.7による。

　　　　　７）透湿率試験は、JIS A 9526の6.2.8による。

　　　　ロ．発砲品試験

　　　　ハ．難燃性の試験は、下記のJIS A 1321に規定する表面試験及び発熱性試験による。

　　　　　１）試料の作成は、JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」の6.2.1による。

　　　　　１）難燃性の試験については、JIS A 1312に規定する試験方法に準じる。

　　　　　２）発熱性試験は、建築基準法に基づく指定性能評価機関が準不燃材料、難燃材料の評価方法

　　　　　　　に使用している試験方法に準じる。

７

６

特殊機能

接着剤

接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の

可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

（１９．２．２）

１

Ｇビニル床シート
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 　　　　　 ・ 　　

（１９．２．２、３）

（１９．２．２）

２

３

　※　規制対象外　　・　　

ホルムアルデヒド放散量

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

　・　図示　　・　

種類の記号 色柄 厚さ(mm) 備考

　※ＦＳ 　・無地

　・マーブル柄

　・柄物

　・帯電防止

　・耐動荷重性

　・防滑性

　※2.0

　・　

目地処理する場合の工法　※　熱溶接工法　　・　

特殊機能 

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

 　　　　　　 又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度

　　　　　種類の記号 　 色柄        寸法     特殊機能     備考厚さ(mm)

 ※ 2.0

 ・ 2.5

 ・ 3.0

 ・帯電防止

 ・防滑性

・ 無地

・ 柄物

・300×300 

・450×450 

・500×500

　※ＫＴ

　・ＴＴ　　・ＦＴ

　・ＦＯＡ　　・ＦＯＢ

特殊機能 
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フリーアクセスフロア１

 　　　　　 ・ 　　

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

 　　　　　　 又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度

ビニル幅木４

（１９．２．２）

５ ゴム床タイル　

（１９．２．２）

材質の種類　※軟質　　・硬質 

高さ(mm)  ※60　　・75　　・100 

厚さ(mm)　※1.5以上　　・ 

寸法(mm)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）   

厚さ(mm)  ・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0 

色柄　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

ビニル床タイル　Ｇ

材質の種類　※単層品　　・複層品 

・タイルカーペット

・ニードルパンチカーペット 

・ タフテッドカーペット

・織じゅうたん

  厚さ（mm）（　　　　）

  帯電性　  ・適用する　　・適用しない

  備考（　　　　　　　） 

　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　・市松敷き　　・ 

下敷き材　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm　　・　

見切り、押え金物の材質、種類及び形状　※図示　　・　　　　　　

　　　なお、上塗りは２回塗りとし、総塗布量は0.25kg/㎡とする。

　畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

　材料を使用したものとする。

せっこうボード等の下地　※図示　　・　

軽量鉄骨下地ボード遮音壁に用いる遮音シール材

　※シーリング材　　・ジョイントコンパウンド

合板類の張付け　　※B種 　・A種　

せっこうボードの目地工法　※仕上表による　　・　

厚さ(mm)、規格等
JIS

記号
種　　類

・ 硬質木毛セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 普通木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木片セメント板

・ けい酸カルシウム板

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 12　  ・ 15　  ・ 18　  ・ 21　 ・　

・ 30 　 ・　

タイプ 2（無石綿）　・6　　・8

・ ロックウール化粧吸音板 ・ フラットタイプ（・ 9 ・ 12 ・　　）　・不燃

・ 凹凸タイプ（・ 12　・ 15  ・ 19  ・ 　）　・不燃

・ 25　　・ 

・ 25(ガラスクロス包）　　・ 

・ ロックウール吸音ボード1号

・ グラスウール吸音ボード32K

・ せっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード 9.5 (不燃) 　　化粧無（下地張り用） 

※12.5 (不燃)　　・15（不燃）     

 　　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

9.5

12.5（不燃）幅 440mm 程度

模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り

9.5（準不燃）

　生地、透明塗料塗り 

  不透明塗料塗り 

接着の程度　・1類　　・2類

・防虫処理

　（※ラワン程度　　・　　　 　　） 

板面の品質（　　　　　） 

厚さ(mm)（　　　　　） 

・防虫処理 　・難燃処理 　・防炎処理 

接着の程度　・1類　　・2類

表板の樹種

化粧加工の方法 （・オーバーレイ ・プリント ・塗装） 

表面性能（　　　　    　）タイプ 

接着の程度　・1類　　・2類

・防虫処理

厚さ(mm)（　　　　　） 

樹種名（　　　　　　　　） 

厚さ(mm)（　　　　　） 

　（※しな程度　　　・　 　　　　） 

JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・　　　）

・3　　・7　　・9　　・12　　・　

・10　　・12　　・15　　・18　　・　

・ 無研磨板ＶＮ　　・ 研磨板ＶＳ

・ 単板オーバーレイ ＤＶ

・ プラスチックオーバーレイ ＤＯ 

・ 塗装 ＤＣ

・ 10（難燃）　・ 12（難燃）　・  

・未研磨板（・スタンダード　・テンパード ＲＮ） 

・研磨板　（・スタンダード　・テンパード ＲＳ） 

・内装用 ＤＩ　　　・外装用 ＤＥ

・2.5　　・3.5　　・5　　・7　　・　

 A級（・天井仕上　　・内装仕上　　・　　　　）

・9　　・12　　・15　　・18　　・　

・ シージングせっこうボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

・ 化粧せっこうボード

・ 化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

　（トラバーチン模様）

・ 普通合板　Ｇ

・ 天然木化粧合板　Ｇ

・ 特殊加工化粧合板　Ｇ

・ メラミン樹脂化粧板

・ ポリエスチル樹脂化粧板

・ ミディアムデンシティ

　 ファイバーボード　Ｇ

・ 単板張りパーティクルボード Ｇ

・ 化粧パーティクルボード　Ｇ

・ ハードボード（素地） Ｇ

・ ハードボード（化粧）　Ｇ

・ インシュレーションボード　Ｇ

断熱材 Ｇ

（１９．９．２、３）

　※規制対象外　・　

フェノールフォームを使用した断熱材、保温材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

厚さ(mm)種類 施工箇所

　・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

　　（スキン層なし）

　・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材

　・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

　・ フェノールフォーム断熱材

　・2種bA

　・　

 ・25　・　

 ・25　・　

 ・25　・　

 ・25　・　  ・　

 ・スラブ

 ・　

 ・　

 ・　

施工箇所詳細は、仕上表及び図示による

・断熱材現場発泡工法 　　

・断熱材打込み工法 

  断熱材の種類　※A種1　　・A種1H 　　

  施工箇所　・図示　・ 　 

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　※B種 　・A種　

コンクリート面の素地ごしらえ　　　　　※B種 　・A種　

せっこうボード面の素地ごしらえ　　　　※B種 　・A種　

（１９．８．２、３）

壁紙張り

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　　・　

施工箇所 壁紙の種類 防火性能 備考

その他無機質ﾌﾟﾗｽ繊維紙

ﾁｯｸ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃

・ 不燃・ 準不燃・

・

スロープ及びボーダー　※製造所の仕様による　・図示

　配線取り出し開口　※製造所の仕様による

空調用吹き出し（吸い込み）パネル　・無し　・有り（形式、施工箇所：図示）

18

10

11

12

13

（１８．４．１～１８．１４．２）

（１９．３．３、４）

（表１９．３．１）

（１９．４．２、３）

（表１９．４．４、５）

（表１９．５．１～５）

（１９．５．２～６）

（１９．６．２）

（表１９．６．１）

（１９．７．２、３）

（２０．２．２）

19

内
装
工
事

20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

 ・　接地部分　・　3種bA

 ・　外壁　　・　2種bA  ・　25

 ・　30

  厚さ（mm）　・25　　・30 　・　20
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A2：100%　A3：71%

Ａ －

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号 浦川　英敏

堀江　司
一級建築士登録

第０３－３２３号 ―
特記仕様書８

・

※0. 6

・ 0. 8

４ トイレブース

（２０．２．５）

（試験方法） 

      適用安全使用温度（300 ℃）から適用安全使用温度まで100℃間隔で30分間加熱冷却を繰り返し、各

（２）透水性試験 　

      し、サイズは内径600mm×長さ1000mm程度とする。） 

      JIS A 5430「繊維強化セメント板」10.6透水性試験による。 

（３）耐酸性試験

      1.0％濃度の硝酸及び硫酸水溶液に下記の方法で浸せきした後、試験体の外観を調べる。 

      試験は、試験体を温度20℃、湿度60％の試験室に24時間以上静置した後、酸水溶液に1週間（168

      時間）浸せきする。（ただし、酸水溶液は48時間毎に交換する。）その後、48時間以上温度20℃、

      湿度60 ％の試験室に静置した後に外観観察を行う。（試験体のサイズは、100mm×50mmとする。）

      JIS R 2616「耐火断熱れんがの熱伝導率の試験方法」による。 

      試験設定温度は100 ℃、150 ℃、300 ℃、450 ℃、600 ℃とする。 

（１）スポーリング性試験 　

（４）熱伝導率測定 　

ブラインド

（２０．２．１２）

アルミ ニウム及びアルミ ニ受枠材 蓋枠材 

ウム合金押出形材  （ 表面処理） JI S H 8602のB種又はJI S H 8601のAA15 

JI S H 4100のA6063S -T

ステンレ ス鋼製 JI S G 4305のSUS304, JI S G 4305のSUS430

（ 表面処理） HL又は2B

仕上げ程度

－鋼製 

程度

（ 表面処理） HL又は2B仕上げ

鋼製又はJI S G 3313の類に

メ ラ ミ ン 樹脂焼付塗装若し

止めペイ ント ( JI S K 5629)

く は、 鉛酸カ ルシウムさ び

の防錆処理を 行っ たも の

二重蓋の中蓋

目地材

鋳鉄 

黄銅   

JI S G 5501のFC150, FC200

JI S H 3100  C2600、 C2720、 C2801 

JI S H 3250  C3602、 C3604  

底板材 コ ーナー

ピ ース 底板補強材 

－

ステンレ ス

JI S G 4308のSUS304

JI S G 4305のSUS304、 SUS430J1L又はSUS443J1 

ステンレ ス鋼板 

JI S G 4308のSUS304

J1L､SUS443J1 

JI S G 4305のSUS304、 SUS430 JI S G 4305　 SUS430

アルミ ニウム板 

鋼材 －

JI S H 8602( B)  

合被膜 JI S H 8601( AA15)  

表面処理： 陽極酸化塗装複

JI S H 4000( A1100P H24)  

の防錆処理を 行っ たも の

止めペイ ント ( JI S K 5629)

く は、 鉛酸カ ルシウムさ び

メ ラ ミ ン 樹脂焼付塗装若し

鋼製又はJI S G 3313の類に

形状に適し た弾力性、 密着性、 気密性を 有するも の 

スポン ジラ バー、 エチレ ンプロピ レン 等 枠の材質、

塩化ビ ニル系ゴム、 軟質塩化ビニル、 ク ロロ プレ ン、パッ キン 材 

アン カ ー材 

取手 

鋼製に電気亜鉛めっ き 又は防錆塗料を 行っ たも の

ないも のと する 

合成樹脂製のも のは、 衝撃による 変形・ 割れが生じ

ン レス鋼材、 アルミ ニウム押出形材などで被覆し た、

鋳鉄製、 ステンレ ス鋳鋼品、 ステンレ ス製等 ステ

黄銅鋳鉄製、 黄銅製、 アルミ ニウム押出形材・ 合金

施錠・ 開錠は、 鍵又は開閉用ハン ド ル式と する 

黄銅製、 ステンレ ス製、 亜鉛合金製と する 鍵 

蓋の耐荷重性能 

破壊荷重は、 荷重値のPnの2倍以上であるこ と  

受け枠、 蓋その他の使用上支障がないこ と 。  

検口の有効径の0. 08％以内である こ と 。  

蓋中央部が荷重値Pn=1, 000Nにおいて残留たわみが点

　 受け枠寸法の許容差　 ±0. 5mm以下 

　 　 　 　 部材名 　 　 　 　 　 材質 　 　 　 　 　 屋内外用  　 　 　 屋内用

SUS430J1L, SUS443J1

　 蓋付寸法の許容差　 　 ±0. 5mm以下 

　 受け枠と 蓋枠のク リ アラ ン ス　 片側2. 0mm以内 

（ 試験方法）  

耐荷重試験 　

　 試験体は、 張物用と し 、 600mm角程度、 枠見込みは、 40mm以下と する 。  　

　 試験は、 蓋枠の四周を 支持さ せ、 蓋の中央部にφ50mmの加圧板を 設置し 、 加圧する。  　

　 本試験前に200Nを 加圧し た後、 本試験を行う 。  　

　 本試験は、 1, 000Nで加圧、 荷重除去を 3回繰り 返し 行っ た後、 その後試験体が破壊する （ 終局荷重）

　 まで加圧する。  

　 測定は、 蓋中央部にかかる 加圧を 200N増す毎にたわみと 受け枠の変形その他の異常について

　 1, 000Nまで3回繰り 返す。  

（試験方法） 

（１）耐震性能 

      １）設計床高さ≦300mmの場合 

          試験体ユニット1000mm×2500mm程度 

          所定の重りの質量　3000N：200kg　5000N：350kg 

          加振　0.6G：所定加速度600cm／S2　1.0G：所定加速度1000cm／S2 

      ２）300mm＜設計床高さ≦600mmの場合 

          ① 固定台による耐震性能試験 

             イ、支柱調整式－支柱分離型・支柱固定タイプの全てのタイプ共、下記の試験方法－１

                 又は、試験方法－２による。 　　

             ロ、原則として、試験方法－１はパネル単体設置（Ａタイブ）に適用し、試験方法－２

                 はパネル連結設置（Ｂタイプ）に適用するものとする。

          ②試験方法－１ 

             イ、試験は、ｺﾝｸﾘｰﾄ(JIS A 5371ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品 種類：N300)に接着した支柱

                 の頂部に対し、水平方向に適用地震時水平力及び水平最大耐力まで加力し､ 各測

                 定点における水平力、支柱頂部の変形量を測定する。 

             ロ、加力方向は､支柱要素に対して最も不利な方向とする。試験体数は､3個とする。

          ③試験方法－２ 

             イ、試験は、ｺﾝｸﾘｰﾄ(JIS A 5371ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品　種類：N300)に接着した数ユ

                 ニットの支柱の頂部に対し、水平方向に数ユニット分相当の、適用地震時 水平力

                 及び水平最大耐力まで加力し､各測定点における水平力、支柱頂部の変形量を測定

                 する。加力方向は､支柱要素に対して最も不利な方向とする。 

             ロ、最終的に水平力を支持する支柱の本数で除した値を、支柱１本当たりの水平力と

                 する。又、800㎜×800㎜に荷重板3,200 N（5,000 N／１㎡ 相当）を１箇所設ける。

                 試験体数は､１セットとする。

　　　　　④零点補正及び測定記録試験体と試験機の隙間等を除去するため、始めに適用地震時水平力

            の1／2程度の水平力を加力した後、速やかに除荷して“０”にした状態を零点とする。

 　　　　　 又、水平力による各測定点の荷重及び変形曲線を測定し記録する。 　

      ３）共通事項 　　

          試験に使用する表面仕上げ材 　　　

            種類：タイルカーペット　　　　　

            繊維素材：ナイロン100 ％ 

            パイル携帯：ループパイル　　　　

            パイル長：3.0㎜～4.0㎜ 

            パッキング素材：塩化ビニル樹脂　

            全厚：6.0㎜～7.0㎜ 

            単位質量：4.0㎏/㎡～64.0㎏/㎡　

            人体耐電圧：２KV以下 

２ 可動間仕切

（２０．２．３） 防火性能

・不燃

表面仕上げ材構造形式による

書類

構成基材の種類 

スタッド パネル 材質 厚さ

(mm)

　遮音性

(dB/500Hz)

・スタッド式(露出)

・パネル式

・スタッドパネル式

※スタッド式(内蔵) ※鋼板 ・メラミン樹脂焼付

　け又はアクリル

・壁紙張り

・　

・0

・15程度

・30程度

・36以上

 パネル表面仕上げ

　樹脂焼付け塗装

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外

パネル内に取付ける建具 ・あり（※図示　・　　　） ・なし

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による

ドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは、標準仕様書16章8節の建具用金物に対応する材質とする。

３ 移動間仕切

（２０．２．４）
走行方向 操作方法

材質

圧縮装置の

操作方法

総厚さ

(mm)

・鋼板

・

・プッシュ式

・ハンドル式

・手動式

・電動式

・部分電動式

パネル表面仕上げの壁紙張り の品質、 性能　 標準仕様書19章によ る

遮音性能は、 JI S A 6512に準拠し 、 中心周波数500Hzの音についての透過損失と する

ハン ガーレールの取付け下地の補強

　 ※取付け全重量の５ 倍以上の荷重に対し て、 使用上支障のない耐力及び変形量と なる よう に補強する 。

　 ・ 図示

表面仕上げ材 　遮音性

(dB/500Hz)パネル表面仕上げ

・メラミン樹脂焼付け

　又はアクリル樹脂

・36未満

・36以上

　焼付け塗装

・壁紙張り

・

（ 品質・ 性能及び試験方法）

（ １ ） パネル（ 表面材、 心材、 フ レ ーム材、 幅木、 笠木及び補強材） 及びハンガーレールは、

      JI S A 6512「 可動間仕切」 の表9又はこ れら と 同等以上の品質性能を有し 、 かつ、 接触腐食を

      おこ さ ないも の又は防食処理を施し たも のと する 。

（ ２ ） 吊り ボルト

　 　 　 JI S B 1051「 炭素鋼及び合金鋼製締結用部品の機械的性質－第一部： ボルト 、 ネジ及び植込み

　 　 　 ボルト 」 によ る。

（ ３ ） パネルの外観

　 　 　 JI S A 6512「 可動間仕切」 の5. a)  ～ c)  による 。  

（ ４ ） ホルムアルデヒ ド 等

　 　 　 JI S A 6512「 可動間仕切」 ７ 材料によ る。

（ ５ ） パネルの操作性

      パネル操作の初動力は98N以下と する 。

（ ６ ） 耐衝撃性 　

      質量50Kgにおける 衝撃試験において構造部材の折れ、 曲り の異常がなく 表面の、 割れ、 はがれが

      ないも のと する。 また、 接点・ 接床部が外れないこ と 及び多少のずれがあっ ても 圧接装置の

      調整で元に戻せる も のと する 。  

（ ７ ） 遮音性能 　

      遮音性試験はJI S A  6512に規定する 透過損失単位によ る各区分ごと に、 500Hzの音について透

      過損失の規定値に適合する も のと する 。

（ ８ ） パネル圧接装置の耐久性

      パネル圧接装置の固定･解除は、 7, 500回の繰返し 耐久試験実施後、 質量50kg衝撃試験で異常の

      ないも のと する。

（ ９ ） レ ールの耐久性 

      レ ールは普通パネルで吊り 車の通過回数が30, 000回以上で異常のないも のと する 。  

（ １ ０ ） 吊り 車の耐久性 

      吊り 車は、 走行距離60 Kmで操作性に異常がなく 、 レールに大き な変形がないも のと する。  

（ １ １ ） 吊り ボルト の引張強度 　

      一本にかかる 荷重の15倍以上の引張り 強度がある も のと する 。  

（ １ ２ ） ラ ン ナーの引張強度

      引張試験を 実施し 、 普通パネル重量の５ 倍の荷重を、 パネル１ 枚に使用する ラ ン ナーの数で除し

      た値以上の強度がある も のと する 。

パネルをランナーに取り付ける部品

　※パネル重量の５倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナー数で除した値に対して、耐力及び変形量

　　使用上支障のないものとする。

　・図示

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

・スタッド式(露出)

・平行方向 移動式 

・二方向 移動式 

（品質・性能）

以下のもの又は同等のものとする

耐震スリット

止水板

材質　・塩化ビニル製（種類　　　　　　）　　・非加硫ブチルゴム製　　・　

形式　・埋込式　　・据置式　　・壁張式

寸法（mm）・　

施工箇所　・図示　　・　

エキスパンション

ジョイント金物

外部は防水型とする。

備考耐火性能クリアランス（mm）材質

・アルミニウム製

・ステンレス製

・50

・100

・150

・有（　　　　）

・無

・耐火型

・非耐火型

・有

・無

目地

　目地材 ・シーリング材（見え掛かり部のみ）

・　

・シーリング材（見え掛かり部のみ）

・シーリング材（内外共）

　目地寸法（mm） ・幅20×深さ10 ・幅20×深さ10

・　 ・　

備考防水性能

目地

耐火性能

内壁 外壁

目地材の材質は標準仕様書表9.7.1による。

旗竿受金物

材　種　・ ステンレス製 (SUS 304)  

フェンス

車止め支柱

　　　　　　　　  ・アルミフェンス

高さ　・図示　　・ 

　                ・鋼管フェンス 　

 　　　　　　　　 ・樹脂塗装メッシュフェンス 　　　　　　　　

フェンスの種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

高さ(mm)柱径、肉厚(mm)材種形式

・上下式鎖内蔵式

・

・標準品 

・スプリング式 

・ステンレス製 

・

・ ・

　アルミスラット　焼付け塗装仕上げ

　クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

　ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は Ｇ とする。

形式 操作方法 種類 スラットの材質 スラット幅

（mm）

ボ ッ ク ス

レールの材質

幅 ・ 高 さ

取付け箇所

・横型

・縦型

・手動

・手動

・電動

・電動

※ギア式

・コード式

・操作棒式

※2本操作

　コード式

・1本操作

　コード式

※アルミニウム

　合金製　Ｇ

※アルミスラット

※25

・　

・クロススラット

・80

・100

※鋼製

・　

アルミニウム

合金製

・図示

・　

・図示

・　

－　

－　

材質　・集成材（仕上げ：　　　　　　　）

　　　・アルミニウム製　押出し型材（市販品）

　　　・表面処理　・BC-1　・BC-2（・標準色（　　　　）・特注色（　　　　））

　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　）

溝型×深さ（mm）　・90×150　・120×80　・120×150　・150×80　・図示　

 ブラインドボックス

 及びカーテンボックス

      温度設定時の加熱後及び冷却時の試験体亀裂、剥離、脱落の状況を観察する。（試験体は完成品と

ロールスクリーン　Ｇ

（２０．２．１３）

・ガラス繊維製

・合成・天然繊維製

・木製

・　

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

・１級

・２級

・３級

・　

・図示・図示

・　

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料

　※製造所の仕様　　・　

材種 操作方式 遮光性能 寸法（mm） 取付箇所 備考

・　

カーテン及びカーテ

レール

（２０．２．１４）

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　※300mm以上　　・　

カ ーテン

ポリ エステル繊維又は植物を 原料と する 合成繊維を 使用し た製品を 使用する 場合は　 Ｇ 　 と する 。

カ ーテン レール

・手引き

・ひも引き

・電動

・シングル

・ダブル

・片引き

・引分け

・フランスひだ

・箱ひだ、つまひだ

・プレーンひだ、片ひだ

(暗幕)

・図示

・

　材種　　　　　　　　※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

　　　　　　　　　　　・ステンレス製

　形式　　　　　　　　・シングル　　　　・ダブル

　　　　　　　　　　　・片引き　　　　　・引分け

　強さによる区分　　　※　10-90         ・　

　仕上げ　　　　　　  ※アルマイト　　　・　

　形状　　　　　　　  ※角形　　　　　　・ 

備考取付箇所きれ地の種別、品質、

特殊加工等

ひだの種類開閉操作形式

・アルミニウム製 ・460×460

・600×600

・　

・一般形

・気密形

・屋内外用

・屋内用

・額縁タイプ

・目地タイプ

・額縁タイプ

・目地タイプ

　 　 　 する。

（ 品質・ 性能）

内外枠の材質  アルミ ニウム製　

  JI S H 4100 A6063S又は同等の性能を 有する も の 　

  表面処理　 陽極酸化皮膜JI S H 8601( AA6) 又は同等の性能を 有するも の 　 　 　 　 　

　           （ 外部に用いる 場合は、 JI S H 8602のB種又は同等以上の性能を 有するも の）

内枠及び外枠のコ ーナーピース

  鋼板に亜鉛めっ き 等の防錆処理を 行っ たも の又は同等の性能を 有する も の

外枠の取付け金物 　

  鋼板に亜鉛めっ き 等の防錆処理を 行っ たも の又は同等の性能を 有する も の 

内枠の仕上げ材留付金物 

　 アルミ ニウム及びアルミ ニウム合金押出形材、 亜鉛めっ き 鋼板又は同等の性能を 有するも の 

耐久性能（ 繰り 返し 開閉試験）

　 　 　 （ １ ） 50回、 100回、 300回の内蓋の垂れ下がり が、 0. 5mm以内。

　 　 　 （ ２ ） 開閉試験後、 使用上支障を きたす異常がないこ と 。

枠の寸法許容差　 ±0. 5mm以内 

外枠と 内枠のク リ アラ ン ス　 片側2. 0mm以内

（ 試験方法）  

内蓋（ 内枠） の繰り 返し 開閉試験 

（ １ ） 試験体は、 枠見込み40㎜程度のも のと する 。  

      吊り 金物は、 外枠を天井下地取付け用チャ ン ネルに直接留付ける 方式（ 天井ボード などの仕上

      材を挟んで固定し ない方式） と する。 標準仕様書14章4節により 製作し た試験体固定用天井

      下地開口補強に試験体の天井点検口450㎜×450㎜を吊り 金具4箇所にて各メ ーカ ー仕様

      に従い取付ける。 なお、 野縁の種類は、 19形と し 仕上げ材は、 せっ こ う ボード 厚さ 9. 5㎜（ JI S

      A 6901「 せっ こ う ボード 製品」 のGB－Rの難燃2級又は発熱性2級以上） 二重張り と する 。  

（ ２ ） 試験は、 内蓋を閉じ た状態から 自由開放状態にする動作を 繰り 返し 行う 。  

（ ３ ） 測定は、 上記繰り 返し 試験において、 各50回、 100回、 300回毎に内蓋の垂れ下がり 状態を 測定

点検口 ・天井点検口

・床点検口

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

・アルミニウム製 ・460×460

・600×600

・一般形

・密閉形

・屋内外用

・屋内用

・鍵付き

・　

・ステンレス製

・鋼製

内枠外枠形式寸法（mm）材種

材種 寸法（mm） 形式 備考

表面材の材料 脚部形状 ドアエッジ材質

　※メラミン樹脂系化粧板

　・ポリエステル樹脂系化粧板

　※幅木タイプ

　・　

　※アルミニウム製

　・ステンレス製

　・表面材と同材

   項目                                         品質・性能

（２）構造金物

メラミン樹脂系、ポリエステル樹脂系化粧板又はメラミン樹脂系単一材とする。表面材 

裏打材 JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、鋼材については、防食処理及び防錆

処理を施した材料とする。ただし、メラミン樹脂系単一材の場合は適用しない。

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質とする。ただし、メラミン樹脂系単一材の場心材 

合は適用しない。

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、鋼材については、亜鉛めっき処理を枠材 

施した材料とする。エッジ材 

小口 防水処理を施す。

笠木 

脚部

（脚具、幅木）

頭つなぎ等で使用するビス類の材質はステンレス製とする。 

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、耐蝕性のあるものとする。 

   　項目                                    品質・性能

頭つなぎ等 

壁見切り金物

（３）付属金物

ヒンジ 耐蝕性のあるものとする。

   　項目                                    品質・性能

                                   品質・性能

耐薬品性及び耐汚染性 耐引っかき性 開閉耐久性

腐蝕の恐れのある材料には防錆処理を施してあるものとする。 

戸当り部のゴムは、使用に十分耐える材質であるものとする。 

（４）外観は、JIS A 6512「可動間仕切」の5.b) による。 

（５）パネル表面材の耐薬品性・耐汚染性・耐ひっかき性・開閉耐久性 

      項目

化粧板及びメラ

メラミン樹脂系

ミン樹脂系単一

材

JIS K 6902「熱硬化性樹脂高

圧化粧板試験方法」15.2 B法

の表6に示された耐汚染性のう

ち材料番号3.6.7.8.9.10.17.

の試験結果の判定は、「変化

なし」であるものとする。

また、材料番号1.2.4.5.11.

12.13.14.15.18.は、「変化な

し又は軽微な変化」であるも

のとする。又は、これらと同

等以上の性能を有するもので

あるものとする。

JIS A 4702「ドアセット」

9.4開閉繰り返し試験による

スイングドア（開閉回数10万

回）を満足すること及び試験

終了時点で構造金物、固定金

具等に緩みのないこと。

脂系化粧板

低圧メラミン樹 ポリエステル樹脂系加工化粧合板、ポリエステル樹脂系化

粧ＭＤＦ、ポリエステル樹脂系化粧パーティクルボードの

いずれかの品質に適合していること。

ポリエステル樹脂系

加工化粧合板

こと。

試験片の表面に色が残らない

た耐汚染性B試験において、

条特殊加工化粧合板に示され

JAS「合板の農林規格」第８

μm以内であること。

て、きずの深さの平均値が10

た耐引っかき性B試験におい

条特殊加工化粧合板に示され

JAS「合板の農林規格」第８

化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

ポリエステル樹脂系

ポリエステル樹

脂系化粧ＭＤＦ

JIS A 5905「繊維板」の表18の規定に適合していること。

JIS A 5908「パーティクルボード」の表11の規定に適合して

いること。

（試験方法） 

（１）ヒンジは、JIS A 1510-2「建築用ドア金物の試験方法－第2部：ドア用金物」に規定する試験

　による。

（２）戸当りの衝撃試験は、JIS A 1510-2に規定する試験による。 

パネル材料のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・　　

―

ラッチセット 

戸当り 

厚さ（㎜）　　※５　　・　

取付箇所　　　・図示による　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

寸法（㎜）　　・図示による　　・　

（２０．２．９）

鏡７

煙突ライニング

（２０．２．１１）

９

・煙突用成形ライニング材

　　適用安全使用温度　　・４００℃　・６５０℃

（品質・性能）

種類

適用安全使用温度 

加熱線収縮率 

曲げ強度 

圧縮強度 

ｽﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ性 

透水性 

耐酸性 

石綿 

ﾗｲﾆﾝｸﾞ材とｺﾝｸﾘｰﾄ

の境界温度 

100℃以下とする。 

使用不可。 

試験体に形状変化が見られず、崩壊する危険性がないものとする。 

試験体裏面に水滴が生じないものとする。 

試験体に亀裂の発生、剥離あるいは脱落等がないものとする。

1.0N／㎜2以上 

0.8N／㎜2以上 

2.0％以下 

・400℃　・650℃ ・400℃　・650℃

2.0％以下

2.0N／㎜2以上

2.0N／㎜2以上

・ｿﾞﾉﾄﾗｲﾄ系けい酸ｶﾙｼｳﾑライニング材 ・心材付繊維積層ライニング材

案内用図記号はJIS Z 8210による。

８ 表示

（２０．２．１０）

誘導標識、非常用進入口等の表示　※消防法に適合する市販品　・　

・鋼製黒板

・ほうろう黒板

※焼付け

・　

・ホワイトボード ほうろう 白

※緑・

・黒

・平面

・曲面

・スクリーン付き引分け

※スクリーン付き引分け

・　

・　

種類 寸法（mm） 色彩 形式

６

（２０．２．８）

黒板及びホワイト

端部フラットエンド取付け寸法種類 幅（mm）

※ステンレス製（SUS304）

　ビニルタイヤ入り

・　

※約35

・　

※接着工法

・埋込み工法

※あり

・なし

※ビニル製

・ステンレス製

　　　　　－

５ 階段滑止め

（２０．２．６）

ボード　Ｇ

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、取付け形式等

　※図示　　・　

（１）パネル

品質・性能

20

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

08

大山中学部室棟建替工事



仮設事務所

171

171

158

至　米子

至　倉吉

至　御来屋駅

至　淀江駅

山陰
道

大
山
口
駅

158

大山町役場
大山公民館

大山町役場
大山支所

大山きゃらぼく保育園

合銀

Ｎ

鳥取県西伯郡大山町所子310

工事場所

A2：100%　A3：71%

Ａ －

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号 浦川　英敏

堀江　司
一級建築士登録

第０３－３２３号

Ｎ

▼敷地境界線

正門

給食センター

配置図　1:500

▼敷地境界線

▼
道
路
境
界
線

▲
道
路
境
界
線

▼敷地境界線

▲
敷
地
境
界
線

▲
敷
地
境
界
線

▲道路
境界線

渡廊下 

技術棟

 

▼
敷
地
境
界
線

屋内運動場
渡廊下２

1：500

附近見取図

教室・管理棟

コンピューター 室

 渡廊下１

消火水槽

 架空線H3.2ｍ

工事車両通行時注意

工事車両出入口

 倉庫

大山中学校部室棟建替工事

附近見取図・全体配置図
09

計画建物
1FL＝GL+120

▲
敷
地
境
界
線

工事車両駐車場

１．

■施工に関する注意事項

３．

建物を使いながらの工事であるため、町担当者、学校担当者と協議を

行いながら工事を行うこと。また、生徒、先生への安全に特に留意し、

授業中の騒音、振動はできるだけ抑えること。

工事標識・工事案内等を適宜設置すること。

２． 敷地内に搬入した材料の保管場所は、学校担当者と協議の上決定し、

火災、その他事故の防止に努めること。

４．

５． 仮設計画を作成し、学校・町と協議し、最終位置を決定すること。

学校の運営に対し、最小の支障になるよう工程を作成し、

学校・町と協議すること。

６．

７. 作業時は作業範囲を必ず区画し、立ち入り禁止措置を行う事。

８.

新築工事に伴い発生した、産業廃棄物については

各法令に従い適切に撤去・処分すること。

材料・産廃等の搬入出時は適切な運送計画を作成し、作業を行う事。

グラウンド

資材、ごみ置場
（協議による）

（協議による）

（協議による）



4,5504,5504,5509,100

2,2752,2752,2752,2752,2752,2751,8201,8201,8203,1852,275

24,570

X1X0 X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2

A2：100%　A3：71%

－

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号
第２８－３２３号

浦川　英敏
堀江　司

一級建築士登録

Ａ

コンピューター室
1階建　鉄骨造

延床面積　229.00㎡
建築面積　229.00㎡

【その他建築物】

屋内運動場

Ｎ

10
部分配置図・建物求積図

大山中学校部室棟建替工事

2000×3000　2枚

33.12㎡

▲

▲

高跳マット

通路

器具庫

排水目皿 排水目皿

6.62㎡
石灰保管庫

▲

▲▲▲▲▲▲

部室3
16.56㎡16.56㎡

部室2部室1
16.56㎡

200 ≒6,500

竪樋カラ-VP外径60Φ

▼
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
壁
芯

▼
屋
内
運
動
場
壁
面

竪樋カラ-VP外径60Φ

竪樋カラ-VP外径60Φ

1：100,300

3,
64
0

1,
82
0

1,
82
0

1,
82
0

5,
46
0

Y3

Y2

Y1

Y0

2,
40
0

≒
1,
90
0

竪樋カラ-VP外径60Φ

▲コンピューター室壁芯

建物求積図

あ

A

延床面積

建築面積

あ

あ A＋

89.43㎡

＝134.1522 134.15㎡

24,570 455455

2,
82
0

3,
64
0
1,
00
0

1,
82
0

1,
00
0

建物求積図　1:300

あ

A

24.570×　3.640　＝　89.4348㎡

24.570×　1.820　＝　44.7174㎡ 今回工事での新設コンクリート舗装範囲を示す。

未舗装部分を示す。

既存コンクリート舗装範囲を示す。

(＋〇〇)

＋〇〇

現状地盤レベルを示す。

計画地盤レベルを示す。

竪樋カラ-VP外径60Φ

放送設備取付ポール

位置監督員、監理者と決定。

既存ポール再利用ができるか

解体時に協議の上、決定

-30-30

±0±0

-30 -30

±0

-30-30

-90
-90

-140 -140

-160

-105-105

-120 -140

-30

1.4
％

5.1％

3.5％

1
.
6
％

1.
4％2.

6％

±0

±0

-30

3.1％

±0

±0

-30 -30

(-120)(-45)(-50)

KBM＝側溝躯体
（KBM＝FL-120）
（KBM＝設計GL）

(-120)

(-120)(-120)

(-120) (-120)

(-120)

(-705)

(-255)

(-405)

(-555)

(-705)

側溝底天(-410)

(-30)(-20) (-30)

-50

-50

-50

UP

グラウンド

3
.
6
％

既設側溝に接続

既設桝500□ 既設桝500□ 既設桝500□

既設桝に接続
既設桝に接続

600

竪樋カラ-VP外径60Φ

-50

側溝底天(-905) 既設側溝に接続

はつり・復旧は建築工事



防水モルタルt20金鏝仕上

ＡＬＣ　軽量気泡コンクリート板

ＬＣ　　軽量コンクリート

ＣＢ　　コンクリートブロック

ＲＣ　　鉄筋コンクリート

ＧＬ　　石こう系接着剤直貼工法

Ｗ　　　木製

ＬＧＳ　軽量鉄骨

Ｍ　　　モルタル

ＳＵＳ　ステンレス（特記なき限り３０４）

Ｓ　　　スチール

ＡＬ　　アルミニウム

ＢＲ　　真ちゅう

ＶＣ　　塩化ビニル

ＰＢ　　石膏ボード

準　　：下地共準不燃

難　　：難燃材

準　　：準不燃材

不　　：下地共不燃材

不　　：不燃材

音　　：遮音間仕切（天井裏まで）

１．天井点検口はアルミ枠の天井仕上同材とする。特記なき限り４５０角。

２．カーテン、カーペット類は防炎加工品とする。

３．特記なき限りＳＵＳは３０４とする。

４．ボードの目透し部は専用テープ＋塗装とする。

※．クロスの接着剤は酢酸ビニル樹脂系エマルション系接着剤と

※．壁、天井のクロスは改正後ＪＩＳ　Ａ６９２１（壁紙）

　　０．２ｍｇ／リットル以下　適合品
　　マーク表示品とする。基準値：ホルムアルデヒド放散量

　　ＪＩＳ　Ａ６９２２壁紙施工用でん粉系接着剤「Ｆ４スター」

　　を混合したものとする。

※．壁、天井裏の断熱材は改正後のＪＩＳ規格による「Ｆ４スター」

※．使用する建材は、ＪＩＳ規格による「Ｆ４スター」

　　の表示のあるＪＩＳマーク表示商品とする。

　　の表示のあるＪＩＳマーク表示商品とする。

※．木製家具、木製建具等の材料は全て「Ｆ４スター」品を使用する。

５．特記なき限りＬＧＳ間仕切は９０型、外壁廻り・柱型廻りはＬＧＳ５０型とする。

木目調不燃化粧板ｔ６．０

不燃ペフ

不燃ビニルクロス（下地は不燃）

不燃和紙クロス（下地は不燃）

繊維混入ケイカル板ｔ８

ＰＢｔ９．５（不燃）

グラスウール

：不燃　　ＮＭ－０４４１

鉛ボードｔ14.5（PBｔ12.5+鉛板ｔ2）：不燃　　H12.建設省告示第1400号

：不燃　　H12.建設省告示第1400号

：不燃　　ＮＭ－９９１４

岩綿吸音板

：不燃　　ＮＭ－１８６４

塗料（下地不燃）

塗料（下地準不燃）

：不燃　　ＮＭ－８５８５

：準不燃　ＱＭ－９８１６

化粧ケイカル板ｔ６　　　

無機質クロス１級（下地は不燃）

無機質クロス ：準不燃　ＱＭ－９５６４

：不燃　　ＮＭ－４２２７

：不燃　　ＮＭ－８５９９

６．ＰＢｔ９．５は全て不燃とし無機質クロスは全て１級（下地不燃）とする。

ＰＢｔ１２．５ ：不燃　　H12.建設省告示第1400号

：不燃　　ＮＭ－１２７１

：不燃　　ＮＭ－２９３９

：不燃　　ＮＭ－９８９１

：不燃　　ＮＭ－０９９６

：不燃　　H12.建設省告示第1400号

不燃突板パネル

耐水ＰＢｔ１２．５ ：不燃　　ＮＭ－９６３９

：不燃　　ＮＭ－１２６５

７．延焼の恐れのある開口部（法2条九の二号ロ）、建設省告示1360号　

不燃化粧ＰＢｔ９．５

屋根同材

嵌合式立平葺：カラーガルバリウム鋼板t0.5

ゴムアスルーフィング、野地板t12

カラーアルミt1.0　既製品

カラーガルバリウム鋼板t0.4　既製品

角波鋼板：カラーガルバリウム鋼板t0.4

ベース：アルミ捨板　ビス固定

アルミ複合板t3.0　高耐候性カッティングシート貼

溶融亜鉛メッキ　L-50×50×4（2段）

グラスウールt100(24K)

グラスウールt100(24K)

ポリスチレンフォームt25敷込

溶融亜鉛メッキ

DP塗装　プライマー処理

SOP塗装　防塵塗装下地

外部に使用するﾋﾞｽ等は特記なき限り

SUS304、アルミ、溶融亜鉛メッキとする

2600

2600

ＧＷｔ100 ━

━

塩ビ

塩ビ

木下地

木下地

土間コンクリート下地

土間コンクリート下地

━

━

化粧SUS製既製品　アンカー止め
コンクリート舗装（歩行用）土間コンクリートt120

溶接金網：φ6-150×150　カッター目地@5000以下

現しになる木構造材の保護塗装はキシラデコール

2回塗りとする

軒先スリットより換気を行う。詳細図参照。

防虫金網設置

土台下端から1.0mの範囲の木部には防蟻処理を行う。

━

━ ━

[　　]表記：設備工事

<　　>表記：別途工事

防湿シートt0.15 通路部土間シートｔ0.2
カラーVP外径60φ　掴み金物@1000

不燃化粧PBt9.5

不燃化粧PBt9.5

300

300防水モルタルt20金鏝仕上

木下地

木下地

化粧パーティクルボードｔ12　WP塗装(クリア)　

【換気扇、給気レジスター】

天井点検口、テント保管棚

2600 ━塩ビ

木下地PBt12.5土間コンクリート下地

━━ ━

不燃化粧PBt9.5

300防水モルタルt20金鏝仕上

天井点検口

木下地

【換気扇、給気レジスター、排水目皿】

【換気扇、給気レジスター、排水目皿】

水上唐草：屋根同材

杉15×120

ガルバリウム鋼板巻　※詳細図参照

ガルバリウム鋼板巻　※詳細図参照

ガルバリウム鋼板巻　※詳細図参照

杉30×240

杉30×240

耐水合板t12 通気木胴縁　透湿防水シート

ガルバリウム鋼板巻　※詳細図参照

杉15×155

SUS製フラット型スリムフード100Φ

焼付塗装

コンクリート下地　誘発目地

モルタル補修t20

化粧パーティクルボードｔ12　WP塗装(クリア)　

端部アルミ見切

端部アルミ見切

ケイカル板t6.0　目透貼　EP塗装※目地共、端部アルミ見切

塩ビカラーW110　SUS製上吊樋受け金物@500(積雪対応)

ケイカル板t8　AEP塗装　木下地

防水モルタルｔ20金鏝仕上　防塵塗装（ハードナーリキッド）

防水モルタルｔ20金鏝仕上防塵塗装（ハードナーリキッド）

防水モルタルｔ20金鏝仕上　防塵塗装（ハードナーリキッド）

防塵塗装（ハードナーリキッド）

防塵塗装（ハードナーリキッド）

防塵塗装（ハードナーリキッド）

天井点検口、可動間仕切家具、化粧鏡、自動火災報知機

天井裏

断熱材

■　材　料　記　号 ■　防　火　認　定　番　号 ■　内装制限（壁及び天井面の下地、仕上） ■　特　記　事　項

外　部　仕　上　表

屋　　　根 外　　　壁 その他 断熱工事 共通

屋根

水上唐草

唐草

軒天

外壁

腰壁

水切

出隅役物

屋外サイン

軒樋

竪樋

雪止金物

天井裏

外壁

土間下

外部使用金物

外部鉄部

内部鉄部

学校：その他建築物(耐火)仕様

内　部　仕　上　表

室　　名 廻　縁 天井高天　　井壁
Ｈ

腰　壁
Ｈ

巾　木床 室名札 備　　考
カーテン

ブラインド

内装
制限階

１階

床　高 ±０

部室1・2・3

±０床　高

鼻隠

広小舞

破風板

柱脚金物
外部通路

その他土間

木部現し部分

防蟻処理 防蟻処理

屋根

外壁

床

柱・梁

±０床　高

石灰保管庫

棟包

小屋裏換気1

小屋裏換気2

器具庫

鳥取県知事登録 一級建築士事務所
一級建築士登録 大　臣　登　録 第２１６１９２号 浦川　英敏
一級建築士登録 大　臣　登　録 第３２３４０９号 堀江　司

第０３－３２３号

ＴＯＴＡＬ

Ｎｏ.

A2：100%　A3：71%
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X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X0 X1

24,570

2,275 3,185 1,820 1,820 1,820 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275

9,100 4,550 4,550 4,550

455 455
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浦川　英敏
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一級建築士登録
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平面図

1：100
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Ｎ

16.56㎡
部室1 部室2

16.56㎡ 16.56㎡
部室3

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲

石灰保管庫
6.62㎡

排水目皿排水目皿

器具庫

通路

高跳マット
2000×5000　2枚

▲

▲

33.12㎡

Y0

Y1

Y2

Y3

5,
46

0

1,
82

0
1,

82
0

1,
82

0

3,
64

0

1,
00

0
1,

00
0

竪樋カラ-VP外径60Φ

竪樋カラ-VP外径60Φ 可動間仕切家具(家具工事) 竪樋カラ-VP外径60Φ
テント保管棚D400

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X0 X1

24,570

2,275 3,185 1,820 1,820 1,820 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275

455 455

Y0

Y1

Y2

Y3

5,
46
0

1,
82

0
1,

82
0

1,
82

0

1,
00

0
1,

00
0

屋根:嵌合式立平葺：カラーガルバリウム鋼板t0.5
働き巾303

雪止金物:溶融亜鉛メッキ　L-50×50×4（2段）

軒樋:塩ビカラーW110　SUS製上吊樋受け金物@500

棟包:屋根同材

平面図　1:100

屋根伏図図　1:100

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X0 X1

24,570

2,275 3,185 1,820 1,820 1,820 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275

9,100 4,550 4,550 4,550

455 455

部室1 部室2 部室3

石灰保管庫
器具庫

通路

Y0

Y1

Y2

Y3

5,
46

0

1,
82

0
1,

82
0

1,
82

0

3,
64

0

1,
00

0
1,

00
0

天井伏図　1:100

軒樋:塩ビカラーW110　SUS製上吊樋受け金物@500

アアア

ア

ア

イ

イ

エ エ エ

エ エエ

イイ

オ

オ

オ

オ

ウ

ウ

ウ

ウ

4/10

4/10

CH2600
CH2600

CH2600 CH2600 CH2600

大山中学校部室棟建替工事

自動火災報知機 自動火災報知機 自動火災報知機

ア

イ

ウ

エ

木下地

ケイカル板　AEP塗装

木下地

鼻隠し30×240

屋根同材巻仕上

軒樋:塩ビカラーW110

SUS製上吊樋受け金物@500

オ
軒先スリット

防虫金網設置

アルミ天井点検口　450□

（位置は現地決定及び化粧石膏ボード部はビスを外して点検）

不燃化粧PB t9.5
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大山中学校部室棟建替工事

Ａ 13
立面図

1：100

3,
06
5

1,
25
5

▼最高建物高さ

▼最高軒高さ

▼FL

3,
06
5

1,
25
5

▼最高建物高さ

▼最高軒高さ

▼FL

X2X3X4X5X6X7X8X9X10X11 X0X1

北立面図

Y1 Y2 Y3Y0

東立面図

南立面図

X1X0 X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2 Y1Y2Y3 Y0

西立面図

放送設備取付ポール

位置監督員、監理者と決定。

既存ポール再利用ができるか解体時に協議の上、決定

放送設備取付ポール

位置監督員、監理者と決定。

既存ポール再利用ができるか解体時に協議の上、決定

外部仕上凡例

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M
鼻隠：杉30×240

　　　ガルバリウム鋼板巻　※詳細図参照

破風板：杉30×240

　　　　ガルバリウム鋼板巻　※詳細図参照

棟包：杉15×155

　　　ガルバリウム鋼板巻　※詳細図参照

軒樋：塩ビカラーW110

竪樋：カラーVP外径60φ

雪止金物：溶融亜鉛メッキ　L-50×50×4（2段）

外壁：カラーガルバリウム鋼板t0.4　角波鋼板

腰壁：モルタル補修t20

　　　コンクリート下地　誘発目地

水切：カラーアルミt1.0　既製品

出隅役物：カラーガルバリウム鋼板t0.4　既製品

柱脚金物：化粧SUS製既製品　アンカー止め

屋根：カラーガルバリウム鋼板t0.5　嵌合式立平葺

　　　通気木胴縁　透湿防水シート

Ａ Ｈ

Ｃ

Ｇ

ＭＩ

Ｆ

Ｌ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｇ

Ｆ

Ｌ

Ｅ

ＩＫ Ｋ

Ｇ

Ｍ

Ｄ

Ｂ

Ｉ

Ｅ

Ｋ

Ｇ

Ｈ

Ｍ

Ｄ

Ｂ

10
4.0

※ 屋外サイン：アルミ複合板t3.0　高耐候性カッティングシート貼

N
外部通路：コンクリート舗装（歩行用）土間コンクリートt120

　　　　　溶接金網　φ6-150×150　カッター目地@5000以下

ＮＬ

Ｉ

ＬＮ

Ｌ

Ｌ

Ｎ

Ｊ

Ｅ

Ｈ

SUS製フラット型スリムフード
100φ防虫網付
焼付塗装

10
4.0

SUS製フラット型スリムフード
100φ防虫網付
焼付塗装

Ｊ

Ｊ

※

※ Ｈ※

ＪＫ ※

木部現し部分：保護塗装２回塗り

2,000

4,
44
0

12
0

▲設計GL

4,
44
0

12
0

▲設計GL

240

60 器 具 庫

アクリル板t5

室名:シルク印刷

56

60

20 200 20

15 5 5 15

240

45

アクリル板t3.0接着加工

サイン詳細図　1:10　9カ所

取付部木ねじ止めSUS

取付部木ねじ止めSUS

軒天：ケイカル板t8.0　AEP塗装



木下地
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一級建築士登録

1,000

▼最高軒高さ　設計GL+3115

240

15

30

30

4.0

10

大山中学校部室棟建替工事

矩形図
1：10,30

14Ａ

Y1

3,640 1,820
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4.0

5,460

Y3 Y0Y2

910 910 910 910 910 910

3,
06

5
1,

25
5
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0

2,
78

5

▼最高建物高さ

▼最高軒高さ

▼FL

▼基礎天端

▼土台天端

12
5

2,
60

0
20

1,
20

0
90

0
50

0
15

25
15

25

1,
00

0

1,000 1,000

部室1 通路

2,
60

0

コンピューター室

2,400

ポリスチレンフォームt25敷込
防湿シートt0.15
砕石t100

20

▼土台天端

▼FL

20 150 20

75 75

250 180

60

60

30
15

基礎パッキンH20

15
0

25
10

0

捨てコンクリートt50

▲基礎天端

水切：カラーアルミt1.0　既製品

腰壁:モルタル補修t20
コンクリート下地　誘発目地

20
10

5
50

10
0

D13
防水モルタルt20

縦筋D10@200

D10@200

D13

D10タテヨコ@200

基礎部分詳細図　1:10

30
0

防水モルタルt20　出隅部R曲面仕上

端部アルミ見切

雪止め金物 L-50×50×4
溶融亜鉛メッキ

天井裏断熱材グラスウールt100(24K)

不燃化粧PBt9.5

土間コンクリート下地

木下地

木部現し部分：キシラデコール2回塗り

広小舞:杉15×120
カラーガルバリウム鋼板巻t0.5

ポリスチレンフォームt25敷込
防湿シートt0.15

外部通路：コンクリート舗装（歩行用）
土間コンクリートt120　土間シートｔ0.2

カラーガルバリウム鋼板嵌合式立平葺き t0.5

10

4.0

棟包:杉15×155

鼻隠:杉30×240

カラーガルバリウム鋼板嵌合式立平葺き t0.5 ▼最高建物高さ　設計GL+4370

455

30

15
24

0

木下地

カラーガルバリウム鋼板嵌合式立平葺き t0.5 水上唐草：カラーガルバリウム鋼板 t0.5

カラーガルバリウム鋼板巻 t0.5

カラーガルバリウム鋼板巻 t0.5

ゴムアスルーフィング 野地板下地 t12

ゴムアスルーフィング 野地板下地 t12

ゴムアスルーフィング 野地板下地 t12

小屋裏換気口

防水モルタルｔ20

カラーVP外径60φ
掴み金物@1000

唐草：カラーガルバリウム鋼板 t0.5

カラーガルバリウム鋼板嵌合式立平葺き t0.5
ゴムアスルーフィング 野地板下地t12

雪止め金物 L-50×50×4
溶融亜鉛メッキ

外壁：カラーガルバリウム角波鋼板 t0.4
耐水合板t12 通気木胴縁　透湿防水シート

塩ビカラーW110
SUS製上吊樋受け金物@500

グラスウールt100(24K)

化粧パーティクルボードt12 WP塗装(クリア)
端部アルミ見切り　木下地

破風板：杉30×240
カラーガルバリウム鋼板巻 t0.5

小屋裏換気口

Y3

Y0

X0

X11

12
0

4,
44

0

▲設計GL

12
0

10
0

40
0

23
0

▼設計GL

▼最高建物高さ　設計GL+4440

30

10

30

空気の流れ

空気の流れ

空気の流れ

SUS防虫金網付き

SUS防虫金網付き

ケイカル板 t8.0　AEP塗装

ケイカル板t8.0　AEP塗装

30
2,

10
0

20 5045外壁同一材折り曲げ加工

15

シーリング+バックアップ材

20

シーリング+バックアップ材

▼FL

建具部分詳細図
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平面詳細図

1：50
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Y1

Y0

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X0 X1

24,570455 455

2,275 3,185 1,820 1,820 1,820 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275

9,100 4,550 4,550 4,550

竪樋カラ-VP外径60Φ

排水目皿

竪樋カラ-VP外径60Φ 竪樋カラ-VP外径60Φ放送設備ラック

通路

40
0

40
0

2,
71
1

400

高跳マット

2000×3000×H500　2枚

460460 900 200 800 1,275 1,275 800 200 200 800 1,275 1,275 800 200 200 800 1,275 1,275 800 200
有効開口寸法

420 1,200 20077.53,03077.5 687.5 687.5 687.5 900 687.5 687.5 900 687.5 687.5 900 687.5 687.5 900 687.5 687.5 900 687.5

592.5 592.52,000

64
.5

▲シャッターボックス

400 400

1,
70
0

1,
70
0

排水目皿

46
0

90
0

46
0

器具庫

CH2600

FL±0

床:防水モルタルt20

CH2600

FL±0

床:防水モルタルt20

石灰保管庫

CH2600

FL±0

床:防水モルタルt20

部室1

CH2600

FL±0

床:防水モルタルt20

CH2600

FL±0

床:防水モルタルt20

部室2 部室3

壁リスト1:10

105

屋外 屋内
52.5 52.5

※居室GWt100充填

52.5 52.5

105 12.5

※居室GWt100充填

52.5 52.5

105

※GWt100充填

W1(外壁一般部) W2 W3

W1 W1 W1 W1 W1 W1 W1 W1 W1

W1 W1

W1 W1 W1 W1 W1 W1 W1 W1 W1

W2 W2 W3 W3

平面詳細図　1:50

CH※※

〇〇

FL±0

【室名記号】

天井高さ

室名

床仕上高さ

竪樋カラ-VP外径60Φ 竪樋カラ-VP外径60Φ 竪樋カラ-VP外径60Φ

15 121218 612 12 12

64.5

64
.5

Ｎ

自動火災報知設備

自動火災報知設備

自動火災報知設備 自動火災報知設備 自動火災報知設備



有効面積0.084㎡以上確保すること。
換気ガラリ　200×700　開口率30%

A2：100%　A3：71%
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建具配置図・建具表

金　物

備　考

ガラス

見　込

仕上・材料

数　量

場　所

寸　法

姿　図

形　式

記　号
1

器具庫

AD

アルミ製親子扉 アルミ製片開扉

1
AW

アルミ製引違窓

AW
2 1

AK

アルミ製格子

１

部室1～3

６

部室1～3 部室1～3

６

器具庫

3,000

2,
10

0

強化Ｆｔ４

アルミカラー

７０

附属金物一式、ＳＬ、ＤＣ、ＦＤ、ＬＨ、アルミ額縁

ＳＵＳ下枠（Ｂタイプ）

2,
10

0

1,200

強化Ｆｔ４

７０

800

アルミカラー

強化Ｆｔ４

７０

アルミカラー

附属金物一式、ＣＬ、網戸、アルミ額縁

900

1,
20

0
90

0
50

0

アルミ製縦滑出窓

強化Ｆｔ４

７０

900

1,
20

0
90

0
50

0

附属金物一式、網戸、アルミ額縁

アルミカラー アルミカラー

１００

附属金物一式

1,020

1,
15

0
45

0
1,

00
0

▼FL

大山中学校部室棟建替工事

1
AD
2

―

―

手掛、錠

１

石灰保管庫

１

AS

アルミ製軽量手動式シャッター

三方枠：ＤＰ塗装　亜鉛メッキ鋼板ｔ１．６

附属金物一式、アルミ座板、アルミガイドレール

アルミ押出形材

金　物

備　考

ガラス

見　込

仕上・材料

数　量

場　所

寸　法

姿　図

形　式

記　号

▼FL

AD
3

アルミ製引分戸

附属金物一式、ＳＬ、大型引手、アルミ額縁

アルミカラー

器具庫

強化Ｆｔ４

１００

▼FL

2,
10

0

2,000

建具配置図　1:100
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1
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1
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1
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1
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1
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1
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1
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1
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1
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1
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1
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1
AK

1
ADAW AD AD AD AD AD

AW
2

部室2 部室3

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲

石灰保管庫
器具庫

通路

▲

▲

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X0 X1

24,570

2,275 3,185 1,820 1,820 1,820 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275

9,100 4,550 4,550 4,550

1

2 2 2 2 2 2
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AD
3

Ｎ

Y0

Y1

Y2

Y3
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0
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82

0
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0
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82

0
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64

0

10

4.0

Y3

器具庫

▼FL

30
15

5
34

5
2,

10
0

2,
60

0

AS-1断面図　1:30

(建築工事)
シャッターケース固定用補強材

7

1

有効

附属金物一式、ＳＬ、ＤＣ、ＦＤ、ＬＨ、アルミ額縁

ＳＵＳ下枠（Ｂタイプ）、換気ガラリ

ＳＵＳフラットレール（水抜き）、換気ガラリ

換気ガラリ　600×200　開口率30%
有効面積0.034㎡以上確保すること。

　とする。

■特記事項

ＦＷ：網入り型板ガラスＦ　：型板ガラス

ＰＷ：網入り磨き板ガラスＦＬ：フロート板ガラス

■ガラス凡例

ＧＨ：グレモンハンドルＬＨ：レバーハンドル

ＦＤ：フランス落しＡＰ：アングルピース

ＦＨ：フロアーヒンジＤＣ：ドアチェック

ＰＨ：ピポットヒンジＳＬ：シリンダー錠

■金物凡例

※材料は全てＳＵＳｔ２．０とする

Ｄ　タイプＢ　タイプ

※段差３㎜以下

Ｃ　タイプＡ　タイプ

※段差３㎜以下

■建具工事共通事項

　とする。
・建具周囲のシーリングは変成シリコン系シーリング

・特記なき限り引戸のＳＬはシリンダー鎌錠とする。

・新設する建具は開口補強を行う。

・アルミ額縁（下）は結露受付とする。

・マスターキー製作とする。

・使用する材料は　Ｆ☆☆☆☆品とする。

・扉には、戸当りを設置すること。

・外部サッシと外壁の隙間にはロックウール充填＋内側にも

　シーリングとする。

・特記なき限り木製額縁・枠は、米ツガとする。

・特記なき限り使用金物はステンレス製（３０４）

・ドアの窓を緊急時に破壊し、内部に侵入できる構造とする。

H200　SUS巻き

30
20

A部詳細図　1：5

L-50×50　SUS見切り

▼FL
ｔ20防水モルタル

A

2,
12

0
20



2,
60
0

4,550 3,640 4,550 3,640

2,
60
0

9,100 3,640

9,100 3,640

2,
60
0

1,820 3,640 1,820 3,640

70
0

70
0

70
0

2,
10
0

400400400

400

放送設備

可動仕切家具 可動仕切家具 可動仕切家具 可動仕切家具

巾木　防水モルタル 巾木　防水モルタル 巾木　防水モルタル

巾木　防水モルタル 巾木　防水モルタル

巾木　防水モルタル 巾木　防水モルタル

巾木　防水モルタル 巾木　防水モルタル 巾木　防水モルタル

端部　アルミ見切 端部　アルミ見切

巾木　防水モルタル

端部　アルミ見切 端部　アルミ見切

端部　アルミ見切
高跳マット

2000×3000　2枚

高跳マット
2000×3000　2枚

高跳マット
2000×3000　2枚端部　アルミ見切 端部　アルミ見切

端部　アルミ見切 端部　アルミ見切

巾木　防水モルタル

端部　アルミ見切

端部　アルミ見切

端部　アルミ見切

テント保管棚 テント保管棚

H200　SUS巻きH200　SUS巻き

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

ＣＡ Ｂ Ｄ

－

ＣＨ＝２６００

防水モルタルｔ２０金鏝仕上

化粧パーティクルボードｔ１２　WP塗装(クリア)　

不燃化粧ＰＢｔ９．５

防水モルタルｔ２０金鏝仕上　Ｈ＝３００

－

ＣＨ＝２６００

防水モルタルｔ２０金鏝仕上

化粧パーティクルボードｔ１２　WP塗装(クリア)　

不燃化粧ＰＢｔ９．５

防水モルタルｔ２０金鏝仕上　Ｈ＝３００

－

ＣＨ＝２６００

防水モルタルｔ２０金鏝仕上

不燃化粧ＰＢｔ９．５

防水モルタルｔ２０金鏝仕上　Ｈ＝３００

ケイカル板ｔ６．０　目透貼　EP塗装※目地共

端部アルミ見切

床

巾木

腰壁

壁

天井

部室１、２、３

床

巾木

腰壁

壁

天井

器具庫

床

巾木

腰壁

壁

天井

石灰保管庫

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号 浦川　英敏

堀江　司
一級建築士登録

第０３－３２３号

A2：100%　A3：71%

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

Ａ －
ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

1：50
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大山中学校部室棟建替工事

展開図



K

400400 2,711 400

1,
35
6

400 2,711 400

50
0

50
0

2
KK

姿　図

寸　法

記号・形式
1

A2：100%　A3：71%

Ａ －

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号 浦川　英敏

堀江　司
一級建築士登録

第０３－３２３号 1：50
家具図

18

場　所

数　量

仕上・材料

金物・硝子

備　考

▽ＦＬ

1,700 400

2,
00
0

65

2,
00
0

65

56 1,700 1,700 56

40
0

40
0

大山中学校部室棟建替工事

3,511

50
0

1,756

1,356 400

器具庫部室

可動間仕切り棚 固定収納棚

40
0

16.56㎡
部室1 部室2

16.56㎡ 16.56㎡
部室3

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲

石灰保管庫
6.62㎡

器具庫

通路

▲

▲

33.12㎡

建具配置図　1：100

K
1

K
1

K
1

K
1

K
1

K
1

K
1

K
1

K
1

K
1

K
1

K
1

2

12 3

ブラケット棚レール・キャスター

■家具工事共通事項　　特記なき場合は下記の仕様による

取付

　の上決定する。

　家具固定方法　／　床・壁・天井との取り合い部分等、固定方法は現場打合せ

　最終寸法は現場打合せの上決定とする。

品質管理

　家具の寸法・仕様等は現場打合せを元に施工図を作成し承認を受け製造するこ

　と。

　を受け製造すること。

　製作にあたり、品質証明書及び材料・接着剤の安全データシートを提出し承認

　主材料は材料見本・塗装見本を提出し、承認を受け製造すること。

キャスター選定は耐荷重に注意。　ストッパー付きとすること。

ポリ合板・メラミン化粧板　※棚板・天板部分についてはメラミン化粧板とする。 ポリ合板・メラミン化粧板　※棚板・天板部分についてはメラミン化粧板とする。
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5 41
0 12
0

29
0

▼1FL

▲設計GL

▼グラウンドFL

工事範囲

Ａ

目皿用埋設配管A50

既存部分

はつり・復旧建築工事

A-A’断面図　1：50

　舗装の水勾配は1.5％以上とする。

・原則として舗装部、縁石部、側溝部は段差なしとし、

A2：100%　A3：71%

－

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号
第２８－３２３号

浦川　英敏
堀江　司

一級建築士登録

Ａ

大山中学校部室棟建替工事

屋内運動場

新設部室棟
建築面積：134.15㎡
延床面積：89.43㎡

外構図　1：100
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外構図

既存コンピューター室

-30 -30

(-120)

計画レベルを示す。(FLからの高さを示す。)

現状レベルを示す。(FLからの高さを示す。)

(-45)(-50)

KBM＝側溝躯体
（KBM＝FL-120）
（KBM＝設計GL）

(-120)

(-120)(-120)

(-120) (-120)

(-120)

(-705)

(-255)

(-405)

(-555)

(-705)

側溝底天(-905)

側溝底天(-410)

(-30)(-20) (-30)

-50

-50

-50

Ａ

Ｂ

Ｃ

凡例 仕　様

-50

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ Ｃ
既設側溝に接続

既存舗装部分

既存舗装目荒の上増し打ち

歩道用コンクリート舗装　土間コンクリートt120

溶接金網：φ6-150×150　カッター目地@5000以下

・※路盤施工時に、ロードローラーにて締固めを行った後に

　舗装を行うこと。

UP

既設側溝に接続

既設桝500□ 既設桝500□ 既設桝500□

既設桝に接続
既設桝に接続

砂利敷き

はつり・復旧は建築工事
グラウンド

600

3
.
6
％

Ｎ

A

A’

土間ｔ100
ワイヤーメッシュ

路盤　再生砕石t150（転圧）

縁石復旧



ア ア

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X0 X1

24,570

2,275 3,185 1,820 1,820 1,820 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275

9,100 4,550 4,550 4,550

455 455

A2：100%　A3：71%
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Ｎｏ.
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ＴＩＴＬＥ
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鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録
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大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号
第２８－３２３号

浦川　英敏
堀江　司

一級建築士登録

Ａ

1：100

Ｎ
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部室3

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
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▲
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平面図　1:100

壁量計算図

大山中学校部室棟建替工事

ア

イ

ウ

耐水合板t12(N50釘@150打)壁倍率2.5

パーティクルボードt12(N50釘@150打)壁倍率2.5

符号 壁仕様 壁倍率

5.0

5.0
パーティクルボードt12(N50釘@150打)壁倍率2.5

パーティクルボードt12(N50釘@150打)壁倍率2.5

パーティクルボードt12(N50釘@150打)壁倍率2.5

PBt12.5(GFN40またはGNC40　@150打)壁倍率0.9
3.4

ア

アイイウウ

ア ア

上：33.54㎡

左:33.54㎡ 右:33.54㎡

下：33.54㎡

10
4.0

455455

1,
35

0

50

3,
06

5

4,
32

0

1,
25

5

X1X0 X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2

2,2752,2752,2752,2752,2752,2751,8201,8201,8203,1852,275

24,570

Y2 Y0Y3 Y1

5,460

1,8203,640

▲設計GL
▼FL

▼最高軒高さ

▼最高建物高さ

1,0001,000 910910910910910910

11.85㎡ 74.82㎡
けた間 はり間

∴ ＯＫ

倍率

判定

１階

倍率耐力壁の種類階数 有効壁量（ｍ）

係数（ｍ/㎡）

階数

１階

床面積（㎡）
見付面積（㎡） 係数（ｍ/㎡）

必要壁量（ｍ）

見付面積（㎡） 係数（ｍ/㎡）

必要壁量（ｍ）

必要壁量（ｍ）

地震力に対する必要壁量（ｍ） 必要壁量（ｍ）風圧力に対する必要壁量（ｍ）

必要壁量

計算

設計壁量

計算
壁長（m） 壁長（m）

X方向（けた行）、Y方向（はり間） X方向（けた間） Y方向（はり間） X方向（けた行） Y方向（はり間）

X方向（けた行） Y方向（はり間） X方向（けた行） Y方向（はり間）

倍率

∴ ＯＫ

11.85　×　0.50

＝  5.93

74.82　×　0.50

＝ 37.41

∴ 37.41

ア

イ

ウ

5.0

5.0

3.4

11.83 × 5.0 ＝59.15

 7.28 × 5.0 ＝36.40

 7.28 × 3.4 ＝24.75

計　61.15

61.15 ＞ 37.41

■ 平成12年建設省告示第1352号に基づく軸組の配置チェック

存在壁量

（ｍ）

（ｍ）

床面積

（㎡）

必要壁量

壁量充足率

壁率比

1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

側端部分（上）

γ

1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

1Ｆ

側端部分（下）

X方向 Y方向

側端部分（右）側端部分（左）

※判定基準　各階、各方向ごとにそれぞれの壁量充足率γ≧1.0、または壁率比≧0.5ならばOK

 33.54× 0.11 ≒ 3.69  33.54× 0.11 ≒ 3.69  33.54× 0.11 ≒ 3.69  33.54× 0.11 ≒ 3.69

33.54 33.54 33.54

5.915 × 5.0 ＝ 29.575

 33.54

33.54／ 3.69 ≒ 9.08

1.82 × 5.0 ＝ 9.10 3.64 × 5.0 ＝18.20

 3.64 × 5.0 ＝18.20

 9.10／ 3.69 ≒ 2.46  36.40／ 3.69 ≒ 9.86

 2.46　/　9.86　≒　0.24　＜0.5

※不利側で計算。

※不利側で計算。 ※不利側で計算。

134.15　×　0.14　＝ 18.78
 5.93 ＜ 18.78

∴ 18.78

18.78 ＜ 37.41

63.51 ＞ 18.78

計  59.15

  0 ／ 3.69 ≒ 0

0　/　9.08　≒　＜0.5

※偏心率の検討により問題ないことを確認

20
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浦川　英敏
堀江　司

一級建築士登録

Ａ

1：100

大山中学校部室棟建替工事

２１

立ち上がり配筋詳細図　1：10

耐圧版配筋詳細図　1：10

20
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FG2

耐圧版配筋詳細図　1：10
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基礎伏せ図　1：100
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水
勾
配

水
勾
配

FS1

水
勾
配

-50 -50-50

FG2

F
G
2

符　　号

位　　置

備　　考

上 端 筋

下 端 筋

S T P

特記なき限り基礎梁リスト S=1:20

FG1 FG2 FB

全断面 全断面 両　端 中　央

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

D10@200 D10@200 D10@200

 砕石t100

符　号 厚さ 位　置 主筋方向 配力筋方向

150 シングル D13@200

耐圧版リスト

D10@200FS1

断　　面

250 250 350 350

20
33

0

50
30

0

20
33

0

20
33

0
▽1FL

耐圧版下　断熱材t 25+防湿シートt0.15+砕石t100※通路部は断熱材不要

3-D13

3-D13 3-D13

6-D13

特記なきかぎり、下記とする。

　　4.     　は、RC立上り壁を示す。

　　5.　解体工事までに乱された範囲は200㎜毎に締固めを行う。

　　6.　最大接地圧：10.3kn/㎡

　　3.　基礎梁は、通路部はFG2 とする。

　　2.　耐圧版は、FS1 とする。

　　1.　耐圧版レベル= FL-20 とする。

増打部補強筋詳細図　1：10
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増し打ち
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1

2

屋根パネル割付図

特記事項

1.　基本ピッチ　910.0

2.　広小舞接合位置　（直）平：-13.9勾：-15.0

3.　登り淀接合位置　-60.00

4.　パネル素材（厚×幅×長）　12.0×910.0×1820.0

5.　屋根勾配　4.00

屋根合板

垂木外面ヨリ60㎜バック

垂木外面ヨリ15㎜バック

屋根合板

垂木墨線位置

小返の始まりと垂木の墨線を合わせる
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1階小屋構造平面図

特記事項

1.　横架材省略寸法　105×105

2.　屋根勾配　4.0

3.　基本ピッチ　910.0

4.　垂木寸法　60×90

5.　階高　１階：2660

小屋構造平面図　1：80
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特記事項

1.　横架材省略寸法　105×105

2.　屋根勾配　4.0

3.　基本ピッチ　910.0

4.　垂木寸法　60×90

5.　階高　１階：2660

床構造平面図　1：80
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床構造平面図　1：80 特記事項

1.　横架材省略寸法　105×105

2.　屋根勾配　4.0

3.　基本ピッチ　910.0

4.　垂木寸法　60×90

5.　階高　１階：2660
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4
4
0

内
法

高
さ

窓
開

口

１階床補助平面図

特記事項

1.　間柱寸法　105×45

2.　基本ピッチ　910.0

3.　階高　１階：2660

1階床補助平面図　1：80



ＴＯＴＡＬＣＨＥＣＫ ＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥ
ＴＩＴＬＥ 大山中学校部室棟建替工事

鳥取県知事登録 一級建築士事務所 第２８－３２３号 Ｎｏ.1：80
一級建築士登録 大　臣　登　録 第２１６１９２号 浦川　英敏 ＮＡＭＥ
一級建築士登録 大　臣　登　録 第３２３４０９号 堀江　司 Ａ －

A2：100%　A3：71%

＿ い ろ は に ほ へ と ち り ぬ る を わ か よ た れ そ つ ね な ら む う ゐ の お く や
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補助部品

間柱

半間柱

真壁間柱

吊間柱

吊半間柱

吊真壁
間柱

根太端部

垂木端部

破風板
端部

鼻隠し
端部

登り淀
端部

広小舞
端部

軒天受け

端部

根太掛け

端部

垂木掛け

端部

柱

通し柱

大通し柱

管柱

半柱

特殊柱

小屋束

吊束

束立

1階母屋補助平面図
29

1

2

1階母屋補助平面図　1：80

特記事項

1.　間柱寸法　105×45

2.　基本ピッチ　910.0

3.　階高　１階：2660



　　　　　　　　　　○○○○課　○○班

指定なし

A2：100%　A3：71%

Ａ －

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号 浦川　英敏

堀江　司
一級建築士登録

第０３－３２３号 ―

（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する。

　・　構造図　：　杭、構造躯体等を表示する

（４）　Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目を示す。

（建築工事編（平成２２年版）」以下、「標準仕様書」という）による。

ただし、改修標準仕様書に規定されている項目以外は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書

（２）　請負者は完了検査（中間検査含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料等（報告書等）を用意

（５）　改修標準仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示している場合において、

それらが関係法令の改正等により（条例を含む）抵触する場合には、関係法令等の遵守［１．１．１３］の規定を優先する。

（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（３）　項目に記載［　　］の内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

Ⅱ．建築改修工事仕様

判断の基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成２２年２月）」（環境省のホームページからダウンロード可

能）による。

すること。

（３）　電気及び機械設備工事を本工事に含む場合、電気及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

１．共通仕様

（６）　材料及び製造所等の記載は順不同である。

２．特記仕様

・印と※印のついた場合は共に適用する。

・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

（２）　特記事項は・印のついたものを適用する。

延べ面積（㎡）建築面積（㎡）番号 名　称 工事種別 構　造 階数

　・　電子データ及びネガの提出［工事記録写真］　　（　・　要　・　不要）

　・　内部　　箇所 ２部

１０

９

８

　・　仕上表　：　屋外、屋内（各階）の仕上表を表示する

［１．８．２］

施工図及び施工計画書 提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする

　・　立面図　：　外壁仕上、補修範囲等を表示する

完成写真 下記のものを監督職員に提出する

　・　全紙　　箇所

　・　半切　　箇所

　・　四ッ切　　箇所 ２部 　・　１００×１２５以上

　・　　２４×　３６以上

　カラー　・　パネル

　・　外部　　箇所 　部 　・　　２４×　３６以上

　・　　２４×　３６以上　部　・　内部　　箇所　カラーキャビネ判　・　

　※　完成写真 　カラーサービス判

　・　外部　　箇所 ２部 　・　　２４×　３６以上

　・　　２４×　３６以上

　※　工事記録写真 　カラーサービス判 　各工種の工程毎 ２部 　・　　２４×　３６以上

原版の大きさ（ｍｍ）部数撮影箇所分類・規格区　　分

　・　電子データ及びネガの提出［完成写真］　　　　（　・　要　・　不要）

　・　改修概要図　：　改修概要、部位等を表示する

　完成図の種類及び内容（改修前後の状態が分かるように整備すること）

　・　平面図　：　室名、耐震壁（防火壁）、避難施設等を表示する

　・　案内図・配置図　：　配置図には外構整備、屋外給排水系統図含む

　・　断面図　：　階高、天井高等を表示する

［１．８．１～２］

完成時の提出図書

　・　原図Ａ１版又はＡ２版（設計図の第２原図訂正不可）　　　　　　　部

　・　ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

　・　原図の陽画複写紙の２つ折製本　　　　　　　　　　　　　　　　　部

　・　原図の縮小版の陽画複写紙の２つ折製本（Ａ４版）　　　　　　　　部

　・　複写　縮小版Ａ３バラ焼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

　下記のものを監督職員に提出する

４

３

２

５

・石綿含有せっこうボード　　　９章による

・　せっこうボードの処理

・　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　処分施設の名称・所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・石綿含有、ひ素・カドミウム含有以外のせっこうボード

１

［１．３．３］

建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を監督職員に提出す工事安全計画書

担当技術者の職務を補佐し、当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務を行うものとする。

工事現場におく電気保安技術者は、鳥取県総務部営繕工事自家用電気工作物保安規定第５条に定める工事電気保安技術者

［１．１．３］

　工事の施工に伴い必要な官公署、その他への手続き、検査並びにその費用は、本工事請負者の負担とする官公庁その他への手続

※　工事写真の撮り方（改訂第三版）建築編　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※　建築改修工事監理指針（上巻・下巻）　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成２２年版）

※　建築工事標準詳細図　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成２２年版）（以下「標準詳

・　建築工事監理指針（上巻・下巻）　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成２２年版）

・　

　細図」という）

特　　記　　事　　項項　　目章

適用基準等１
　
一
般
共
通
事
項

　　採取箇所　　　※図示

　　　処分施設の名称・所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再資源化（再資源化施設）　　　　・最終処分（管理型最終処分場）

　・埋立処分（管理型最終処分場）

　・製造業者に回収委託

・ひ素・カドミニウム含有せっこうボード

・第一次判定

・　ＰＣＢ含有シーリング材の処理

　除去範囲　　　　※図示

・除去処理工事

　専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う

・第二次判定

　　分析個数　　　計　　箇所

　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する

　　採取箇所数　　計　　箇所

・　再生資源化を図るもの

・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

・　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）［１．３．８］

発生材の処理等

る（１．３．７）

解　体　特　記　仕　様　書

※県有施設の石綿除去等に係る施工業者の登録制度による登録を受けている業者であること。

施工調査

アスベスト含有建材の処理

　処理を行うアスベスト成形板の仕様等

　保温材については、９．１．２（ｄ）（２）による。

　９．１．２（ｃ）（４）による表示・掲示を行う。

　９．１．２（ｃ）（４）による表示・掲示を行う。

　９．１．３（ｂ）（２）によるほか、次の必要な手続きを行う。

　　対象室（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　処理場所をプラスチックシート等で囲い、外部への粉塵飛散を防止する。

　　（２）　更衣設備等を設ける。

　　（１）　洗眼、うがいの設備を設ける。

　洗浄設備

　　（２）　特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書（都道府県知事又は市長）

　　（１）　建築物解体等作業届（所管労働基準監督署）

　させる。

　保温材については、排出事業者は、特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を有するものを選任し管理

　特定科学物質等作業主任者技能講習を終了した者の内から選任する。

　除去物及び汚染物の処分等

　作業場の養生

　表示・掲示

　安全衛生管理

　官公署その他への手続き

　特別管理産業廃棄物管理責任者

　石綿作業主任者

　　　　　処理を行う範囲　　　　材　　料　　名 　厚さ（ｍｍ）

１

　　　　除去対象範囲　　※　図示

　・　アスベスト含有成形板の除去

　　　　作業場の隔離　　・　行う

　　　　除去対象範囲　　※　図示

　　　　除去したアスベスト含有吹付け材の処理　　※　密封処理　　・　セメント固化

　・　アスベスト含有保温材等の除去

　　　　　　　　　　　　・　

　　　　除去工法　　　　※　改修標準仕様書９．１．３（ｂ）（ⅰ）～（ⅳ）による

　　　　除去対象範囲　　※　図示

　・　アスベスト含有吹付け材の除去

・　アスベスト粉塵濃度測定

　　　・１２０　・　

処理作業室内

測定１，２，４，６，７，８測定３

　　　・５　　　・　

２５２５

採取箇所は図示

　測定時期、場所及び測定点

測定名称適用

処理作業前測定１

測定時期

　測定方法

調査対象室外部の付近

・１　・　

・５　・　

測定場所

処理作業室外

測定５

・各１点　　・各２点　　・各３点

・１０　　・　

・２４０　・　

測定２

測定点（各施工場所ごと）

測定４ 出口吹出し風速１ｍ／ｓｅｃ以下

処理作業中

（敷地境界）

・計１点　　・４方向各１点

の位置　　　・各１点　　・各２点

処理作業後

測定５

・各１点　　・各２点

（シート養生中）

測定３

測定６

試料の吸引時間（ｍｉｎ）

・各１点　　・各２点　　・各３点

測定７

試料の吸引流量（ｌ／ｍｉｎ）

測定８

・各１点　　・各２点　　・各３点

１週間以降）

処理作業室内

吹出し口

処理作業室内

メンブレンフィルタ直径（ｍｍ） ４７

負圧・除塵装置の排出

・各１点　　・各２点処理作業室内

調査対象室外部の付近 ・各１点　　・各２点

処理作業後

（シート撤去後

※

※

※

　　　　※　ＪＩＳ　Ａ１４８１「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による

　　　　分析方法

　・　分析によるアスベスト含有建材の調査

・（試料数：　　）

定性分析 定量分析

　　　分析結果については、監督職員に報告すること

・（試料数：　　）

材料名

　　　　・　

・（試料数：　　）

［９．１．３～５］

［９．１．１］

処理工事

アスベスト含有建材の９
　
環
境
配
慮
改
修
工
事

盛土　　　　　種別　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種

・　構内指示場所に堆積

・　構内指示場所に敷き均し

※　構外指示の場所に処分

（３．２．５）

２ 建設発生土の処理

　価クロム溶出試験を行う

　土の六価クロム溶出試験実施要領（案）」により、監督職員と協議の上、六

　Ｄ種の場合は必要に応じて「セメント及びセメント系固化材を使用した改良

Ｇ・　建設汚泥から再生した処理土

　価クロム溶出試験を行う

　土の六価クロム溶出試験実施要領（案）」により、監督職員と協議の上、六

　Ｄ種の場合は必要に応じて「セメント及びセメント系固化材を使用した改良

Ｇ・　建設汚泥から再生した処理土

埋戻し土　　　種別　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種 表３．２．１　３
　
土
工
事

（３．２．３）

１ 埋戻し及び盛土

５

・　外部足場の種別　　　　　　※　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種

設置においては「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式

または（３）手すり先行専用足場方式により行うこと

９

イメージアップ

工事現場の

８ 構内既存の施設　　・　できる　　・　できない工事用仮設物

７ 構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）工事用電力

６ 構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）工事用水

　　　※　工事表示板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　お願い表示板

　地色　白　地色　白

　地色　白

５ＹＲ６．５／１１
マンセル記号
　地色

　　簡単なパース、又は立面図を掲載する

　（拡大カラーコピーを張り付けてもよい）

　　ご協力よろしくお願いします。

　　　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

　事業協力のお願い

　現在の進捗率○○％

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　事業の目的

　　　　　　　ＴＥＬ　○○－○○○○

　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　○○－○○○○
　施工者　○○○○○○建設

１，
６
０
０

１，２００

御通行中の皆様へ

　地色
　マンセル記号

　５ＹＲ６．５／１１

　地色　白

　　現場責任者　○○　○○

　　　　　夜間　○○－○○○○

　　連絡先昼間　○○－○○○○

　施工者　○○○○○建設

　　　　　○○○○○○設計

　設計者　○○○○○○設計

　　　　　　　延べ面積○○○○ｍ２

　工事名　○○○○○○新築工事

　　　　　連絡先　○○－○○○○

　　監督職員が指示するものとする。

１．書体は角ゴシックとする。

建　築　工　事　中

９００

２．お願い表示板は平易な表現及び内容とし、

１
，
２０

０

記入要領

表示板

・　既存建物内の一部を使用する（場所　　　　　　　　　　　　）
［２．４．１］

４ 監督職員事務所

　（　※　木製　　　　・　　　　　　）

仮設扉　　・設置する（　か所）　　・設置しない

　・　行わない

　Ａ種のグラスウール等の充填材　

３

［２．３．２］

仮設間仕切り

・　外部足場の防護シート　　　※　設置する　　・設置しない

　　　保管場所　※　構内既存施設内　　・　

養生方法　　　　　　　　※　ビニルシート等による　　

材料、撤去材等の運搬方法　　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種　　・　Ｅ種

・　内部足場の種別　　　　　　※　脚立、足場板等　　・　

・　既存ブラインド、カーテン等の養生

［２．３．１］

既存部分の養生２

足場を設ける場合は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成２２年版２．２．４（ｂ）によるほか、

［２．２．１］

１ 足場その他２
　
仮
設
工
事

２１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

　開口

　・　照明器具・幹線等の吊りボルト

設備工事との取り合い 設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける

地表面粗度区分　・　Ⅰ　　・　Ⅱ　　・　Ⅲ　　・　Ⅳ

積雪区分　建設省告示第１４５５号　別表（　　　　）

建築基準法に基づき定められた区分等

基準風速　　Ｖｏ＝　　　ｍ／ｓ

［１．８．３］

　ダイヤモンドカッター切り深さ（※３０ｍｍ程度　　・　　　　　）

コンクリート、モルタル等の撤去部分の境目は、原則としてダイヤモンドカッター切りとする

・　建築物の保守に関する説明書、指導案内書

・　官公署届出書類（保守に必要とするもの）

・　保証書

・　機器性能試験成績書及び取扱説明書

・　主な主要資材、機器等のメーカー及び施工者一覧表

下記のものをＪＩＳ　Ａ４版ファイルに製本して監督職員に提出する。保全に関する資料

耐荷重及び耐外力

撤去部分

　　　　　　　設備工事との取り合い

　補強　・　コンクリート壁、床、梁貫通部

　・　鉄骨造の開口及び補強

　・　軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

　・　埋込分電盤・端子盤・プルボックスの 　仮枠

　補強　　　仮枠及び埋込部分の補強

　・　ＯＡフロア・フリーアクセスフロアの切込み及び補強

　切込　・　埋込型機器取付用の天井

　　　壁の切込加工、下地の補強 　補強

　・　自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及び

　　　ドアクローザ、フロアヒンジ

　・　電気室、自家発電室などの基礎及びピット（蓋を含む）

　・　テレビアンテナ 　基礎

　アンカーボルト

　・　天井点検口

　・　機器類のコンクリート基礎 　屋内・屋外設置

　屋上設備

※ ※

※

建　築 電　気 機　械

※

※

※

※

※

※

※ ※

※

※

※

※

※

※

※※

※

（保険の加入期間は、工事完成引き渡しまでとする）

工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する

※　対象工事　　・　非対象工事

※　対象工事　　・　非対象工事

鳥取県公共工事環境配慮指針　　※　対象工事　　　・　非対象工事　　　　　　　　

まちづくり条例

鳥取県福祉の

建設リサイクル法

環境配慮

火災保険等

※　対象工事　　・　非対象工事

※　対象工事　　・　非対象工事

※　対象工事　　・　非対象工事

省エネ法

バリアフリー法

鳥取県景観形成条例

　　２．敷　地　面　積　　　　　　　　　　　㎡

用途地域等　（　　　　　　　）

　　１．工　事　場　所

Ⅰ．工　事　概　要

　　４．建　物　概　要

１

5

２

２

１

ＰＣＢ（ある場合）

（７）　鳥取県石綿健康被害防止条例等を遵守すること。

1

　（建築工事編）（平成２２年版）」（以下、「改修標準仕様書」という）、建築物解体工事共通仕様書平成２４年版による。

解体特記仕様書

W

　・　その他　：（　　　　　　　　　　　）

　構造・規模　木造　○階建

　工事期間　令和○年○月から○年○月まで

　監理者　○○〇局　○○○課

　令和○○年○月工事完成予定

　境港市○○○○○○局

　発注者　境港市

　　　○○○○課　○○班

　　　　　連絡先　　境港市○○○○○局

ケイカル板

1

大山中学校部室棟建替工事

３０

鳥取県西伯郡大山町所子310

27439.59

　　３．地　域　地　区　　都市計画地域（　・内　・外　）　市街化調整区域（　・内　・外　）

部室棟 解体 105.48 63.53

外壁塗材

軒天ケイカル

内部天井材

・（試料数：　　）木毛セメント板

・（試料数：1　）

・（試料数：1　）

・（試料数：1　）

・（試料数：1　）

内部天井材 ４

４

通路部分軒天

通路部分軒天

・　固定された家具等（備品，机，ロッカー等）の移動　　　・　行う（図示）

・　既存部分における既存家具等の養生　　　　　　　　　　・　ビニルシート等による　　

・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　図示　　　

　Ａ、Ｂ種の片面への塗装等　　　・　行う　　・　行わない

　Ａ、Ｂ種の表面材　　　　　　　・　石こうボード　　・　合板

　・　行う（ＪＩＳ　Ａ　６３０１グラスウール吸音材２号３２Ｋ厚５０㎜）

※　設ける

・　構内に新設する　規模（　　20㎡　）



工事車両駐車場

ポールH5.0m

▼敷地境界線

正門

給食センター

配置図　1:500

▼敷地境界線

▼
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路
境
界
線

▲
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境
界
線

▼敷地境界線

▲
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境
界
線

▲
敷

地
境
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線

▲道路境界線

技術棟

 

▼
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地
境
界
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屋内運動場
渡廊下２

グラウンド

教室・管理棟

コンピューター 室

部室

 渡廊下１

消火水槽

 倉庫

 桜  消火栓

渡廊下 

①既存部室棟全面撤去
②コンクリート舗装撤去
③桝・埋設配管・ポール(H5.0m)撤去基礎共・放送設備撤去
既存ポール再利用可能なら再利用とする。監理者と

Ｎ

仮設事務所

資材、ごみ置場

171

171

158

至　米子

至　倉吉

至　御来屋駅

至　淀江駅

山陰道

大
山
口
駅

158

大山町役場
大山公民館

大山町役場
大山支所

大山きゃらぼく保育園

合銀

Ｎ

鳥取県西伯郡大山町所子310

工事場所

附近見取図

保管場所含めて協議する。

※要協議

※要協議

※要協議
工事車両出入口

 架空線H3.2ｍ

工事車両通行時注意

20枚（31）15枚（26）

7枚（16）

35枚（61）

16枚（28）

36枚（64）

24枚（50）

15枚（22）
20枚（34）

鉄板枚数（溶接箇所数）計188枚（332）

 仮囲い

仮囲い

アスベスト含有建材とし、各法令に従い適切に撤去・処分すること。

仮設計画を作成し、学校・町と協議し、最終位置を決定すること。

学校の運営に対し、最小の支障になるよう工程を作成し、

学校・町と協議すること。

作業時は作業範囲を必ず区画し、立ち入り禁止措置を行う事。

解体材等の搬出時は適切な運送計画を作成し、作業を行う事。

解体工事に伴い発生した、材料については

解体後は、工事動線の範囲を含め、現況復旧と清掃を行う事。

解体範囲を示す

１．

■施工に関する注意事項

建物を使いながらの工事であるため、町担当者、学校担当者と協議を

行いながら工事を行うこと。また、生徒、先生への安全に特に留意し、

工事標識・工事案内等を適宜設置すること。

授業中の騒音、振動はできるだけ抑えること。

敷地内に搬入した材料の保管場所は、学校担当者と協議の上決定し、

火災、その他事故の防止に努めること。３．

２．

４．

６．

７.

８.

工事車両の搬入出については、登下校の時間を避けて行う事。

５．

9.

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号 浦川　英敏

堀江　司
一級建築士登録

第０３－３２３号

A2：100%　A3：71%

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

Ａ
ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

大山中学校　附近見取図・配置図
1：500

－３１

大山中学校部室棟建替工事



特記

－

部室

A2：100%　A3：71%

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録

大　臣　登　録
一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号

第２８－３２３号

浦川　英敏
堀江　司

一級建築士登録

Ａ

1：50

4,
30
0

4,
50
8

1,
79
3

2,
71
5

2,065

1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

23,400

□100×100

ポール

Ｎ

500×500桝 500×500桝 500×500桝

570×570桝 570×570桝

止水栓

屋外運動場

部室

4.88㎡

部室

4.88㎡

部室

4.88㎡

部室

4.88㎡

部室

4.88㎡

部室

4.88㎡

部室

4.88㎡

部室

4.88㎡ 4.88㎡

部室

4.88㎡

器具庫

9.77㎡

2.45㎡
倉庫

石灰保管庫

2.45㎡

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
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コンピューター室
1階建　鉄骨造

延床面積　229.00㎡
建築面積　229.00㎡
【その他の建築物】

屋内運動場

屋根形状を示す

構造・規模

面積表

建築面積

延床面積

CB造+屋根小屋組木造　1階建

(通路　41.95㎡含まない。)

63.53㎡(19.21坪)

105.48㎡(31.90坪)

現況図　撤去範囲図示

現況平面図(解体工事用)

解体概要

①①

②

③

④

※基礎・小屋組みに図面がない為想定。

コンクリート舗装撤去。(CAD測定約85㎡)

桝・埋設配管撤去

ポール(H5.0m)・放送設備撤去

④

③ ③ ③ ③ ③

②

②

大山中学校部室棟建替工事

コンクリート舗装：撤去

コンクリート舗装：既存のまま

側溝、水路：既存のまま

部室棟全面解体撤去。

A

BBB

130 1,670 130

BBBBBBB

未舗装部分を示す

A

B

通路部分軒天仕上

部室天井　ケイカル板

注意すること。

既存基礎の撤去の際には、地盤を出来るだけ乱さないように

アスベスト含有箇所※4検体採取の内、2検体に含有

飛散

レベル

飛散

レベル

レベル3相当

レベル3相当
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①



土間コンクリート下地

防水モルタル仕上

土間コンクリート下地

防水モルタル仕上

土間コンクリート下地

-

-

-

-

-

-

コンクリートブロック積

コンクリートブロック積

コンクリートブロック積

ケイカル板　塗装

ケイカル板　塗装

ケイカル板　塗装

木下地

木下地

木下地

(想定)

防水モルタル仕上

━

━

━

2600

2600

2600

ＧＷｔ100 ━

━

━

━

━

木製

木製

木製

木製棚　W1700×D350×H1200

天井裏

断熱材

内　部　仕　上　表

室　　名
内装
制限階

１階

床　高 ±０

±０床　高

±０床　高

器具庫

部室

石灰保管庫・倉庫

床
Ｈ

巾　木 廻　縁 天井高 室名札
カーテン

ブラインド
壁 天　　井

外　部　仕　上　表

備　　考
屋根：ガルバリウム鋼板

鉄骨：□100×100 軒裏：木毛セメント板

野地板t15(想定)

外壁：モルタル下地の上リシン吹付　※アスベスト含有想定材

基礎・土間：コンクリート金鏝抑え　※形状不明

犬走：コンクリート金鏝抑え

塩ビ製竪樋　65Φ

塩ビ製半丸型軒樋W110

軒裏：ケイカル板　塗装　※アスベスト含有想定材

木下地(想定)

放送設備

鉄製ポールH5.0m　溶融亜鉛メッキ仕上　※基礎深さ不明

コンクリート集水桝：570×570

木建・木製縦横額縁(見付50×見込75)

金属波板

木下地(想定)

木製破風板・鼻隠

※基礎形状不明のため　詳細図については想定
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□100×100

部室部室 器具庫

倉庫

石灰保管庫

屋根形状を示す

WD

1

WD

1

WD

1

WD

1

WD

1

WD

1

WD

1

WD

1

WD

1

WD

1

WD

1

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

AD

2

AD

1

AD

1

部室
4.88㎡4.88㎡

部室
4.88㎡

部室
4.88㎡

部室
4.88㎡

部室
4.88㎡

部室
4.88㎡

部室
4.88㎡ 4.88㎡

部室
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通路
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WD

木製片引戸

AW
1

アルミ製引違窓

1
AD

アルミ製片開ドア

AD
2

アルミ製引分戸

型板ガラスt4.0

部室、器具庫部室、器具庫、倉庫、石灰保管庫

12

アルミカラー

70

型板ガラスt4.0

アルミカラー

70

型板ガラスt4.0

標準金物一式、クレセント、アングルピース

石灰保管庫・倉庫

2

丁番、玉錠、ＤＣ、戸当り

アルミ額縁、標準金物一式

アルミカラー

70

型板ガラスt4.0

アルミ額縁、標準金物一式

器具庫

1 11

40

木塗装

引手、戸車、SUSレール

南京錠

引手、戸車、ＳＬ、戸当り
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▽FL

▽天井

姿　図

寸　法

▽FL

▽天井

▽FL

▽天井

▽FL

▽天井

記　号

形　式

場　所

数　量

仕上・材料

見　込

ガラス

金　物

備　考

断面図　1:50

※天井裏不明のため　詳細図については想定
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部室

既存のまま

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

▼最高建物高さ

▼FL

▼軒高(想定)

▲GL

鳥取県知事登録 一級建築士事務所
一級建築士登録 大　臣　登　録 第２１６１９２号 浦川　英敏
一級建築士登録 大　臣　登　録 第３２３４０９号 堀江　司

第０３－３２３号

ＴＯＴＡＬ

Ｎｏ.

A2：100%　A3：71%

ＣＨＥＣＫ ＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥ
ＴＩＴＬＥ

ＮＡＭＥ
Ａ －

概要資料(解体工事用)
1:100、1:50
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▽GL
31　箇所

26　箇所
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28　箇所
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７　枚
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20　枚
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工事車両駐車場
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配置図　1:500
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渡廊下２

教室・管理棟

コンピューター 室

 渡廊下１

消火水槽

 倉庫

 桜  消火栓

渡廊下 

グラウンド
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資材、ごみ置場

仮設事務所
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大山町役場
大山支所

大山きゃらぼく保育園
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鳥取県西伯郡大山町所子310

工事場所

附近見取図

工事車両出入口

 架空線H3.2ｍ

工事車両通行時注意

（協議による）

（協議による）

（協議による）

 仮囲い

仮囲い

計

B

C

D

E

F

G

H

I

B
C

D

E
F

G

HI

　鉄板フラットバー溶接箇所

　仮囲いフラットパネル※詳細図参照

　敷き鉄板　1524×3028×22

　工事車両走行経路

　工事範囲

500 1,000 500

2,
00
0

60
0

2,
00
0

2,
00
0

2,
00
0

≒1400

仮囲い詳細図　1：50

溶接箇所数敷き鉄板枚数

A

A

鳥取県知事登録
大　臣　登　録
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一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号 浦川　英敏

堀江　司
一級建築士登録
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アスベスト解体用養生足場図面一式
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５．

ペトロラタム系防食テープ２５．鋼管類防蝕措置 防食用ビニールテープ　１／２重ね　２回巻

アスファルトジュートテープ コールタール［Ⅱ］　工　事　仕　様 一

２６．はつり工事 既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴あけは原則としてダイヤモンドカッターによる。

　　１．一　般　事　項 ２７．継手 ライニング鋼管用継手には、原則として管端防食継手とする。般機　械　設　備　工　事　仕　様　書
図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、次による。 ２８．伸縮継手 スリーブ形ベローズ形

ベローズ形２９．防振継手 合成ゴム製共

３０．フレキジョイント 合成ゴム製ベローズ形　（ステンレス製）

３１．埋設表示 コンクリート杭に方向、種別を記入した鋳鉄製表示板を埋込んだものとする。ただし、舗装された場所は通［Ｉ］　工　事　概　要
表示鋲のみとする。

　　２．特　記　事　項
共通仕様書による埋設表示用テープを図示する箇所に埋設する。（管上部約１５０ｍｍ程度）事

（１）項目は番号に　　印のついたものを適用する。　　１．工　事　場　所　　　
３２．土間配管 丸鋼　φ９にてスラブ筋に　１．０ｍピッチで吊架施工とする。

（２）特記事項は　　印のついたものを適用する。ただし、記入のない場合は　※　印を適用する。
３３．電気容量及び機器表示 電気容量等は、原則として図面に記載されている値以下とする。項

（３）一般共通事項のうち次の項目は、建築工事仕様書による。 （　項　目 ）
　　２．建　物　概　要 機器類の能力、容量等は、原則として表示された値以上とする。

建築基準法によ 章 項　　　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項建物番号 建　物　名　称 構　造 階　数 消防法施行令別表第一の区分 備　　　　考
る延べ面積（㎡）

設計用温湿度条件１．
１ （　　　　　）項 １．官公署その他への手続等 工事施工に伴い必要な官公署、その他への手続、検査等並びにその費用は、本工事請負者の負担とする。 外　　気　　条　　件 室　内　　　　　　　系 室　内　　　　　　　系（設計目標値）

（　　　　　）項２ 但し負担金は機械工事に 含　む ※ 含まない 温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ） 温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ） 温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）

空３ （　　　　　）項 ２．発生材の処理 ※ 引渡ししない（自由処分） 引渡しする ０．１ ６０ ２２ ５０℃冬　　期 ％　 ℃　 ％　 ℃　 ％　

※ 有（別紙）無特別管理産業廃棄物４ （　　　　　）項 ３４．１ ７１ ２６ ４０夏　　期 ℃　 ％　 ℃　 ％　 ℃　 ％　
気

※再生資源の利用を図ると指定されたもの 無 有（別紙）（　　　　　）項５
２． ＳＵＳ冷　　温　　水　　管 ＳＧＰ（白） ＳＧＰ－ＨＶＡ

３．主任技術者 資格の区分Ι 資格の区分Ⅱ
調 ３．冷　　却　　水　　管 ＶＰ ＳＧＰ（白） ＳＧＰ－ＶＡ（１００Ａ以上は、ハウジング形管継手の使用可）

４．電気保安技術者 有 無
４． ＳＧＰ（白） ＳＧＰ－ＨＶＡ

技能士の適用 １級 ２級 配管施工（建築配管作業） 熱絶縁施工 和
　　３．工　事　種　目（　　印を適用する。） ５．蒸気及び蒸気還水管 ※ ＳＧＰ（黒）一 冷凍空気調和機器施工 建築板金作業

ＳＧＰ（黒）６．油・貯油槽用通気管 外面被覆鋼管建物番号
６．工事用仮設建物 構内に設置 出来る 出来ない１ ２ ３ ４ ５ 屋　外 備　　　　　考

ＳＧＰ（白）７．排　　　　水　　　　管 ＶＰ工事種目 有　償７．工事用水 構内既存の施設 利用出来る　（ 無　償　） 利用出来ない
ア ア８．冷　　　　媒　　　　管 Ｃｕ 被覆Ｃｕ 製造者標準品（被覆 １０ｍｍ 　２０ｍｍ　　）空気調和設備 有　償 無　償　）８．工事用電力 構内既存の施設 利用出来る　（ 利用出来ない

９．冷温水管の空気抜き 空気溜りを生ずると思われる配管箇所には・､必要に応じて・､操作の容易な位置に空気抜き弁装置を設ける。
冷暖房設備 ９．補修など 工事の施工に伴い既存部分を汚染又は損傷した場合は、既存にならい補修する。

ベローズ式 フロート式１０．蒸気トラップ バケット式 衝撃式
換気設備 １０．図形表示 機器類は、図示する形状及び配管などの取出し位置により、特定製造業者の製品を指示限定しない。

１１．温　　　　度　　　　計 ブルドン管膨張式円形指示計 ガラス製棒状温度計
１１．施工計画書 工種別 提出する 提出しない ※ 施工要領　（ ※ 提出する 提出しない　）排煙設備

１２．圧力計　・　連成計 取付箇所は仕様書，標準図によるほか図示箇所に取付ける。
１２．完成図書 完成後は、速やかに次の完成図書を提出する。自動制御設備

面積流量計方式１３．瞬　間　流　量　計 ピトー管方式般
完成図原図 １　部衛生器具設備

１４．油　　　　面　　　　計 フロート式 ガラス管式（流出防止形）ゲージ式（側圧式）

※ 完成図原図・施工図原図の陽画複写紙２つ折製本 ２　部給水設備 床置型１５．ファンコイルユニット 天井吊り型 ローボーイ型 天井埋込型 カセット形
冷※ 完成図原図の陽画複写紙製本排水設備 定流量弁を 取付ける　（ ダイヤフラム式流量可変形 カートリッジオリフィス形　）

白表紙 黒表紙
※ 機器完成図・制作図 ２　部 取付けない給湯設備

ファイル製本（Ａ４版）
１６．放　　熱　　器　（空調機） 加湿器を 取付ける 取付けない※ 共通仕様書の完成図等　（１．７．１）　による消火設備 暖
１７．エ　　ア　　コ　　ン 冷房専用形 ヒートポンプ形ガス設備

１３．工事写真 工事完成後、検査困難となる部分について施工後の状況を判定できるようにカラーで写し、工程に従って
床　置 天　埋 カセット天　吊 壁　掛 ビルトイン

し尿浄化槽設備 整理し、工事完了時に監督員に提出する。
１８．吹出口・吸込口 鋼板製 アルミ製　（ 着色する 着色しない　）房共殺菌水自動管理設備 工事写真には、形状・寸法を明らかにする為、箱尺（モノサシ）、ポール等を使用し、工事名、撮影箇所

高速風道１９．風　　　　　　　　　　道 低速風道　（ スパイラルダクト フレキシブルダクト 亜鉛鉄板　）
配管サイズ等を記入した黒板を写し込むこと。（サイズはサービス版とする）

アングルフランジ工法 コーナーボルト工法　（ 共　板 スライド　）
デジタルカメラの使用も可

防火区画を貫通する風道は、その貫通する部分の前後１５０ｍｍまでを１．６ｍｍ厚鋼板製とする。
１４．完成写真 提出する　（　　　　部） 提出しない

２０．防煙・防火ダンパ 防煙ダンパー 電気式
測定表 完成時までに下記項目の測定を行ない監督員に提出する。１５．

　　４．設　備　概　要（　　印を適用する。） ダンパーの復帰機構 遠隔式
温　度 湿　度 風　量 騒　音

電気式防煙ダンパーの動作電圧はＤＣ２４Ｖ、電流０．６Ａ以下とする。中央ダクト方式 各階ユニット方式 ファンコイルユニット・ダクト併用方式空気調和方式
１６．工程表 提出する 提出しない

２１． アネモ形吹出口には、下記の接続チャンバーを設ける。チャンバー等但し、本工事が建築工事に含まれる場合は建築工事仕様書による。ファンコイルユニット方式 パッケージユニット方式 マルチシステム方式冷暖房方式空 １７．請負代金内訳書 提出する 提出しない
　　　（加入期間は工事完成引渡しまでとする） ネック径が２００φ以下のもの　　　４００×４００×２５０Ｈ通床暖房方式 ルームエアコン温風暖房方式気 １８．火災保険等 加入する 加入しない

ネック径が２００φを越えるもの　　５００×５００×３００Ｈ
調 直接暖房方式（ 低圧蒸気 石油ファンヒーター温水 ） １９．土工等 残土処分 構内敷ならし 構内の指示する場所にたい積 構外に搬出し適切に処理

消音材を内貼りする場合は、点検口（４５０×６００）を取付る。
和 砂 真砂土埋戻し土 根切り土の中の良質土冷温水 蒸　気 電　気温　水

外壁に面するガラリにチャンバー等を設ける場合には、原則として排水を設ける。換主要熱源・
２０．コンクリート設計基準強度 Ｆ　＝　１８　Ｎ／ｍｍ＾ｕ２Ｆ　＝　２１　Ｎ／ｍｍ＾ｕ２００重　油 ガス　）燃　料　（ 灯　油

２２．消　　音　　工　　事 グラスウール保温板（２号、４０Ｋ） ２５ｍｍ厚 ５０ｍｍ厚冷
鋼　製 鋳鉄製　）ボイラー　（ 気２１．他工事との取合い 他　工　事　と　の　取　合　い 電気設備 建　築機械設備 ２３． 取付ける煙　　　　　　　　　　道 煤煙濃度計を 取付けない暖

冷凍機　（ スクリュー式 遠心式 吸収式　） コンクリ－ト壁、床、梁貫通部のスリ－ブ・箱入れ ※スリ―ブ・箱入 取付ける媒じん量測定口（８０φ×２）を 取付けない房
設設 及び補強 補　　　　　強 ※一体形 ユニット形　）吸収式冷温水機　（ ２４．地　下　貯　油　槽 据付図（二）による据付図（一）による熱源機器

備 軽量鉄骨壁のボックス取付用下地 ※ 保護は アスファルト塗り エポキシ樹脂塗り局所式 中央式　）温風暖房機　（ 事 備
切　り　込　み ※ タンクローリー用アース端子を設ける。※ヒートポンプ　（ 電　気 ガ　ス　） エアコンヒートポンプチリングユニット 埋込形機器取付用の天井、壁の下地材・仕上げ材
補　　　　　強 ２５．防振吊金物及び防振支持金物 口径６５ｍｍ以上又は、中央機械室の冷却水管、冷温水管等の吊り、又は支持は、防振吊り金物又は防振支持金物

第二種 第三種第一種換気設備
電気室、自家発電機室などの基礎及びピット　（蓋を含む） ※ で行ない、かつ適当な箇所に振れ止めを設ける。　ただし、屋外及び地下ピット内等の防振は除く。

排煙設備
機器付属の制御盤及び操作盤から機器までの配線 ※ ２６．フィルターの予備品 空気調和機又は、フィルターチャンバー装置枚数の約３０％を予備品（わく付）として納める。

電気式 電子式 空気式 デジタル式自動制御設備
機器用コントロールスイッチ　（空調機、全熱交換機、給湯器等）の取付及び配線 ファンコイルユニット総台数の約３０％に当たるフィルターを予備品（わく付）として納める。

高置水槽 加圧方式　　水源（ 水道水 井　水　）水道直結給水設備方式
天井点検口 ※ 自動巻取型フィルターの予備品は１００％納める。

自然流下 ポンプ排水排水設備方式 屋内・屋外設置 ２７．排気用屋外フード ステンレス製 亜鉛鉄板製 アルミ製　（ 着色する 着色しない　） 製造者標準品衛
機器類のコンクリート基礎

公共下水道 浄化槽（ 合併処理 ｍ＾ｕ３／日　）　汚水 屋　上　設　置 ２８．送　風　機　基　礎 標準基礎 防振基礎　（ ゴム 金属バネ　）項放流先
生 側溝 合併処理公共下水道雑排水 ※レンジフード　（　　　ファン付　　　　フードのみ　）

換　気　扇 ※局所式 中央式　） 無有　（ １．風　　　　　　　　　　道 鋼板製 亜鉛鉄板給湯設備
設

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰﾍｯﾄﾞ用天井ﾎﾞｰﾄﾞ開口及び下地補強 ※ ２．排　煙　送　風　機 排煙用遠心送風機 排煙用軸流送風機 斜流送風機（　　１号　　　易操作性１号　　　２号　） 屋外消火栓 泡消火屋内消火栓 排
消火設備の種号備 （財）日本建築センターの性能認定マークが貼付されたものとする。スプリンクラー 連結送水 連結散水 二酸化炭素消火 移動式粉末 ２２．耐震対策

煙 形鋼製ベッド 設ける 設けない機　器 吊り及び支持都市ガス 液化石油ガスガスの種別
３．排煙口 形状は可動パネルとする。設防火区画貫通 建設省告示第３１８３号による。２３．自動操作 手動操作循環ろ過設備

開放装置は 手　動 手動及び遠隔操作の可能なもの２４． 給気ダクト 排気ダクト　）の保温仕様保温 全熱交換器用の　（無有温泉設備 備
標準基礎４． 防振基礎　（ Ａ形 Ｂ形　）送　風　機　基　礎保温は別表による。

Ｓ

エアー配管設備

オイル配管設備

※

※

膨張・空気・補給水管

ＳＴＰＧ（黒）

 鳥取県西伯郡大山町所子313

部室棟 １

※

※

耐震措置については、「建築設備耐震設計施工指針」（２０１４年版）による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修・機械及び電気設備工事共通仕様書（令和４年版）及び工事標準図（令和４年版）

A2：100%　A3：71%

－

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録
第２１６１９２号 浦川　英敏一級建築士登録
第０３－３２３号

Ｍ

ＮＯＮＥ

０１
特記仕様書（１）

第３２３４０９号 堀江　司

大山中学校部室棟建替工事



ポリエチレン管

２．

４．

３．

５．

６．

中　央　監　視　盤

電　　源　　装　　置

接　　地　　工　　事

性　　能　　試　　験

※

※

※

※

※ １３００ｍｍ

１．自　動　制　御　盤

ｍｍ

共通仕様書を

システム構成は特記による他共通仕様書による

図面特記による適用する

別途電気設備工事

盤までの接地工事は

動　作

取付高さは

絶縁抵抗

別途電気設備工事

機械設備工事

機械設備工事

※

１．

２． 有 無

大便器・小便器

小便器洗浄水節水装置

カラー

節水形 不凍形 一般形 身障者対応器具

自動水栓

陶器又はプラスチック製注意板を取付ける

大便器の下面は全面アスファルト塗布（３ｍｍ厚）とする。

耐火カバーを取付ける。

洗浄用ハイタンク

弁の操作機構

弁の開閉指令

工事範囲は、電気１次側配管配線を除きすべて機械工事とする。

自動洗浄弁

タイマー

補給水電磁弁

光電管方式 照明と連動

１． イ） ＳＧＰ－ＶＡ ＳＧＰ－ＶＢ

ＶＷ ＨＩ－ＶＰ

ＳＧＰ－ＶＤ ＶＷ ＨＩ－ＶＰ

ＳＧＰ－ＰＡ ＳＧＰ－ＰＢ

ＳＵＳ

ＳＧＰ－ＰＤ

※

※

２．

８．

７．

６．

５．

４．

３．

管

弁

揚水ポンプの基礎

ＪＩＳ　１０ｋｇｆ／ｃｍ＾ｕ２

ＪＩＳ　　５ｋｇｆ／ｃｍ＾ｕ２

ロ）

ポリエチレン管

口径６５Ａ以上の仕切弁及び逆上弁は、ライニング弁とする。

公営水道事業者指定の止水栓又は弁

借　用 買入れ

ＦＲＰ製　（

ＦＲＰ製　（

標準基礎

サンドイッチ構造

サンドイッチ構造

防振基礎　（

単　板　）（

単　板　）（

Ａ　形 Ｂ　形　）

パネル型

パネル型

一体型　）

一体型　）

水道事業者指定深度 一般地 車両通路ｍｍ ｍｍ

給水管の最小管径は２０ｍｍとする。

既設品再使用

１． ＶＰ ＣＩＰ ＬＰ

ロ） ＶＰ ＳＧＰ（白） ＬＰ

ＳＧＰ（白） ＶＰ

ＶＰ ＶＵ

３．

４．

５．

ＭＨＡ

ＭＨＡ

ＭＨＢ

ＭＨＢ

ＭＨＤ　）

ＭＨＤ　）

ハ）

ニ）

２．

管

パイプシャフト内配管の保温

インバート桝ふた

排水用硬質塩ビライニング鋼管

耐火二層管

排水用硬質塩ビライニング鋼管

耐火二層管

ＨＰ（Ｂ型外圧管１種）

コーティング鋼管

施工する 施工しない

現場打

鋳鉄製　（

鋳鉄製　（

既製品　（ 塩ビ製 小口径桝　）

樹脂製

樹脂製 コンクリート製

ＲＣ製

イ）屋内汚水管

屋内雑排水管

通　　気　　管

屋外排水管

地中配管用

一般配管用

１．

２．

Ｃｕ ＳＵＳ ＨＴ－ＶＰ ＳＧＰ－ＨＶＡ

３．

６．

７．

８．

９．

電気温水器

有

ＳＵＳ

無

ア

ガス 灯油　）

チタン　） ＳＵＳ チタン　）

給湯機（

４．

５． ア

管

弁

コンクリート内埋設管の保温

ＪＩＳ　５ｋｇｆ／ｃｍ＾ｕ２ＪＩＳ　１０ｋｇｆ／ｃｍ＾ｕ２

架橋ポリエチレン管Ｅ種

灯　油 重　油 都市ガス 液化石油ガス 電　気 蒸　気

ステンレスクラッド鋼板製 ステンレス鋼板製

流電陽極方式

ＦＲＰ製

外部電源流電陽極併用方式外部電源方式防蝕装置

温度計は、円形（１００φ以上）バイメタル式とする。

はしご 要 不　要

防水麻布二重巻

機械工事 別途工事

ボイラー　（ 低　圧 中　圧 無　圧 真空式 ヒートポンプチラー

鋼板製　　　　　　ｍｍステンレス製　　　　　　ｍｍ

プレート型　（ コイル形　（

耐熱保温チューブ　　　　10　ｍｍ

ア

ｅ（イ）Ⅱ

煙　　　　道（　煙　突　）

１．

２．

３．

ＳＧＰ（白） ＳＴＰＧ ＳＧＰ－ＶＳ ＳＴＰＧ－ＶＳ

４．

５．

６．

７．

８．

管

弁

消火ポンプユニット

ＪＩＳ　１０ｋｇｆ／ｃｍ＾ｕ２

消火配管の保温は次による。

スプリンクラ用

屋内消火栓用 施工する

施工する

２号消火栓 補助散水栓

施工しない

施工しない

１号消火栓

火災報知器併設型

連結送水管放水口併設型　（３階以上）（ 露出型 埋込型　）

地上式

露出型

要　（図示）

地下水 双　口 単　口

単　口

別　途不　要

埋込型 双　口

単独型

易操作性１号消火栓

１　型 ２　型 ３　型

１．

３．

５．

６．

７．

８．

９．

※

ＭＨＡ型

砂

４．

２．

分離接触バッキ方式

地下形 半地下形

鉄筋コンクリート製

槽上面にコンクリート版打設又は補強入り鉄ふた取付　）

ポンプ排水

製造者標準仕様

３ヶ月相当分を納入する。

根切り土の中の良質土 真砂土

ＭＨＢ型 ボルトロック型

合併処理 処理水量　　　　　　ｍ＾ｕ３／日

放流水の水質（ＢＯＤ）

１． ＳＧＰ（白） ＳＧＰ（Ｗ） ＶＰ ＳＧＰ－ＶＢ ＳＧＰ－ＨＶＡ

ＳＧＰ－ＰＢ ＨＴ－ＶＰ

２．

砂

４．濾　　　　過　　　　機

３．濾　　　　　　　　　　材

５．

６．

給　水　ノ　ズ　ル

ＳＵＳ チタン　） ＳＵＳ チタン　）熱　　交　　換　　器

管

弁 ＪＩＳ　１０ｋｇｆ／ｃｍ＾ｕ２ＪＩＳ　５ｋｇｆ／ｃｍ＾ｕ２

アンスラサイト カートリッジ セラミック

鋼　製 ＦＲＰ製 自　動 手　動

流量調節型 防水皿付

プレート形　（ コイル形　（

イ：

ロ：グラスウール保温材

ロックウール保温材

ハ：ポリスチレンフォーム保温材

但し、防火区画貫通部はロックウール材使用

１．

（１）

（２）

（３）

（４）

２．

３．

４．

（１）

（２）

（３）

５．

６．

（１）

（２）

（３）

電　動　真　空　給　水　ポ　ン　プ

消　　　　　火　　　　　栓

７．

８．

９．

１０．

１１．

１２．

１３．

１４．

１５．

１６．

（１）

（２）

（３）

（２）

１９．

２０．

２１．

１７．

１８．

２２．

２３．

２４．

２５．

２７．

２８．

２９．

３０．

３１．

３２．

３３．

３４．

３５．

巴

巴

うず巻きポンプ・多段ポンプ

可とう継手・防振継手

炭酸ガス消火装置

スプリンクラー消火・泡消火

ファンコイルユニット型

ユニット空気調和機型

同等品以上とする場合には、同等品承諾願いを提出し監督員の承諾を得ること。

※

※ 不許複製

送配電線の近くで作業をするときは、前もって中国電力へ連絡すること。

２６．

ＪＩＳマーク表示品・水マーク表示品

本山 ダイドレ フシマン テクノフレックス

トーゼン 荏原 テラルキョクトウ 川本 日立

テクノフレックス

キッツ 東洋バルブ 前澤 オーケーエム

荏原 テラルキョクトウ 川本 日立

川本 荏原 日立 テラルキョクトウ

荏原 川本 昭和

積水 三菱 日立 森松 ベルテクノ ＮＹＫ神戸

横井 立売堀 北浦

能美 ホーチキ ニッタン

能美 ホーチキ ニッタン 横井 立売堀 北浦 日本ドライケミカル

小島 ダイドレ ホーコス 二宮

小島 ダイドレ 二宮

昭和 川重 タクマ 三浦 三洋 ダイキン 日立 三菱 長府 松下 サムソン

荏原 サンポット

昭和 川重 タクマ 三浦

日立 三菱 ダイキン 三洋 松下 サンポット コロナ 長府

松下 三菱電機 三洋 三菱重工 ダイキン 日立

三洋 ヤンマー 三菱

ダイキン 三菱 日立 三洋 松下

荏原 日立 三菱 ダイキン

川重 三菱 荏原 三洋 矢崎 日立 松下

荏原シンワ 空研 三菱 矢崎 三洋 松下 新晃

三菱 新晃 ダイキン 矢崎 三洋 昭和 松下 木村 日立

新晃 ダイキン 昭和 三菱 木村 松下 日立 三洋

新晃 昭和 木村

フシマン ベン 本山 ヨシタケ

山武 愛知 横河ジョンソン

新晃 空研 ホーコス 木村 協立

ボイラーセンター 家森 ベルテクノ ホーコス 森松 尾古 ダイネツ

日立 テラルキョクトウ 荏原 松下 三菱 三洋 ダイキン

パロマ リンナイ 三洋 ノーリツ 細山 東陶 ＩＮＡＸ他、ガス供給者の指定品

中西 松下 サンウェーブ タカラ 愛豊 サンヨー トーヨー

大東 三機 三洋

アムズ ダイキ ＩＮＡＸ ニッシン クボタ

テラルキョクトウ

テラルキョクトウ

ノシロ ミウラ 理水 フィルコン 日機装 オキタ

金門 愛知

三洋 矢崎 三菱 松下 長府 日立

三菱 テラルキョクトウ 空研 松下 木村 ダイキン

工技研究所

ホーコス クボタ

日阪 木村 家森 ベルテクノ ダイネツ

三菱 三洋 松下 ミサト

アロン 前澤 クボタ 積水 三菱樹脂

矢崎

日立 フジクリーン

［Ⅲ］　機　　材　　等

東芝キャリア

東芝キャリア

東芝キャリア

大陽東洋酸素

オオモリ工業

タキロン

管　・　継　　　手　　　材

衛生器具及び付属品

水槽（ＦＲＰ・鋼板・ステンレス）

消　　　火　　　器　　　具

排　　　水　　　金　　　物

鋼製ボイラー・温水ヒーター

エ　　　ア　　　コ　　　ン

冷　　　凍　　　機　　　等

空　　気　　調　　和　　機

放　　　　　熱　　　　　器

空調用自動制御機器・制御盤

吹出口・吸込口・ダンパ

製　　　　　缶　　　　　類

送　風　機　・　換　気　扇

厨　　　房　　　機　　　器

焼　　　　　却　　　　　炉

し尿浄化槽（汚水処理施設）

水　　処　　理　　装　　置

メ　　ー　　タ　　ー　　類

ソーラーシステム

全　　熱　　交　　換　　機

タンク付属部品・レベルメーター

グリーストラップ

熱　　　交　　　換　　　機

床　　　　　暖　　　　　房

塩　　　ビ　　　製　　　桝

（屋内・屋外共）

ランケイ管

ｍｇ／　以下

ＦＲＰ製　（

自然流下

相 Ｖ

東芝キャリア

東芝キャリア

東芝キャリア 日立

東洋製作所

松下

東芝キャリア

東芝キャリア

東洋製作所

ブリヂストン

ブリヂストン

東洋バルブ

　　３．配管保温及び仕上げ

ＪＩＳマーク表示品・水マーク表示品

日本ドライケミカル

大栄産業

東洋計器

前澤 ダイドレ

この工事に使用する機材は下記に記載されているものの他、同等品以上とする。

設計図書の製品番号は、特定の製品を限定しない。

（１）

ガ　ス　器　具　（湯沸し器類）

亜　　　鉛　　　鉄　　　板

ア　ル　ミ　ニ　ウ　ム　板

ス　テ　ン　レ　ス　鋼　板

配　管　化　粧　カ　バ　ー

綿　　　　　　　　　　　布

材　　　料

使　用　箇　所

温　　　　　水　　　　　管

蒸　　　　　気　　　　　管

冷　　　　　媒　　　　　管

給　　　　　水　　　　　管

排　　　　　水　　　　　管

消　　　　　火　　　　　管

給　　　　　湯　　　　　管

き　　っ　　甲　　金　　網

１０ｍｍ ２０ｍｍア被覆銅管ＲＳ

天井内及

びＰ．Ｓ内

床下及び

暗　渠　内

多湿箇所

屋外露出

屋　　　内

露　　　出
備　　　　　　　　考

温水タンク・熱交換器

冷水・冷温水ヘッダー

蒸気・温水ヘッダー

一般ダクト・チャンバー

排煙ダクト・煙道

ガラスクロス

着色亜鉛鉄板

ビニルテープ

保温チューブ

保　温　材

仕　上　げ　材

アルミガラス　（クロス）

イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ　，ハ イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ　，ハ イ　，ロ　，ハ イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ

イ　，ロ

イ　，ロ

イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ

イ　，ロ

イ

イ　，ロ イ　，ロ イ　，ロ イ　，ロ

イ　，ロ イ　，ロ イ　，ロ

イ　，ロ イ　，ロ イ　，ロ

ロ　，ハ

ハ

イ　，ロ

自

動

制

御

設

備

備

設

衛

生

器

具

給

水

設

備

排

水

設

備

給

湯

設

備

消

火

設

備

温

泉

設

備

し

尿

浄

化

槽

設

備

循

環

ろ

過

設

備

品　　　　　名 賛助会員リスト

１．

２．

Ｃｕ ＳＵＳ ＨＴ－ＶＰ ＳＧＰ－ＨＶＡ

３．

６．

７．

８．

９．

電気温水器

有

ＳＵＳ

無

ア

ガス 灯油　）

チタン　） ＳＵＳ チタン　）

給湯機（

４．

５． ア

管

弁

コンクリート内埋設管の保温

ＪＩＳ　５ｋｇｆ／ｃｍ＾ｕ２

耐熱内外面ライニング鋼管

灯　油 重　油 都市ガス 液化石油ガス 電　気 蒸　気

ステンレスクラッド鋼板製 ステンレス鋼板製

流電陽極方式

ＦＲＰ製

外部電源流電陽極併用方式外部電源方式防蝕装置

温度計は、円形（１００φ以上）バイメタル式とする。

はしご 要 不　要

防水麻布二重巻

機械工事 別途工事

ボイラー　（ 低　圧 中　圧 無　圧 真空式 ヒートポンプチラー

鋼板製　　　　　　ｍｍステンレス製　　　　　　ｍｍ

プレート型　（ コイル形　（

耐熱保温チューブ　　　　　ｍｍ

ア

ｅ（イ）Ⅱ

煙　　　　道（　煙　突　）

給気用ダクト

ポリエチレン管

ハ）ピット内 ＨＩ－ＶＰ

（公営水道に直結する配管に使用）

既　設

ＪＩＳ　１０ｋｇｆ／ｃｍ＾ｕ２

ＪＩＳ　１６ｋｇｆ／ｃｍ＾ｕ２

イ　，ロ　，ハ

イ　，ロ　，ハ

温度調節器等

量水器

高置水槽

受水槽

管の埋設深さ

その他

燃料

貯湯槽

給湯機

熱交換器

温泉

構造

設置方式

槽材質

排水方式

防臭ふた

埋戻し土

電源

消毒薬

管材

継手材

伸縮継手

弁　　類

ポンプ類

水中ポンプ

マンホール蓋

鋳鉄製ボイラー

温風暖房機

ガスヒーポン

往復動冷凍機

遠心冷凍機

吸収冷温水機

冷却塔

放熱器弁・ﾄﾗｯﾌﾟ･減圧弁･温度調節弁

桝の種類

ため桝ふた

燃料

貯湯槽

給湯機

熱交換器

温泉

保温

屋内消火栓箱

屋外消火栓

連結送水口

消火器

300 600

冷水・冷温水タンク

冷水・温水管・冷却水

ＬＩＸＩＬ ＴＯＴＯ

冷　　　　　媒　　　　　管

A2：100%　A3：71%

－

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録
第２１６１９２号 浦川　英敏一級建築士登録
第０３－３２３号

Ｍ

ＮＯＮＥ
特記仕様書（２）

０２堀江　司第３２３４０９号

大山中学校部室棟建替工事



砕石敷き均し

屋内運動場

既設側溝に接続

既存コンピューター室

外構図　1：100
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A

A’

A-A’断面図　1：30

16.56㎡
部室1 部室2

16.56㎡ 16.56㎡
部室3

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲

石灰保管庫
6.62㎡

排水目皿排水目皿

器具庫

通路

高跳マット
2000×5000　2枚

▲

▲

33.12㎡

Y0

Y1

Y2

Y3

5,
46
0

1,
82
0

1,
82
0

1,
82
0

3,
64
0

1,
00
0

1,
00
0

竪樋カラ-VP外径60Φ

竪樋カラ-VP外径60Φ 可動間仕切家具(家具工事) 竪樋カラ-VP外径60Φ
テント保管棚D400

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X0 X1

24,570

2,275 3,185 1,820 1,820 1,820 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275

9,100 4,550 4,550 4,550

455 455

D50

7
5

5
0

5
0

7
5

7
5

100 100 100

既設側溝に接続

給水管切離し

プラグ止め

弁ＢＯＸ新設

①②

③

7
5 7
5

7
5100

100 100 100 100

　　点線：既設を表す

　　実線：新設を表す

既設桝に接続既設桝に接続

既設桝500□ 既設桝500□ 既設桝500□

A2：100%　A3：71%

－

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号
第２８－３２３号

浦川　英敏
堀江　司

一級建築士登録 衛生設備　平面・配置図
Ｍ 03

1：100

はつり・復旧は建築工事

凡例

記号 名　　称 規格・寸法 蓋

〃

小口径雨水桝

〃

〃

１００－２００

〃

〃

〃

〃 〃 〃

樹脂製 ３００

４００

〃 〃 〃

〃 〃 〃

〃 〃 〃

雨水桝リスト表

１

２

３

４

５

６

７

４１４

４２３

④⑤⑥

⑦

⑧

※桝深さは参考値とし、施工の際は仕上がり地盤高さ等考慮の上決定すること。

〃 〃 〃８

３００

３４４

２００

２８０

管　底 備　　考

大山中学校部室棟建替工事

D50
5
0
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16.56㎡ 16.56㎡
部室3

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲

石灰保管庫
6.62㎡

排水目皿排水目皿

器具庫

通路

高跳マット
2000×5000　2枚

▲

▲

33.12㎡

Y0

Y1

Y2

Y3
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46

0

1,
82

0
1,

82
0

1,
82

0

3,
64

0

1,
00

0
1,

00
0

竪樋カラ-VP外径60Φ

竪樋カラ-VP外径60Φ 可動間仕切家具(家具工事) 竪樋カラ-VP外径60Φ
テント保管棚D400

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11X0 X1

24,570

2,275 3,185 1,820 1,820 1,820 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275 2,275

9,100 4,550 4,550 4,550

455 455

付属：SUSｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(防鳥網)

A2：100%　A3：71%

－

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号
第２８－３２３号

浦川　英敏
堀江　司

一級建築士登録

大山中学校部室棟建替工事

FE

11

FE

1

FE

1

FE

1

FE

1

FE

1

FEFE

2

機器番号 仕　　　   様機   器   名

パイプファンFE-1

FE-2 壁換気扇

型式：格子タイプ

能力：300 m3/h × 10 Pa

能力：120 m3/h × 10 Pa

　　　木枠

換気　機器リスト

Ｍ 04

1：100
換気設備　平面図

小屋裏換気用 小屋裏換気用

ﾌｰﾄﾞ100φ ﾌｰﾄﾞ100φ

1

OA

OA-1 給気口

※換気扇類のスイッチ工事は電気工事とする。

　　　ネットフィルター付

型式：給排気グリル150φ

小屋裏換気用ﾌｰﾄﾞ
　　　100φ用

※ベンドキャップ・ウェザーカバーは指定色焼付塗装とする。

付属：SUS丸形防風板付ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(覆い付)(ｶﾞﾗﾘ)

設置場所台数 参考品番

1φ100V

1φ100V

V-12PPS8

13.5w 1

EX-20EK9-C

6.4w

器具庫

部室

7

1

石灰保管庫

石灰保管庫 P-18GLF6

電気容量

4

付属：SUS丸形防風板付ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(覆い付)(防虫網)

形式：SUS丸形防風板付ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(覆い付)(防虫網)

型式：角形格子タイプ



・　　部

完成後は、速やかに次の完成図書を提出すること。完 成 図 等12

一
般

共
通

事
項

新営工事　・１００ｋＷ未満　　・１００ｋＷ以上５００ｋＷ未満　　・５００ｋＷ以上

改修工事　既存設備　・ 　　ｋＷ

・ 屋内形設 備 方 式  ・ 屋外形

契 約 電 力

分岐　・ 三相３線式２００Ｖ　  　・ 単相２線式（   ・ １００Ｖ　　・ ２００Ｖ ）

高圧 ・　三相３線式　６．６ｋＶ

・ 避難口　 　・ 階段通路　　 ・ 廊下通路　 　・ 室内通路

幹線　・ 三相３線式２００Ｖ　 　・ 単相２線式２００Ｖ　 　・ 単相３線式１００／２００Ｖ

・ 突針 　 ・ 棟上け導体 　  ・ その他金属体（　　　　　　  ）

・ 建築構造体利用  　 ・ 接地極埋設

・ 建築構造体利用    ・ 引下げ導線

受 雷 部

避 雷 導 線

接 地 極

誘 導 灯

電 気 方 式

電 気 方 式

電
灯

設
備

動
力

設
備

雷
保
護

設
備

下記のものを提出する。

提出した施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者に移譲するものとする。

特別管理産業廃棄物　※ 無し　　・ 有り（ ・ ＰＣＢ使用機器　　・　　　 　　　）

　　ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。

完 成 写 真 等

施 工 図 等

７

６

ついても、自家用電気工作物の場合と同様の業務を行うものとする。

電気保安技術者の資格は標準仕様書第１編第１章第３節１．３．２によるものとし、一般用電気工作物に係る工事に電 気 保 安 技 術 者２

建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に工事安全計画書を作成し監督職員に提出する。

　　・ アスファルト・コンクリート塊　　･ 建設発生木材　　･ 蛍光管　　・            ）

再生資源の利用を図ると指定されたもの　※ 無し　　・ 有り（ ・ コンクリート塊　　・ 鉄筋コンクリート塊

　　引渡しを要するもの以外は、構外搬出適切処理とする。

発 生 材 の 処 理 等

工 事 安 全 計 画 書 等

電 気 工 事 士

５

４

３ 資格の区分　　・　１種　　※　２種

引渡しを要するもの　※ 無し　　・ 有り（ ・ 機器類　　・ 配管材料　　・ 　　　　　　）

一
般

共
通

事
項

電子データ・ネガの提出部 数撮 影 箇 所分類 ・ 規格区 分

※　完成図原図の陽画複写紙（縮小版）

※　完成図原図の陽画複写紙

※　完成図原図の陽画複写紙

・　施工図原図の陽画複写紙

※　完成図

※　完成図　２つ折製本

施工図　　・　原紙　　・　ＣＡＤデータ　　・　ＰＤＦデータ
※　完成図原図

１　部

１　部

・　　部

※　２部

・　　部

※　２部

※　主要機器一覧表

※　機器取扱説明書

※　保守に関する指導案内書

※　試験成績書

※　主要機器図

　　※　Ａ４版市販ファイル

　　・　Ａ４版黒表紙製本

※　官公署届出書類

※　保証書

　　Ａ４版ファイル

※　保守用説明書

13 他 工 事 と の 取 合 い

ﾎﾞｰﾄﾞのみ

※

※

※

※

※

切　り　込　み

補　　　　　強

スリーブ・箱入

補　　　　　強

補　　　　　強

仮　　　　　枠

建　築機械設備電気設備

　照明器具・幹線等の吊りボルト用インサート（くぎ処理共）

　埋込形機器取付用の天井、壁の下地材・仕上げ材

　コンクリ－ト壁、床、梁貫通部

　鉄骨造の開口及び補強

　ＯＡフロア・フリーアクセスフロアの切込み及び補強

　補強

　埋込分電盤・端子盤・プルボックスの仮枠及び埋込部分の

　軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

他　工　事　と　の　取　合　い

　自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及びドアクローザ、フロアヒンジ

基　　　　　礎

アンカーボルト

屋　上　設　置

屋内・屋外設置
　機器類のコンクリート基礎

　自立型制御盤の基礎

　テレビアンテナ

　機器用コントロールスイッチ(空調機、給湯器等)の取付及び配線

　機器付属の制御盤及び操作盤から機器までの配線

　電気室、自家発電機室などの基礎及びピット（蓋を含む）

建設発生土の処理　　・ 構外に搬出し適切に処埋　　※ 構内敷きならし　　・ 構内の指示する場所に堆積

　　　　　　　　　　※ 根切土の中の良質土　　・ 山砂の類（　　　　　）　　・ 真砂土（　　　　　）埋 め 戻 し 土

本工事では環境配慮の観点から、原則としてＥＭケーブルを使用するものとする。

14

電 線 類

土 工 事

15

区　　　　分 名　　　　　　称 部　数

ＥＭ電線類で規格等の定めのないものはハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されたものとする。

通信ケーブルでＪＣＳ規格にない対数のケーブルはＪＣＳ規格に準じたものとする。

盤内配線はＥＭ電線を使用する。ただし、製造者標準品と特記したものは除く。

ハーネスジョイントボックス用ＯＡタップのケーブルはハロゲン及び鉛を含まない材料とする。

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは監督職員の承諾を受けて変16 電 線 本 数 ・ 管 路 等

更してもさしつかえない。

機器の重量[ｋＮ]に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、

１）設計用水平地震力

次による。

建築研究所監修）による。

22 耐 震 施 工

メッキ付着量 ３００g/㎡以上とする。（ ※　屋外　　・　　　　　　）

シ－ル等を貼付する。

・ 金属製（ステンレス、新金属も含む）　　・ 樹脂製

波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ）を使用する場合は不燃又は難燃性とする。

塗装する部分　　・ 居室、廊下等　　・ 機械室　　・ 屋外　　・ 

厚鋼電線管の溶融亜鉛メッキ

18

19

20

21

17

カバープレートの用途別表示

フラッシュプレ－トの材質

波付硬質合成樹脂管(FEP)

露 出 配 管 の 塗 装

・ 特定の施設 ・ 一般の施設

上層階注,屋上及び塔屋

中 間 階

１.０

１.５

１.０

０.６

１.０

０.６

０.４

０.６

１.５

２.０

１.５

１.０

１.５

１.０

０.６

１.０

１.０

１.５

２.０

機 器 種 別設 置 場 所

地 下 及 び １ 階

水　　槽　　類

防振支持の機器

機　　　　　器

防振支持の機器

水　　槽　　類

防振支持の機器

機　　　　　器

機　　　　　器

重要機器 重要機器一般機器 一般機器

設計用標準水平震度

　Ⅰ．工 事 概 要

２　建物概要

１　工事場所

電 気 設 備 工 事 仕 様 書

延 べ 面 積 (㎡ )
建築基準法による番 号

（　　　　）項

（　　　　）項

５

４

３

２

１

備　　　考消防法施行令別表第一の区分階　数構　造建　物　名　称

中
央

監
視

制
御

設
備

通
　

信
　

情
　
報

　
設
　

備

モジュール

機 器 類

電 気 方 式

防 油 堤

風 車

自 家 発 電 装 置

太 陽 光 発 電 装 置

風 力 発 電 装 置

構 内 情 報 通 信 網 設 備

構 内 交 換 設 備

情 報 表 示 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

拡 声 設 備

誘 導 支 援 設 備

監 視 制 御 対 象 設 備

伝 送 方 式

火
災

報
知

設
備

三相３線式　・ ６．６ｋＶ　　・ ２１０Ｖ

形　式　 ・ キュ―ビクル形　　・ 簡易形　　・ オ－プン形

発電機（　　　ｋＶＡ以上）　　　原動機　　・ ディーゼル　　・ ガスタービン

・ 機器　　・ 配管のみ 　・ 配管及び配線

・ 交換機　　・ 局線中継台　　・ 電話機　　・ ボタン電話装置　　・ 配管のみ　　・ 配管及び配線

・ マルチサイン装置　　・ 出退表示装置　　・ 時刻表示装置

・ 増幅器　　・ スピーカー　　・ プロジェクタ　　・ スクリーン　　・ その他（　　　　　　　　　 ）

用　途　　・ 一般放送　　・ 非常放送　　・ 個別放送

・ 音声誘導装置　　・ 身体障害者用インターホン装置　　・ トイレ等呼出し装置

・ 動力設備　 ・ 受変電設備　 ・ 自家発電設備　 ・ 防災設備　 ・ 照明制御　 ・ 給排水設備　 ・ 空調設備

・ アナログ方式　　・ デジタル方式

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

駐 車 場 管 制 設 備

防犯・入退室管理設備

自 動 火 災 報 知 設 備

自 動 閉 鎖 設 備

非 常 警 報 設 備

形 式

・ インターホン　　・ テレビインターホン　　・ ナースコール

・ カメラ　　・ ビデオモニタ　　・ タイムラプスＶＴＲ　　・ 配管のみ　　・ 配管及び配線

機器（ ・ 本工事　※ 別途工事 ）　　配管（ ※ 本工事　・ 別途工事 ）　　配線（ ・ 本工事　※ 別途工事 ）

連動制御器（　　　回線　・ 単独　　・ 火報受信機と一体 ）　　　感知器（ ・ 共用　　・ 専用 ）

複合装置　　・ 一体形（ ※ 一般型　　・ 防雨型 ）　　・ 単独

・ 警報盤　　・ 表示操作盤　　・ 監視制御装置

車両検知方式　　・ 光線式　　・ ループコイル式

・ 受信機（ ・ Ｐ型　　・ Ｒ型 ）　　・ 副受信機　　・ 中継器　　・ 感知器　　・　

・ アンテナ（ ・ ＵＨＦ　　・ ＢＳ　　・ ＣＳ ）　　・ ＣＡＴＶ

ガス漏れ火災警報設備 受信機（　　　回線　・ 単独　　・ 火報受信機と一体　　・ ＬＰガス用　　・ 都市ガス用 ）

・ コンクリート製　　・ 鉄板製（ ・ 本工事　　・ 別途工事 ）

・ プロペラ形　　・　　　　　　　　　

・ 結晶シリコン　　・ 薄膜　　・　

３　工事種目

医 療 関 係 設 備

建 築 工 事

機 械 設 備 工 事

テレビ電波障害防除設備

構 内 配 電 線 路

構 内 通 信 線 路

電 力 貯 蔵 設 備

（　　印の付いたものが対象工事種目）

構内 情報 通 信網 設備

火 災 報 知 設 備

防犯・入退室管理設備

駐 車 場 管 制 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

テレ ビ共 同 受信 設備

誘 導 支 援 設 備

拡 声 設 備

構 内 交 換 設 備

発 電 設 備

受 変 電 設 備

雷 保 護 設 備

電 熱 設 備

動 力 設 備

番　号

通
　

信
　
情

　
報

　
設

　
備

工事種目

情 報 表 示 設 備

備　　　　考５４３２１

中 央 監 視 制 御 設 備

４　設備概要

幹線　・ 単相３線式１００／２００Ｖ　     ・ 直流２線式１００Ｖ

　　の付いたものを適用する。

分岐　・ 単相２線式（   ・ １００Ｖ　 　・ ２００Ｖ ）　   ・ 直流２線式１００Ｖ

（本工事における工事種目ごとの概要を示すもので、仕様を規定するものではない。）

非 常 用 照 明 器 具

電 気 方 式

光源　・ ＬＥＤ　　・ 白熱灯　　　   電源　・ 電池内蔵形　　・ 電源別置形

構
内

配
電

線
路

電 気 方 式

外 灯 点 滅 方 式

三相３線式（ ・ ６．６ｋＶ　　・ ２００Ｖ ）

・ 単相３線式１００／２００Ｖ　　・ 単相２線式（ ・ １００Ｖ　　・ ２００Ｖ ）

・ 地中埋設式　　・ 架空線式

・ 手動　　・ 自動（ ・ タイマー　　・ 自動点滅器　　・ 中央監視 ）

施 工 方 法

構
内

通

信
線

路

用 途

施 工 方 法 ・ 地中埋設式　　・ 架空線式

テ
レ

ビ
電

波
障

害
防

除
設
備

対 策 方 策

責 任 分 界 点 ・ 各戸の保安器一次側　　・　

Ⅱ．特 記 仕 様

１　一　般　事　項

機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築エ事はそれぞれの標準仕様書等及び監理指針を適用する。（３）

の付いたものによる。

（１）現場説明書、質問回答書、特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の標準仕様等のうち、　印

２　特　記　事　項

 ・ の付かない場合は、※ 印の付いたものを適用する。     ・ と ※ の付いた場合は共に適用する。

一般共通事項のうち （　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 項は、・　建築　・　機械設備　工事仕様書による。（３）

項目は番号に 　 印の付いたものを適用する。

（２）

（１）

特記事項のうち選択する事項は ・ の付いたものを適用する。

工事の施工に伴い必要な官公署その他への手続き、検査並びにその費用は、請負者の負担とする。官 公 署 そ の 他 へ の 手 続１

特　　　記　　　事　　　項項　　　　目

 ・ 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）」（以下、「標準仕様書」という。）

 ・ 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）

 ・ 公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和４年版）（以下、「標準図」という。）

（２）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「電気設備工事監理指針（令和４年版）」（以下「監理指針」という。）を適用する。

・ 電話用　　・ 時計拡声用　　・ 火災報知用　　・ インターホン用　　・ 情報通信網用　　・ デマンド設備

・ 都市形ＣＡＴＶへの加入　　・ 共同受信方式（ ・ 共同アンテナ　　・ 館内用アンテナ用 ）
　天井点検口

　（ＵＰＳ）

・ 高圧スイッチギア、変圧器盤（ＣＢ－３形）

・ キュービクル式配電盤   （ ・ＰＦ形  ・ＣＢ－１形　・ＣＢ－２形 ）

主遮断器　 ・ 限流ヒューズ　  　・ ＶＣＢ

機 器 類

・ 標仕によるＵＰＳ　　 ・ 簡易形ＵＰＳ

・ ＨＳ形鉛蓄電池　 　・ ＭＳＥ形鉛蓄電池　  　・　　　　　　　（　  　Ａｈ）

・ 受変電設備制御電源専用　  　･ 非常用照明器具電源専用

・ 電算機用　　・　

・ 非常用照明器具電源および受変電設備制御電源共用

交 流 無 停 電 電 源 装 置

直 流 電 源 装 置 用 途

蓄 電 池

形 式

用 途

受
変

電
設

備
電

力
貯

蔵
設

備

変圧器　三相　　　　５００ｋＶＡ、単相　　　　１００ｋＶＡ　　・ 油入　　・ モ－ルド　　　

９

８

構内につくることが　※ できる　　・ できない工 事 用 仮 設 物11

※　工事表示板　・　お願い表示板　記入要領等は監督職員の指示による。

※ １部　　・ 　1部

・ 要　　・ 不要

・ 要　　・ 不要

カラーサービス判 ※ ２部　　・ 　2部

各工種工程毎

監督職員の指示による

カラーサービス判

・　完成写真

※　工事写真

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省 基発第0424001号平成21年10

表 示 板 設ける。（建築工事、機械設備工事等と一括して表示する）

本工事に必要な工事用水、電力などの費用はすべて請負者の負担とする。工 事 用 水 ・ 電 力

よる足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

４月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適

合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法に

足 場
設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

探査方法　　※電磁誘導式　　・　放射線透過検査　　・　27 はつり工事における非破壊検査

工事の施工に伴い既存部分を汚染又は損傷した場合は、既成にならい補修する。

既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。26

25 補 修 な ど

は つ り

・ ステンレス製（　　　　　　　）　　・ 溶融亜鉛メッキを施した鋼材

外気に面する壁、スラブ等で打ちこみとなる位置ボックスは保温、結露防止処理を行う。24

23

結 露 防 止

屋上、屋側の支持金物等

注）上層階の定義は次（次頁）による。

１.５水　　槽　　類

　２～６階建：最上階、７～９階建：上層２階、１０～１２階建：上層３階、１３階以上：上層４階

　重要機器 （ ・ 配電盤　　・ 非常用発電装置　　・ 交換機　　・ 直流電源装置　　・ ＵＰＳ装置

  　　　　　　・ 火災報知受信機　　・ 中央監視制御装置　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２）設計用鉛直地震力

完成図　　※　原紙　　※　ＣＡＤデータ　　※　ＰＤＦデータ

※　２部

（　　　　）項

（　　　　）項

（　　　　）項

低圧  ・ 三相３線式２００Ｖ   　・ 単相３線式１００／２００Ｖ　  ・ 単相２線式（  ・１００Ｖ　 ・　２００Ｖ ）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「営繕工事写真撮影要領（令和５年版）」によるほか監督職員の指示による。

１　部

設備機器の固定は「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説」(平成８年版・建設大臣官房官庁営繕部監修)によるこ

ととし、施工は「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人

発
電

設
備

電 灯 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

屋外

  ・ 三相３線式４００Ｖ 

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※図内凡例

－Ｅ 01

1.2.7.8.9.10.11.12.31

建築特記に準ずる

Ｓ １５

ＴＯＴＡＬＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥＣＨＥＣＫ
ＴＩＴＬＥ

Ｎｏ.
ＮＡＭＥ

A1：100%　A3：50%

鳥取県知事登録 一級建築士事務所
一級建築士登録 大　臣　登　録
一級建築士登録 大　臣　登　録 第２１９４７４号 武甕　延雄

第２１６１９２号 浦川　英敏
第０３－３２３号

大山中学校部室棟建替工事

電気設備特記仕様書(1)

1 89.43

鳥取県西伯郡大山町所子３１３

部室棟

NON SCALE



完成後は、速やかに次の完成図書を提出すること。

６．

１．

２．

３．

４．

５．

７．

８．

９．

１０．

１１．

１２．

１３．

１４．

１５．

１６．

１７．

１８．

１９．

２０．

２１．

２２．

２３．

２４．

２５．

２６．

２７．

２８．

２９．

３０．

３１．

３２．

３３．

３４．

３５．

３６．

３７．

３８．

３９．

４０．

４１．

４２．

４３．

沖電気、日立、パナソニック、東芝、富士通　ただし（財）電気通信端末機器審査協会の

沖、東芝、能美、ホーチキ、パナソニック　　ただし、日本消防検定協会の検定合格証票が貼付されたもの。

矢崎、パナソニック　ただし日本消防検定協会又は高圧ガス保安協会の検定合格証票が貼付されたもの。

同　上　　ただし、（財）日本ガス機器検査協会の合格証票又は高圧ガス保安協会の検定合格証票が貼付されたもの。

ただし特殊ケーブルで、左記メーカーの製品に

ないものは　ＪＩＳ規格品の使用可能とする。

上記製造業者のうち誘導灯認定委員会の認定証票が貼付されたもの。

パナソニック、丸一、日鉄

古河電工、未来工業、カナフレックス

パナソニック、東芝

パナソニック、東芝、日立、三菱、富士

パナソニック、東芝、日立、三菱、富士、戸上

パナソニック、東芝、日立、富士、オムロン

パナソニック、日立、三菱、富士、オムロン

東芝、三菱、戸上、エナジーサポート

協会の認定証票が貼付されたもの。

蓄電池設備認定委員会の認定証票が貼付されたもの。

認定を受けている旨の表示をしたもの。

パナソニック、東芝、アイホン

パナソニック

パナソニック

マスプロ、ホーチキ、パナソニック

大阪、日本

ネグロス、パナソニック、東芝

東芝、三菱、山武、アイホン、パナソニック

山武、ジョンソンコントロール、パナソニック

ただし建築基準法用及び消防法用に使用する別置用のものは、左記のうち

上記製造業者のうち（財）日本建築センターの性能評定マークが貼付されたもの。

耐火・耐熱電線認定業務委員会の認定（ＪＣＭＡマーク）の表示をしたもの。

　　　　　　　同　上

同　上　　ただし、（財）日本建築センターの性能評定マークが貼付されたもの。

同　上　　ただし、非常警報設備認定業務委員会の認定証票が貼付されたもの。

　　　　同　上

　　　　同　上

パナソニック、東芝、日立、三菱

イーエムシー西部、インテックス、ランデス、オーコ、カナフレックス

ＴＯＡ、ＪＶＣケンウッド、パナソニック、東芝

パナソニック、東芝、日立、三菱、大光、遠藤

パナソニック、東芝、日立、三菱

東芝、日立、三菱、富士

ただし、非常放送装置は非常用放送設備委員会の基準適合ラベルが貼付されたもの。

パナソニック、東芝、日立、三菱、大光、遠藤、光電気通信

ダイニチ、日本ネットワークサポート、中国高圧

４４．

４５．

積水化学工業

パナソニック、古河電工、未来工業

　　　　　　　同　上

　　　　　　　同　上

製 　 造 　 業 　 者

共 同 接 地

接 地 極

Ａ 種

Ｂ 種

Ｃ 種

Ｄ 種

共 同 接 地

接地極の材料は次による。

接地抵抗値

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

　　Ω以下

 １０Ω以下

１００Ω以下

ＥＡＥＤ

記　号

ＥＡ

ＥＢ

ＥＣ

ＥＤ

ＥＡＥＣＥＤ

接地の種類

28

接　　　　地　　　　極

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×２連－２組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×１

１ 交 換 機 局線応答方式（ ・ 局線中継台方式　　・ 分散中継台方式　　・ ダイヤルイン方式

一
般

共
通

事
項

交 換 機 用

通 信 用

測 定 用

電話引込口の保安器用

通 信 用

高 圧 避 雷 器 １０Ω以下

　　Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下

－

Ｅｔ

ＥＡｔ

ＥＬｔ

Ｅｏ

及び ＥＤａ

ＥＬＨ

ＥＤｔ

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×３連－１組

ＥＢ×３連－２組

ＥＢ×１

ＥＢ×１

ＥＢ×１

　　Ω以下ＥＬＡ雷 保 護 設 備 用
 ・ ＥＰ－０．６×２

 ・ ＥＢ×　連－　組

建築改修標準仕様書 ９章 環境配慮改修工事 １節 アスベスト含有建材の処理工事による。

アスベスト含有建材の処理

処理を行うアスベスト含有建材の仕様等

処理を行う範囲仕 様 等建材の内容・箇所

・　洗浄設備（洗眼、うがいの設備）及び更衣設備等を設ける。

・　作業場の養生として、処理場所をプラスティックシート等で囲い、外部への粉じん飛散を防止する。

　　対象箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　県有施設の石綿除去等に係る施工業者の登録制度による登録を受けている業者であること。

※　官公署その他への手続きは、建築改修標準仕様書によるほか、労働安全衛生法、大気汚染防止法、廃棄物の処理

　　及び清掃に関する法律、石綿障害予防規則、鳥取県石綿健康被害防止条例等の関係法令に基づいて必要な手続き

・　アスベスト粉じん濃度測定を行う。

　　（測定時期：　　　　　　　　　　測定場所：　　　　　　　　　　　　　測定点：　　　　　　　　　　）

　　分析方法はＪＩＳ Ａ １４８１「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による。

・　施工調査（分析によるアスベスト含有建材の調査）を行う。

　　を行う。

29

（連結又は単独の場合、ＥＢはＤ＝１４　Ｌ＝１５００　または　Ｗ＝４０　Ｌ＝１２００とする）

（測定用の場合、ＥＢはＤ＝１０　Ｌ＝１５００　または　Ｗ＝３０　Ｌ＝１２００とする）

１

電
灯

設
備

２
動　力
設　備

30

工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する。

（保険の加入期限は、工事完成引渡しまでとする。）

火 災 保 険 等31

２）Ｈｆ形蛍光灯器具の定格入力電圧はユニバーサル電圧（１００Ｖ～２４２Ｖ）に対応するものとする。

２

非 常 用 照 明 の 照 度 測 定

一 般 照 明 の 照 度 測 定

※ 設置した各部屋２箇所以上　　・　

測定結果を監督職員に提出する。（測定箇所等は、監督職員の指示による。）

照 明 制 御 の 照 度 測 定 等

員の指示による。

明るさセンサーによる照明制御を行う部屋は照度測定を行い測定表を監督職員に提出する。なお、測定箇所は監督職

　照度測定時期　　１００％点灯時（ ※ 夜間　　・ 昼間 ）  調光制御点灯時（ ※ 夜間　　※ 昼間 ）

３

４

　　ＬＥＤの光源色　　　　　　　　　　　　（ ※ 昼白色　　・ 電球色 ）

　　コンパクト形ランプの光源色　　　　　　（ ※ 昼白色　　・ 電球色 ）

１）ＬＥＤ及び蛍光ランプの光源色は下記による。照 明 器 具１

１ 機 器 ヘ の 接 続 ※ 電動機などヘの接続は本工事とする。　　・ 別途エ事

グ リ ー ン 購 入32 グリーン購入は次のものとする。

・ 照明制御システム　 　・ 変圧器　　・　

３
雷保護
設　備 ・ 構造体利用接地極　　・ Ａ型接地極　　・ Ｂ型接地極

大 地 抵 抗 率 の 測 定１ ・ 工事着手前に大地抵抗率を測定し、測定表及び接地極省略判定記録書を監督職員に提出する。

２ 外部雷保護設備接地システム

設　備
受変電

５
電力貯蔵
設 備

７５ｋＶＡ以上に取付。変 圧 器 移 動 車 輪

デ マ ン ド 監 視 装 置

１

２

４

・ 本工事　　・ 別途工事

盤 内 照 明 前・後に設置する。

１ 交 流 無 停 電 電 源 装 置 停電補償時間（　　　　　分）

方式（ ・ 常時インバータ給電方式　　・ ラインインタラクティブ方式　　・ 常時商用給電方式 ）
（ＵＰＳ）

自 家 発 電 装 置１ 運転時間（　　　　ｈ）　　　系統連系（ ・ 高圧連系　　・ 高圧受電低圧みなし連系　　・ 低圧連系　　・ 無 ）

３ 予 備 品 等 標準仕様書によるほか、電力ヒューズ現用定格値のものを現用数

　　　　　　　 ・ ダイレクトインダイヤル方式　　・ ダイレクトインライン方式  ）
８

停電補償時間（　　　　分）

構
内

交
換

設
備

２ 保 安 器 用 接 地 ※ 本工事　　・ 別途工事

３ 壁 付 電 話 機 と の 接 続 ※ モジュラージャック　　・ 電話用プレート

４ 回 線 数 内線　　／　　／　　回線　　　局線　　／　　／　　回線（現用／実装／容量）

５ 電 話 機 ・ 一般電話機　　　　台　　　・ 多機能電話機　　　　台　　　・ ファクシミリ　　　　台

・ デジタルコードレス電話機　　　　台　　　・ ＩＰ電話機　　　台

電 話 機 へ の 配 線 卓上電話機１台につき次のものを見込む。６

・ ボタン電話機（ ・ 　　・　             ）（ ※ 　　・　　　　　）

・ 内線電話機　（ ・ 　　・  ）（ ※ 　　・　　　　　）

・ 多機能電話機（ ・ 　　　　　　　・ 　          ）（ ※　　・　　　　　）

受信機（ ・　　P型　1級　15回線（蓄積型）　　・ 複合形　　・ 単独形 ）１ 自 動 火 災 報 知 設 備

支 援

増 幅 器１ 形式（ ・ 卓上形　　・ ラック形 ）　　　定格出力（　160Ｗ）　　　性能（ ・ Ｈｉ形　　・ Ｌｏ形 ）

・ 増幅器の入出力配線と外部配管（壁ボックス等）の接続はコネクターによる。

10

設　備
拡　声

１ 音 声 誘 導 装 置 検出方式（ ・ 磁気方式　　・ 無線方式　　・ 画像認識方式 ）11
誘　導

プ ロ ジ ェ ク タ１ 光出力（ ・ Ⅰ形　　・ Ⅱ形　　・ Ⅲ形 ）　　　解像度（ ・ Ａ形　　・ Ｂ形　　・ Ｃ形 ）

コントラスト比（ ・ Ｘ形　　・ Ｙ形 ）

９
映像音響
設 備

・ ＩＰ電話機　（ ・ 　　・　　　　　　　 ）（ ※ 　　・　　　　　）

12

火
災
報

知
設
備

・ 防火戸用（ ※ ラッチ式　　・ 電磁式 ）２ 自 動 閉 鎖 設 備

・ 防煙ダンパー用（ ※ 電動復帰　　・ 手動復帰 ）

・ 防火シャッター用（ ※ 別途工事　　・ 本工事 ）

図面に記載されていない事項は、すべて（一社）日本ＣＡＴＶ技術協会の「建造物によるテレビ受信障害調査要領」

埋設深さ　※　ＧＬ－３００以上、舗装のある場合は路盤下－３００以上とする。

　　　　　・　ＧＬ－６００以上（ ・　　　　　・　　　　　　）

３ 標 識 シ ー ト

２ 地 中 箱 ハンドホール内のケーブル支持等は、マンホールに準じて行う。

　　　　　・　ＧＬ－６００以上（ ・　車路　　・　高圧配線　　・　幹線　　・　　　　　）

埋設深さ　※　ＧＬ－３００以上、舗装のある場合は路盤下－３００以上とする。１ 施 工 方 法

信線路

構内通

14
１ 施 工 方 法

高圧ケーブルの両端部にシースの縮み対策（熱伸縮テープによるシースずれ止め対策等）を行う。高 圧 ケ ー ブ ル の 端 末 部４

だし、ガーデンライトは除く。

照明用ポールには配線用遮断器（トリップ機能なし）又はカットアウトスイッチ（素通しヒューズ）を内蔵する。た照 明 用 ポ ー ル７

６

５ ・ 一般形　　・ 耐塩形

※ 高圧　　・ 低圧標 識 シ ー ト

高圧ケーブルの屋外端末処理

※ 別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。

・ 閉鎖形（ ・ 軽耐塩形　　・ 重耐塩形 ）　　・ 地絡継電器付（ ※ 方向性　　・ 無方向性 ）３ 高 圧 負 荷 開 閉 器13

構
内

配
電

線
路

２ 地 中 箱 ハンドホール内のケーブル支持等は、マンホールに準じて行う。

１ 調 査 仕 様

検知器（ ・ 天井取付形　　・ 壁取付形 ）３ ガ ス 漏 れ 火 災 警 報 設 備

及び「建造物によるテレビ受信障害調査要領（地上デジタル放送）」の最新版により調査を行い、同協会の技術審査15

を受けること。テレビ

２ ※ 事前　　・ 中間　　※ 事後 テレビ電波受信障害調査時期電波受信

受信する受信波及び地点数３ 　　　中継局　　　波：　　　地点障害調査

　　　中継局　　　波：　　　地点

※ 事前　３部　　・ 中間　　部　　※ 事後　３部報 告 書 提 出 部 数４

１ 機 器 取 付 高

そ
　

　
　

の
　

　
　

他

16

機器取付高は下記を標準とする。ただし、天井高３ｍ以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は監督職員と協議する。

受信機・副受信機

発信機

べル

表示灯

ガス漏れ中継器

〃

天井下～上端

〃

天井下～中心

〃

〃

台上～中心

床上～中心

  200

  200

  300

  300

  300床上～上端

天井下～下端

  150

〃

コンセント（一般）

　　〃　　（和室）

　　〃　　（台上）

  300

  150

800～1,300

〃

〃

鏡上端～中心

2,100～2,300

2,000～2,500

  150

ブラケット（一般）

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

　　〃　　（土間）

　　　　〃　　（車椅子用） 〃   900

天井下～上端

床上～中心

〃

直列ユニット

  200

  300

  150

テ
レ
ビ

共
同
受

信
誘

導
支

援

800～1,500

床上～中心

名　　　　称

床上～下端

測　点名　　　称

1,300

取付高(ｍｍ)

1,800～2,200

測　点

地上～窓中心

〃

引込開閉器

分電盤

スイッチ

取付高（ｍｍ）

1,800～2,000

1,500（上端1,900以下）

1,300

表示盤

壁付発信器

電源箱

床上～中心

〃

〃

〃

天井高×0.9

2,300

取引用計器

地上～中心

　〃　（多機能トイレ） 〃 1,100

べル、ブザー、チャイム

1,300受付押ボタン（一般）

  300

標準図による外部受付用インターホン(子機)

壁付インターホン(上記以外） 床上～中心 1,300

壁付押ボタン(多機能トイレ）   900

壁付押ボタン(多機能トイレ）

床 転 倒 時 用
〃   300

機器収容箱

　　〃　（和室）

床上～操作部

1,500

800～1,500

機器収容箱 800～1,500

床上～中心

検知器（都市ガス）

　　〃　（ＬＰガス）

床上～中心

〃

〃

床上～下端

天井下～上端

床上～中心

〃

床上～中心 1,500（上限1,900以下）

1,500（上端1,900以下）

1,500

1,300

  300

  200

  300

  150

〃

壁掛形制御盤

手元開閉器

操作スイッチ

端子盤

保安器箱

　　〃　　（和室）

壁掛形親時計

子時計 天井高×0.9

壁付アウトレット

壁付アッテネータ

壁掛形スピーカ

〃

床上～中心

1,300

天井高×0.9拡
声

電
力

共
通

電
　

　
　

　
　
　

　
灯

動
　
　

力
構

内
交

換
電
気

時
計

ガ
　

ス
　

検
　
知

火
　
災

　
報
　

知
表

　
　
　

示

エ事のため送電線及び配電線の近くで作業するときは、事前に中国電力に連絡し、事故防止に努めること。２

ディーゼル発電装置
６

ガスエンジン発電装置 保安装置（ 重故障項目特記 ・ 有　　・ 無 ）　　　外部用端子（ ・ 要　　・ 不要 ）

発
電

設
備

ガスタービン発電装置 減圧水槽及び初期注水槽の材質（ ・ 鋼板製　　・ ステンレス鋼板製 ）

熱 併 給 発 電 装 置 オイルタンク（ ・ 地下　　・ 屋内

燃 料 電 池 発 電 装 置 　据付：機械設備工事標準図（ ・ 施工３０、３２（タンク室有り）　　・ 施工３１、３３（タンク室無し））

燃料小出槽（　　　　㍑）：返油ポンプのあるシステムでフロートスイッチの上限フロートは通過形接点とする。

　材質（ ・ 鋼板製　　・ ステンレス製 ）

燃料油等（ ・ 灯油　　・ 軽油　　・ 重油　　・ 燃料ガス（　　　　　））

排気系統配管断熱材の厚さ（　　　　ｍｍ）　　　ばい煙測定口（ ・ 設ける　　・ 設けない ）

排気ガスに含まれる窒素酸化物（　　　　以下）　　　運転音（　　　　ｄＢ以下）

太 陽 光 発 電 装 置２ 系統連系（ ・ 高圧連系　　・ 高圧受電低圧みなし連系　　・ 低圧連系　　・ 無 ）

公称最大出力（　　　　ｋＷ）　　　耐風速（　　　ｍ／ｓ）

パワーコンディショナ（　　　　相　　線式　　　　Ｖ）　　定格容量（ 　　　　ｋＷ）

　自立運転機能（ ・ 有　　・ 無 ）

表示装置（ ・ 有　　・ 無 ）　　　方式（ ※ 液晶　　・　　　　　）

７

風 力 発 電 装 置３ 系統連系（ ・ 高圧連系　　・ 高圧受電低圧みなし連系　　・ 低圧連系　　・ 無 ）　　定格出力（　　　　ｋＷ）

マ ル チ サ イ ン 装 置１ イメージスキャナ（ ・ 設ける　　・ 設けない ）

出 退 表 示 装 置２ 制御装置（ ・ 壁掛形　　・ 埋込形　　・ 据置形 ）

 情
報
表
示

設
備

呼出機能（ ・ 有　　・ 無 ）　　　方式（ ・ 発光ダイオード　　・ 液晶　　・ 　　　　 ）

時 刻 表 示 装 置３ 親時計（ ・ 壁掛形　　　回線　　・ ラック形　　　回線 ）

太陽電池式屋外時計（ 点灯時間　　　　ｈ　　　点灯保証日数　　　　日 ）

４

かわでん、東芝、永井、日立、増岡、三菱、パナソニック、内外、河村、豊島、小林、富士オートメーション、日東、日新電工

・ 弱電　　・ 電話　　・ ＣＡＴＶ　　・　通信

電 線

電 力 ケ ー ブ ル

通 信 ケ ー ブ ル

耐 火 ・ 耐 熱 ケ ー ブ ル

波 付 硬 質 合 成 樹 脂 管

蛍 光 灯

白 熱 灯 ・ Ｌ Ｅ Ｄ

非 常 用 照 明 器 具

誘 導 灯

Ｈ Ｉ Ｄ 灯

配 線 器 具

高 圧 配 電 盤

低 圧 配 分 電 盤

端 子 盤

配 線 用 遮 断 器

電 磁 開 閉 器

保 護 継 電 器

水 位 継 電 器

コ ン デ ン サ

高 圧 遮 断 器

高 圧 気 中 開 閉 器

蓄 電 池

整 流 装 置

電 話 交 換 機 及 び 電 話 機

イ ン タ ー ホ ン

火 災 報 知 装 置

自 動 閉 鎖 装 置

非 常 警 報 装 置

表 示 器

電 気 時 計

拡 声 ・ 非 常 放 送 装 置

テ レ ビ 共 同 受 信 機 器

コ ン ク リ ー ト 柱

避 雷 針

ケーブルラック・レースウェイ

ガ ス 漏 れ 警 報 受 信 機

ガ ス 検 知 器

セ キ ュ リ テ ィ 、 Ｈ Ａ 機 器

中 央 監 視 制 御 機 器

矢 崎 、 日 立 、 住 友

変　　圧　　器　（高　圧　用）

自家発電機（制御盤を含む）

新神戸、日本電池、ＧＳ

　　　　同　上

鋼 製 電 線 管

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 電 線 管

合 成 樹 脂 製 可 と う 電 線 管

ハ ン ド ホ ー ル

同等品以上とする場合には、同等品承諾願いを提出し監督員の承諾を得ること。

品　　　　　名

この工事に使用する機材は下記に記載されているものの他、同等品以上とする。

設計図書の製品番号は、特定の製品を限定しない。

※

※

送配電線の近くで作業するときは、前もって中国電力へ連絡すること。

不許複製

※ （一社）鳥取県設備設計事務所協会　作成

［Ⅲ］　機　　材　　等

出力（　　　　ｋＷ）　　　配電盤外箱（ ・ 有　　・ 無 ）

ヤンマー、日立、三菱、川崎、デンヨー　ただし防災用は左記のうち（社）日本内燃力発電設備

室内空気中の化学物質の濃度測定 実施する。

天井・壁・床材 該当無塗 装

－Ｅ 02

ＴＯＴＡＬＤＲＡＷ ＳＣＡＬＥＣＨＥＣＫ
ＴＩＴＬＥ

Ｎｏ.
ＮＡＭＥ

A1：100%　A3：50%

鳥取県知事登録 一級建築士事務所
一級建築士登録 大　臣　登　録
一級建築士登録 大　臣　登　録 第２１９４７４号 武甕　延雄

第２１６１９２号 浦川　英敏
第０３－３２３号

大山中学校部室棟建替工事

電気設備特記仕様書(2)
NON SCALE



4,5504,5504,5509,100

2,2752,2752,2752,2752,2752,2751,8201,8201,8203,1852,275

24,570

X1X0 X11X10X9X8X7X6X5X4X3X2

33.12㎡

▲

▲

通路

器具庫

6.62㎡
石灰保管庫

▲

▲▲▲▲▲▲

部室3
16.56㎡16.56㎡

部室2部室1
16.56㎡

200 ≒6,500

▼
屋
内
運
動
場

壁
面

▲コンピューター室壁芯

屋内運動場

Ｎ

コンピューター室
1階建　鉄骨造

延床面積　229.00㎡
建築面積　229.00㎡

3,
64

0

1,
82

0
1,

82
0

1,
82

0

5,
46

0

Y3

Y2

Y1

Y0

2,
40

0
≒

1,
90

0

電灯設備平面図参照

A2：100%　A3：71%

－

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号
第２８－３２３号

浦川　英敏
堀江　司

一級建築士登録

大山中学校部室棟建替工事

1：100,300

１４

(既設)

(既設)

Ｌ－Ｍ

DV2.6mm-2C(既設)

DV2.6mm-2C(既設)

新設(電灯設備図参照)

配置図
Ｅ

分電盤結線図　Ｌ－Ｍ(既設)

(既設再使用)

ＭＣＣＢ ３Ｐ７５Ａ

壁付コンセント

教室床下コンセント

教室床下コンセント

教室床下コンセント

教師床下コンセント

教室電灯

準備室他電灯

教室床下コンセント

教室床下コンセント

教室床下コンセント

教室床下コンセント

準備室空調機

教室電灯

部室電源
CB20A

１４

CB20A

CB20ACB20A

CB20A

CB20A

CB20A

CB20A

CB20A

CB20A

CB20A

CB20A

CB20A

CB20A CB20A

１３

１２１１

１

３

５

７

９ １０

８

６

４

２

03

放送設備平面図参照

・既設ホーンスピーカー×3台撤去

・ホーンスピーカー×3台新設

・既設鋼板製キャビネット(AVコンセント共)撤去

・既設ポール再利用

・既設投光器撤去



▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲

▲

▲

2000×5000　2枚
6.62㎡

石灰保管庫

16.56㎡

部室1
16.56㎡

部室2
16.56㎡

部室3

通路

器具庫

33.12㎡

高跳マット

ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

A2：100%　A3：71%

－

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録
大　臣　登　録

一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号
第２８－３２３号

浦川　英敏
堀江　司

一級建築士登録

大山中学校部室棟建替工事

Ｎ

L L L L L L L

WP

WPE

器具庫

Ａ ４ Ａ Ａ Ａ Ａ

部室３

２

部室２

２

部室１

２

石灰保管庫

１

通路

Ｂ

参考：パナソニック　直付ＸＦＸ４２０ＡＥＮＬＥ９

Ａ

照明器具姿図

Ｂ 軒下用ダウンライト　１５０形

参考：パナソニック　ダウンライトＸＮＷ１５３０ＷＮＬＥ９

５

記　　　　　号 規　　　　　　　格

＜凡　　　　　例＞

電灯分電盤

図中特記なき配線配管は下記とする。

＜特　　　　　記＞

DV2.6mm-2C

配置図参照

WPE

ED

IV1.6

１ Ｌ-部室

壁換気扇(機械設備工事)

LED直付照明器具　HF32W-1灯相当

埋込ネームスイッチ(新金属)　１５Ａ

埋込パイロットスイッチ(新金属)　０．５ＡL

WP 埋込防水片切スイッチ　１５Ａ

電灯設備　平面図
Ｅ

※換気設備は機械設備工事とする。

L

ＥＥＦ １．６－２Ｃ　　　　　　　　　　天井コロガシ

ＥＥＦ １．６－３Ｃ　１芯はアース　　　天井コロガシ

ＥＥＦ ２．０－２Ｃ　　　　　　　　　　天井コロガシ

ＥＥＦ ２．０－３Ｃ　１芯はアース　　　天井コロガシ

04

1：50

WPE
引掛防水接地コンセント　２Ｐ１５ＡＥｘ２

ELCB2P 30AF/20AT

30mA

１

＜分電盤結線図＞

Ｌ－部室

1.3kW

壁掛形(鋼板製)　300x300x125

2
埋込コンセント(新金属)　２Ｐ１５Ａｘ２

2

壁用AVコンセント用



▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲

▲

▲

2000×5000　2枚
6.62㎡

石灰保管庫

16.56㎡

部室1
16.56㎡

部室2
16.56㎡

部室3

通路

器具庫

33.12㎡

高跳マット

A2：100%　A3：71%

－

Ｎｏ.

ＴＯＴＡＬ

ＮＡＭＥ

ＴＩＴＬＥ
ＳＣＡＬＥＤＲＡＷＣＨＥＣＫ

鳥取県知事登録

大　臣　登　録
一級建築士登録

一級建築士事務所

大　臣　登　録 第３２３４０９号
第２１６１９２号

第２８－３２３号

浦川　英敏
堀江　司

一級建築士登録

大山中学校部室棟建替工事

Ｎ

記　　　　　号 規　　　　　　　格

＜凡　　　　　例＞

図中特記なき配線配管は下記とする。

＜特　　　　　記＞

Ｅ

1：50

ＥＭ－ＡＥ０．９－３Ｐ　　　　　　　　（ＰＦ２２）

※壁用ＡＶコンセントへのマイクは別途学校側にて用意とする。

配置図参照

ワイドホーンスピーカー

壁用ＡＶコンセント　参考：KP-4X1S-I

272

2
3
0

366

 ワイドホーンスピーカー CS-303

Ｌ級

３０ Ｗ（３３０Ω），２０ Ｗ（５００Ω），１０ Ｗ（１ ｋΩ）定格入力

出力音圧レベル ９８ ｄＢ（１ Ｗ，１ ｍ）

周波数特性 １２０ Ｈｚ～１５ ｋＨｚ

１２ ｃｍ防滴コーン型スピーカー

９０゜

ホーン・カバー：樹脂　オフホワイト

その他

水平指向性

仕上

防塵・防水性能：ＩＰ６５

参考姿図

05
放送設備　平面図


